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予想外の妊娠ですが、極上社長は身ごもり妻の心も体も娶りたい










プロローグ




　私、吉よし木き香か澄すみは自宅のマンションでひとり、祈るような気持ちで天井を見上げていた。

　震える手で持っているのは、プラスチック製の細長いペンのような形をした妊娠検査薬。そこには小さな窓がふたつついていて、それぞれ『判定』『終了』と書いてある。

『終了』の小窓に線が入っていれば、正しく検査ができたという証あかし。そして『判定』の小窓に線が浮かび上がっていれば、陽性。つまり、妊娠しているという証。

　何度も繰り返し説明書を読んで、使い方をしっかり確認してから検査をした。一分から三分待てばいいと書いてあったから、もう結果は出ているはずだ。

「あー、もう。どうしよう、見るのが怖い……！」

　不安のあまりひとりごとをつぶやいてしまう。

　できるなら、なかったことにしてしまいたい。

　いっそこのまま結果を見ずに捨ててしまおうかな……なんて考えて、いやだめだと首を横に振る。

　わざわざドラッグストアで検査薬を買ってきて調べたんだから、ちゃんと確認しないと。

　臆病な自分に活を入れるように、きゅっと唇を噛かむ。

　私は大きく息を吐き出し覚悟を決めて、視線を天井から手元に向けた。

　おそるおそる検査薬を見て、息をのむ。判定と書かれた小窓には、縦線がはっきりと浮かび上がっていた。

　その線は、このお腹の中に赤ちゃんがいるという証だった。

　生理が予定よりも二週間遅れていた。その間ずっと不安で、もしかしてと思ってはいたけど……っ。

　実際に結果を突きつけられると、衝撃が大きくてその場に崩れ落ちそうになる。

「嘘うそでしょ……」

　悲鳴のような私の声は、静かな部屋の中にやけに大きく響いた。

　二十七歳にもなって恋愛経験ゼロで、男の人とデートしたこともなかった。そんな奥手な私が、直属の上司で憧れの人でもあった社長とたった一度だけ夜を共にしたのは、四週間前の就任パーティーの夜。

　私にとっては、夢のようなひとときだった。ひそかに想い続けてきた彼に抱かれて、とてもうれしかった。

　けれど、恋愛経験がないとはいえ、私も二十七歳の大人の女だ。男の人は好意がなくても女の人を抱けるってことくらい、ちゃんとわかってる。

　社長は私を愛しているから抱いてくれたんだわ！　これで私たちは恋人よ！　なんて浮かれた勘違いをするほど、バカじゃない。

　有能で知的でいつも男の色気と余裕を纏まとっている彼が、秘書である私とホテルで一夜を共にしたのは、たぶんただの気まぐれだ。

〝ファッション界のプリンス〟と呼ばれ世間の注目を集める極上の御曹司様が、一介の秘書である私なんかに本気になるわけがない。彼との立場の違いは、ちゃんとわきまえている。

　だから、あの夜の出来事は一夜限りの過ちだと割り切ろうと思っていた。一生に一度のはじめてを、憧れの社長にささげることができた。それだけで十分だと、ちゃんと納得していたのに。

「それなのに……」

　つぶやきながらもう一度検査薬に視線を落とす。何度見返しても判定窓にははっきりと縦線が浮かび上がっていた。

　まさかあの一回で妊娠してしまうなんて。こんな展開、予想外すぎる。

「どどどどど、どうしよう……！」

　私はひとり途方にくれて頭を抱えた。










今のは煽ったお前が悪い　柊人 side




　高い天井に美しいシャンデリア。高級ホテルの廊下にはお祝いの立て札がついた豪華な花のスタンドが並び、大広間はたくさんの参加者で埋め尽くされていた。

　取引のある企業だけではなく、タレントやモデル、マスコミ関係者も大勢詰めかけている。

「すごい人数だな。たかが就任披露に少し大げさすぎないか？」

　俺が首元のネクタイを緩めながら秘書の吉木香澄に本音を漏らすと、彼女は賢そうな整った顔を小さくしかめる。

「なにを言っているんですか。日本を代表する高級バッグブランド『HAMASAKIハマサキ』の社長になられるんですから、これくらい当然です」

　吉木はそう言いながら、俺の首元に手を伸ばす。細い指が、緩めたばかりのシルクのネクタイに触れた。

　俺は彼女の指を見下ろす。

　短く切りそろえられた爪にネイルは塗られていない。けれど、きちんと手入れをしているんだろう。ピンク色の爪には艶があり、人工的な色を重ねてごまかすよりも、ずっと美しく見えた。

　今日は俺の社長就任のパーティーだった。祝いの席なのに、秘書は裏方だからと気を使ったのか、彼女が着ているのはシンプルな黒のワンピース。

　黒髪を後ろでひとつにまとめ、アクセサリーは耳につけた小さな真珠のイヤリングだけ。華やかに着飾ったほかの参加者の女性たちに比べれば、質素すぎる装い。

　ゴージャスなこの会場の中では埋もれてしまいそうなのに、気が付けば吉木の白い肌や綺麗な立ち姿を眺めてしまうのはなぜだろう。

　そんなことを考えていると、吉木は俺のネクタイから手を離す。そして、美しく整ったネクタイを見て満足げに口元をほころばせる。

「さ、新社長の挨拶をみなさんお待ちかねです」

　そう言われ、うなずいて前を見る。

　俺がステージに登壇すると大きな拍手が起こり、あちこちでカメラのフラッシュが光った。




　俺、濱はま崎さき柊しゅう人とは、上質な革を使った高級バッグを製造販売する、株式会社 HAMASAKI の御曹司として生まれた。

　HAMASAKI の歴史は長く、明治時代に皇室御ご用よう達たしの馬具メーカーとして誕生した。その後、日本人の生活が西洋化するのに合わせ、馬具の製造で培った革加工の技術を使いバッグを作るようになると、そのデザイン性や品質の高さが評価され、会社はますます成長した。

　今では、憧れの高級バッグといえば HAMASAKI と言われる、日本を代表するブランドになった。

　HAMASAKI の高い知名度と人気の裏には、創業から百年以上続く老舗ブランドの信念が隠されている。

　もともと HAMASAKI が作ってきた馬具は、人と馬の命を預かる重要な道具だ。素材から作業ひとつに至るまで手抜きや妥協は許されない。職人たちはみな、創業当時からの高い志を受け継ぎ、プライドを持ってバッグを作っている。

　小さな頃から父の仕事や、真剣な表情で革と向き合う職人たちの姿を見て育ってきた俺は、自然と会社を継ぎたいと思うようになっていた。

　そして大学卒業と同時に入社し十年。これまでは副社長として働いてきたが、三十二歳で社長に就任することになった。

　長い HAMASAKI の歴史の中で、三十代で社長を務めるのは異例だった。けれど、ＥＣサイトの『TAPSタップス』と提携し販路を広げ、業績を大きく伸ばしたことを高く評価され、俺の社長就任に異論を唱える者はいなかった。

　今まで社長を務めてきた父は会長になり、専務だった二歳年下の弟の綾あや人とが副社長に就任する。これからは、実質俺と綾人のふたりで会社を担っていく。

　俺がステージの上で挨拶を終えると、抱えるほど大きな花束を渡された。その美しさと甘いにおいに誘われて花に顔を近づけると、会場に詰めかけていた記者たちがいっせいにカメラのシャッターを切った。

　社長交代のニュースと共に、この写真もあちこちに配信されるんだろう。

　小さな頃から自分が人目を引く外見だとは自覚していた。公の場で弟の綾人と並ぶと、〝ファッション界のふたりのプリンス〟と騒がれることもよくある。

　女性の憧れである高級ブランドの代表だから、社長の容姿が整っているのは悪いことではない。会社を発展させるために使えるものはなんでも使うのは、経営者として当然のことだ。

　まぁ、〝世の女性の憧れを集め、浮き名を流すイケメン御曹司〟なんて好き勝手な記事を書かれると、正直うんざりするけれど。

　ステージを下りた俺に、額に汗を浮かべた小太りの中年の男が近寄ってきた。

「いやぁ、柊人くん。すばらしいスピーチだったよ。イケメンだから花束を持つ姿が絵になるねぇ。君のような有望な若者が社長になれば、HAMASAKI もこの先安泰だ」

　歯の浮くようなお世辞に、俺は冷ややかな笑みを浮かべる。

「ありがとうございます、富とみ阪さか社長。まさか、こんなところでお会いできるとは思いませんでした」

　彼は老舗デパートである、富阪百貨店の社長だ。今回の就任パーティーには招待していなかったのに、話を聞きつけ勝手にやってきたんだろう。

「柊人くんが経営方針の転換をしてから、HAMASAKI はずっと好調らしいじゃないか。もしよかったら、うちの百貨店でもバッグを……」

　ゴマをするように手をもみながらそう続ける。

　バッグの製造をはじめてから百年。HAMASAKI はブランドのイメージを守るため、直営の店舗でのみバッグを販売してきた。けれど時代の変化に対応するため、二年前にＥＣサイトの TAPS と提携しネット販売をはじめた。

　たくさんの百貨店やセレクトショップが取引したいと手を挙げた中、あえて老舗の HAMASAKI とは正反対のイメージを持つＥＣサイトを選んだのは、TAPS は我々がバッグに込めた信念や志を理解し、それをユーザーに伝えることを第一に考えてくれたからだ。

　利益ばかりを追いかけ、商品が売れればそれでいいと考えている富阪百貨店に、大切なバッグを扱わせるつもりは一切ない。

　俺が表情を険しくすると、富阪社長は慌てたように話題を変える。

「おっと。祝いの場でこんな話をするのは無ぶ粋すいだったね。そうだ、柊人くんはまだ独身だよね。恋人はいるのかい？」

　その質問に「いえ」と首を横に振る。すると、富阪社長の目が輝いた。

「そうかそうか。それはよかった」

　大げさに笑顔を作り、手を叩く。

「娘も一緒に来ているんだよ。梨り々り花か、おいで。ご挨拶しなさい」

　彼が振り返った先に、真っ赤なパーティードレスを着た女がいた。俺と目が合うと、艶やかな唇を引き上げ微ほほ笑えむ。

「うちの末の娘でね、今年で二十八歳になったんだ。三十二歳の柊人くんとはちょうどいい歳の差だろう？」

　なにがちょうどいいんだ。俺がそう思っている間に、女はこちらに近づいてくる。

「はじめまして。梨々花です」

「どうも」

　うんざりしながら会釈をすると、女は俺の腕に自分の腕をからませた。花束の香りをかき消すような強い香水に顔をしかめる。

「柊人さんって、本当にかっこいいですよね。こんなにイケメンな社長さんとお付き合いできるなんて、私とってもうれしいです」

　浮かれた甘ったるい声で言われ、俺は眉を上げた。

「お付き合い？」

　冷ややかな口調で問うと、富阪社長が慌てたように口を挟む。

「いや。そうなったらいいなという希望ですよ。うちの娘はなかなか美人でしょう？」

　たしかに美人ではあるが、自己顕示欲の強そうな表情が鼻につく。体のラインを強調した派手なドレスやくどいほどつけられたアクセサリー。長く伸ばした爪はキラキラと光る小さな石で飾られていた。

　その爪を見て、さっき俺のネクタイを直してくれた吉木の指を思い出す。

　頭のてっぺんから足先まで隙なく着飾ったこの女よりも、黒いワンピースに真珠のイヤリングをつけただけの吉木のほうがずっと綺麗だと思う。

　そういえば、俺がステージを下りてから吉木の姿を見ていない。彼女はどこに行ったんだろう。

「ねぇ、柊人さん。今度一緒にお食事でも」

　そう言いながらすりよってきた女から身を引き、腕をほどく。

「失礼。急いでいるので」

　短く言って、ふたりのもとを離れた。

　持っていた花束をスタッフに預け、広い会場を進む。参加者からかけられる祝いの言葉に会釈を返しながら大広間を出ると、廊下の隅に吉木の姿を見つけた。

　どうやら、誰かと電話をしているようだ。

「今仕事中だから、そんな話をしている場合じゃないの」

　彼女は声をひそめ、電話の相手にそう言っていた。敬語ではないから、仕事がらみの電話ではなさそうだ。では、誰と話しているんだろう。

　就任パーティーの最中に会場を抜け出して私用の電話をするなんて、真面目な吉木らしくない。電話の相手は彼女にとってそんなに大切な人物なんだろうか。

　気になるけれど、会話を盗み聞きするようなまねはできない。

　俺が踵きびすを返そうとすると、「結婚する気がないわけじゃないけど……」という言葉が耳に飛び込んできた。

　吉木が、結婚？

　驚きで足が止まる。すると、気配に気づいたのか吉木がこちらを向いた。

　俺の姿を見て、目を丸くする。

「ごめん。仕事に戻らないといけないから、切るね」

　慌てた様子で電話を切る。そして、俺に頭を下げた。

「失礼しました。仕事中に……」

　電話で話していたときとは違うかしこまったしゃべり方に、距離を感じ少しむっとする。秘書の吉木が社長である俺に敬語で話すのは当たり前なのに。

「いや、いい。スピーチも終わって、あとは参加者同士自由に歓談するだけだ」

　ひと通り挨拶も写真撮影も済ませ、新社長としての仕事は終えた。

　そう言うと、吉木は安心したように肩から力を抜く。

　俺は彼女のほうへ一歩足を進めた。長身の俺が近づいたせいで、照明が遮られ影が落ちる。それに気づいた吉木がこちらを見上げ、首をかしげた。

「社長……？」

「誰と電話をしていたんだ？」

　たずねると、吉木は気まずそうに口ごもる。

「ええと」

「結婚するのか？」

　普通に問いかけたつもりが、威圧的な声色で響いた。その言葉に、彼女がぎくりと背筋を固くしたのがわかった。

　やはり、結婚の話をしていたのは聞き間違いではなかったようだ。

「それは、その……」

　困惑した吉木の表情に、ただの上司と部下の関係で結婚について問いただすなんて、踏み込みすぎた発言だと気づく。

「……悪い。答えたくないならいい」

　俺がそう言うと、吉木はしばらく視線を泳がせたあと、覚悟を決めたように口を開いた。

「あの、社長……。ひとつお願いがあるんです」

　俺を見上げるその瞳は、わずかにうるんでいた。




　就任披露パーティーを終え、会場のホテル内にあるバーに行く。奥のテーブル席に座っていた吉木が顔を上げこちらを見た。

　俺が入ってきてすぐに気づいたのは、きっと俺が来るのを今か今かと待っていたからだろう。仕事中はどんなときも冷静で落ち着いている彼女が、今はそわそわしているのが手に取るようにわかった。

　吉木にお願いがあると言われた俺は、パーティーが終わってからゆっくり話そうと提案し、ホテル内のバーで彼女と待ち合わせをしていた。

　パーティーが終わるまでの間、彼女のお願いとはいったいなんだろうと気になって落ち着かなかった。

　まさか、結婚するから仕事を辞めたい、なんて言い出すんじゃないだろうな。

　吉木のプライベートについてはなにも知らないが、結婚を考えるような恋人がいるんだろうか。

　そんな想像をしただけで、嫉妬を覚えた自分に戸惑う。めでたい報告のはずなのに、彼女が俺のそばを離れ、ほかの男のものになるのはなんだかおもしろくない。

　彼女が俺の秘書になったのは、今から二年前。前任のベテラン秘書の辻つじが産休を取ることになり、秘書室でアシスタント業務をしていた彼女に仕事が引き継がれた。

　それから今日まで彼女はただの仕事のパートナーで、女として意識したことはなかった。それに、前任の辻が結婚すると聞いたときはなにも感じなかったのに、なぜ俺はこんなに苛いら立だっているんだろう。

　吉木を手放したくないと感じるのは、きっと彼女が仕事に対して真面目で、一緒にいて心地いいからだ。有能な秘書を失いたくないからだ。

　そう自分に言い聞かせながら吉木に近づく。

「待たせたか」

　声をかけ隣に座ると、吉木は「いえ」と少し硬い表情で首を横に振った。

「で、俺に頼みたいことってなんだ」

　さっそく本題に入ると、彼女はごくりと息をのんだ。そして、崖から飛び降りる覚悟を決めるかのようにテーブルの上のグラスを掴み、一気にあおった。

　俺の目の前で細く白いのどが上下する。

　逆三角形のカクテルグラスに入っていたわずかに緑がかったカクテルは、きっとギムレット。

　そんな強いカクテルを流し込むように飲んで大丈夫なんだろうかと心配になる。

　彼女は濡れた唇をグラスから離し、ふぅっと息を吐き出す。そして、アルコールのせいか、わずかに赤らんだ目元で俺を見上げた。

「社長」

　その真剣な表情に、俺は「ん？」と首をかしげ、先を促す。

　吉木はぎゅっと手を握りしめ口を開いた。

「あの。……一度でいいので、キスしてくれませんか」

　予想外の言葉に、一瞬俺は固まった。

　は？　今、吉木はなんて言った？

　キスをしてくれって、俺を誘っているのか？

　たった今聞かされた言葉を頭の中で何度も反はん芻すうしてから、彼女に視線を向ける。

　冗談かと思ったけれど、彼女の表情は真剣そのものだった。俺の反応をさぐるように、今にも泣きだしそうな不安げな視線をこちらに向けている。

　その様子を見て、胸になにかがこみあげてきた。

　なんだその表情。かわいいな。

　心の中でつぶやいて、そう感じた自分に困惑する。

　……かわいい？

　俺は結婚にも恋愛にも興味がなかった。二十代の頃はそれなりに遊んだり恋人を作ったりもしたが、一生を共にしたいと思うほど深い愛情を抱ける女性はひとりもいなかった。

　恋人たちはそんな冷めた態度の俺に焦りを感じるのか、決まって甘えたり泣いたり怒ったり、いろんな手を使って俺をつなぎとめようとしてきた。俺はそのかけひきが面倒になり、ふたりの温度差はどんどん大きくなる。結局、付き合って数カ月で別れるのがいつものパターンだった。

　そんなことを数度繰り返し、自分のペースを乱されるくらいなら特定の恋人は作らずひとりでいるほうが楽だと気づいた。

　それなのに自分の会社の人間に、しかも直属の部下にキスをしてくれとねだられて、面倒だと思うよりも素直にかわいいと感じてしまうなんて。

　眉を寄せた俺を見て、吉木は慌てたように口を開く。

「す、すみません！　やっぱり今のはなかったことに……っ」

　そう言って立ち上がり、俺の隣から逃げ出そうとする吉木。俺は無意識にその腕に手を伸ばす。

　面倒なことになるとわかっていて、どうして彼女を引き留めたのか自分でも理解できなかったけれど、考えるよりも前に体が動いていた。

「いいよ」

「え……？」

　俺の言葉を聞いて、吉木が信じられないというようにこちらを振り返り目をみはる。

　自分から言い出したくせに、なぜか断られて当然だと思っていたようだ。

　大胆なのか謙虚なのかわからない彼女の言動に、思わず小さく笑う。

「おいで」

　そう言って、掴んでいた腕を引く。すとんと隣に腰を落とした彼女の後頭部を引き寄せると、黒い瞳は驚きで見開かれかすかにうるんでいた。

　凍りつく彼女を見つめながら、顔を傾ける。

　一瞬触れるだけのキスをして唇をわずかに離す。様子を見るように瞳の奥をのぞき込むと、白い頬が一気に赤くなった。

「あ……っ、ありがとうございましたっ」

　吉木は金縛りが解けたように跳び上がる。

　瞬きみたいな短いキスで満足したのか、真っ赤に染まった頬を隠すようにうつむき、俺の肩を押し必死に距離をとろうとする。

　まるではじめてのキスをした少女みたいな反応だった。

　自分からキスをしてほしいと誘っておいて、なんでそんなに逃げ腰なんだ。

　彼女の細い腰に腕を回し、今度は体ごと引き寄せる。すると、吉木は慌てたようにこちらを見上げた。

「しゃ、社長……？」

「まさか、男にキスをねだっておいて、これで終わるなんて思ってないよな？」

　戸惑う彼女の唇を、微笑みながら追いかける。

　角度を変えて柔らかい唇を食はむと、腕に抱いた華奢な体がどんどん熱をもっていく。

「や……んんっ」

　吉木の唇から、かわいらしい吐息が漏れた。すると自分の声が恥ずかしいのか、彼女は慌ててぎゅっと目をつぶった。必死に声をこらえながら、細い指で俺の肩にしがみつく。

　たかがキスにひどく動揺する様子がかわいらしくて、もっといじめたくなる。

　ゆっくりと唇を開き、彼女の下唇を舌でなぞると、「ん……っ！」と甘い声が漏れ、腰がびくりと跳ねた。

　なんだ、このかわいい反応は。吉木は本当にキスに慣れていないのか？　自分から俺を誘ったのに？

　不思議に思いながら、後頭部を包んでいた手でゆっくりと髪をなでる。

「そうやって歯を食いしばってないで、唇を開いて」

　耳たぶをなぞりながらささやくと、葛藤するように視線を泳がせたあと、おずおずと唇を緩めた。

「おりこうだな」

　小さく微笑んで、わずかに開いた唇の隙間に舌を挿し込む。

「ん……。しゃ、社長……っ」

　驚いて唇を離そうとする吉木の頬を手で包んだ。

「こら、逃げるなよ」

　わずかに残るジンの香りを拭いさるように舌で口内をなぞると、吉木は背筋を震わせた。

　のどの奥でこわばった舌をからめとり、キスを深くする。

「あ、ぁ……っ。しゃちょ……、んん」

　深いキスははじめてなんだろうか。吉木は戸惑っていたけれど、次第に吐息が甘く濡れていく。

「だめです……っ。こんなところで、こんなキス……」

　キスに翻弄されながら、泣きそうな声をあげる吉木がかわいくて、くすくすと肩が揺れた。

　このまま吉木を自分のものにしたい。そんな欲望がこみあげてくる。

「わかった」

　そう言ってキスをほどく。くたりと俺の胸にしなだれかかる吉木の耳元でささやいた。

「じゃあ、場所を変えよう」

　どうしてこんなに体が熱いんだろう。

　就任パーティーでシャンパンを飲み多少酔ってはいたけれど、そんなの理由にならないくらい、彼女がほしくて仕方なかった。

「え……？」

　とろんとした表情の吉木に笑いかけ、立ち上がった。




　ホテルの高層階にある客室に吉木を連れ込み、部屋の豪華さや眺望の美しさを気にする暇もなく押し倒した。

　ワンピースのファスナーを下ろしながら耳たぶにキスをすると、薄い耳たぶから小さな真珠のイヤリングが外れシーツの上に落ちた。

　吉木が「あ」と小さな声を漏らし、イヤリングを見下ろす。

「大事なものか？」

　もしほかの男からのプレゼントだと答えたら、そのまま捨てて代わりに俺が新しいものを買おう、なんて思いながらたずねる。

「いえ、亡くなった母が残したもので……」

　その答えを聞いて、表情を和らげる。

　シーツに落ちたイヤリングを拾い上げ、もう片方の耳からも丁寧に外す。ふたつそろえてベッドサイドのテーブルに置いた。

　そしてワンピースを脱がせ、彼女をベッドに組み敷く。

　ベッドの上でも彼女はどこまでもぎこちなく初う心ぶで、すべてがはじめてのようだった。

　その様子を見て、ほっとする自分がいた。

　電話の会話を聞いて結婚するのかと思ったけれど、どうやら彼女には恋人はいないようだ。それどころかたぶん、恋愛経験もほとんどないんだろう。

　今まで付き合った女性たちの過去の恋愛にはなんの興味も嫉妬も抱かなかったのに、どうしてだろう。吉木の肌にはじめて触れるのが自分なんだと思うだけで、愛おしさと高揚感が湧き上がる。

　俺の愛撫にいちいち驚き、必死に声をこらえる表情がかわいくて仕方ない。

　仕事中は落ち着いていて冷静な彼女が、突然キスをねだってきたかと思えば、こんなにも初心で純粋な反応を見せる。吉木がなにを考えているのかさっぱりわからないけれど、振り回されるのはちっとも不快じゃなかった。

　むしろ、もっと彼女のことを知りたい。

　高ぶった下肢を押しつけると、吉木がうるんだ視線をこちらに向けた。

「怖いなら、やめるか？」

　本当は今すぐ彼女とつながりたいのに、必死に欲望を押し殺して落ち着いた声でたずねる。

　すると吉木は顔を真っ赤にしながら、ふるふると首を横に振った。

「やめないでください……」

　消え入りそうな声で言って、両手で顔を隠してしまう。

　恥ずかしくて仕方ないというその様子と、仕事中の彼女とのギャップに、ぐっと愛おしさが増した。

「どうしてほしい？」

　体をかがめ、わざと焦らすように耳元で問いかける。

「わかっているくせに……っ」

　指の間から非難めいた視線を向けられ、加虐心が煽られた。

「言わせたいんだよ」

　欲情を含んだ声でささやくと、吉木は「うぅ……」と唇を噛む。しばらく困り顔でこちらを見つめてから、おずおずと口を開いた。

「……お願いだから、いれてください」

「了解」

　小さく笑って白い太ももに手をかける。時間をかけてかわいがったおかげで柔らかくとろけたそこに、熱い体をうずめていく。

「あっ」

　吉木が細いのどをのけぞらせ、かすかに悲鳴をあげる。彼女の中の狭さに俺もたまらず吐息を漏らした。

「痛いか？」

　俺の問いかけに、吉木は唇を噛みながら首を左右に振る。圧迫感で声も出せないのか、ぎゅっとつぶった目じりには涙が浮かんでいた。

　そのけなげさに胸を打たれる。

　頭をなで、キスをしながら緩く出し入れを繰り返す。最初は苦痛にあえいでいた声が、次第に甘くなっていく。

　ようやく最奥までたどりつき深く腰を押しつけると、吉木が「あ……んん」と濡れた声を漏らした。

「少しは痛みが和らいだか？」

　表情を見ながら問いかける。すると彼女はとろんとしてうなずいた。

「気持ちいいです……」

　素直な答えに思わず微笑む。

「じゃあ、動くぞ」

　そう宣言して律動をはじめると、それに合わせて吉木の唇から甘い悲鳴が漏れた。

　相手ははじめてなんだから手加減しなければと思うのに、彼女の中は気持ちがよくて、我を忘れそうになる。

　華奢な体をよじらせ吉木があえぐ。痙けい攣れんするようにきつく締めつけられる。

　反応も表情も声も、すべてがかわいくて、このままずっと腕の中に閉じ込めておきたくなる。

　吉木は俺に揺さぶられながら必死に胸を上下させ、頭の下の枕の端をぎゅっと掴んでいた。すがるように枕を握るその姿に、ちょっとむっとする。

　枕にまで嫉妬するなんて、我ながらどうかしている。そう思いつつ、吉木の細い手首を掴み、自分の肩へ回させた。

「枕にしがみつくくらいなら、俺に抱きついてろ」

　そう言うと、吉木は素直に俺の肩に抱きつく。汗ばんだ体が密着して、愛おしさが増した。

　あぁ、くそ。かわいいな。

　心の中で舌打ちをして、眉をひそめた。

　涙目で必死に俺を受け止める吉木は、いじらしくていやらしかった。もっともっと甘やかしてかわいがって、ぐしゃぐしゃになるまで抱きつぶしてやりたくなる。

　薄い膜越しに彼女の中に熱を放つ。はぁっと湿った吐息を漏らしてから、手を伸ばし吉木の頬をなでた。

「大丈夫か？」

　はじめての緊張と快感に翻弄されたせいで、ぼうっとしているんだろう。子供のような無防備な表情でこくんとうなずいたけれど、その焦点はぼやけたままだった。

　無理をさせすぎたかな、と思いながら身を引く。

　すると、内側をこするようにして出ていく感触にすら感じるのか、吉木が「んんっ」と声をあげ、俺を締めつけた。

「出ていかないでって、ねだってるみたいだな」

　思わず笑うと、吉木は我に返ったように真っ赤になる。

「す、すみません。体が勝手にっ」

「別に、責めてるわけじゃない」

「だけど。はじめてなのに、こんなに気持ちよくなっちゃうなんて……」

　涙目でそう言う彼女に、一度は収まった欲望が再び湧き上がる。

「お前なぁ……」

　舌打ちまじりにそうつぶやく。

　手加減してやろうと思っていたのに、そんな反応をされたら一度じゃ足りなくなるじゃないか。

　吉木のかわいらしさに、また体が熱を持つ。

「え……？」

　俺の変化に気づいた吉木が、戸惑ったようにこちらを見上げた。

「今のは煽ったお前が悪いんだから、責任もってもう少し付き合えよ」

「ま、待ってください……っ」

　そう言う唇をキスでふさいで、彼女の言葉を遮った。




　そのあと激しく俺に抱かれた吉木は、くたりと電池が切れたように深く寝入ってしまった。

　翌朝。目を覚ました俺がぼんやりと時計を確認すると、時刻は十時を過ぎたところだった。

　珍しく寝過ごした。普段はアラームをかけなくても八時には自然に目が覚めるのに。昨夜はベッドに入ったのは早かったけれど、眠りにつくのは遅かったから仕方ないか。

　そう思いながら視線を横に向ける。

　俺の腕の中には、気持ちよさそうに眠る吉木がいた。安心しきったように俺の胸にぺたりと頬をつけ、くぅくぅと小さな寝息をたてている。

　仕事中よりも幼く見えるその無防備な寝顔に、ぎゅっと心臓を鷲掴みにされる。

　腕が勝手に動き、吉木の体を抱きしめかけたけれど、そんなことをすれば彼女を起こしてしまうと思い、なんとかこらえる。

　俺がそっとベッドから起き上がり身支度を整えている間も、吉木はぐっすりと眠ったままだった。昨夜のはじめての行為のせいで、疲れ切っているんだろう。

　できれば彼女が目を覚ますまでそばにいたかったけれど、会長である父親をはじめ、家族で会食をする予定があった俺は、先にホテルの部屋を出なくてはならなかった。

　寝ている間に帰ることへの詫びと、チェックアウトの時間は気にせず部屋でゆっくり過ごしてくれというメッセージを書き残す。

『ベッドの中の吉木はとてもかわいかった』とか、『またゆっくりふたりで会いたい』とか。そんな言葉を添えようかと思ったけれど、三十代の男が手紙で女を口説くなんて気持ち悪いなと考え直し、結局素っ気ない文章になった。

　少しでも長く無防備な寝顔を見ていたくて、ベッドの端に腰かけたまま吉木の頬をなぞる。

　吉木はぐっすりと眠っていて、起きる気配はなかった。俺のせいで疲れているんだろう。わずかな罪悪感が湧いてくる。

　無理をさせてしまったから、どこか体が痛むかもしれない。歩くのもつらいかもしれない。そんなことを考えるとさらに離れがたくなる。

　俺がそばにいられたら、世話を焼いて自宅まで送ってやれるのに。

　せめて、タクシー代くらい置いていってもいいだろうか。そう思い、財布から数枚お札を出して手紙の横に置いた。

　ぐっすりと眠る吉木を見下ろし、身をかがめて髪にキスを落とす。すると、ポケットに入れていたスマホが震えた。

　きっと弟の綾人からだろう。いい加減、実家に向かわなくては。

　俺は後ろ髪を引かれながらも、ため息をついて立ち上がり部屋を出た。




　きっと目が覚めたら、彼女から連絡してくれると思っていた。

　それなのに、翌週仕事がはじまるまで、一切連絡はなかった。

　まぁ、彼女は恋愛に慣れてないようだったから、きっと直属の上司である俺とこんな関係になったことに照れて動揺しているんだろう。少し冷静になる時間がほしいのかもしれない。

　正直俺も、仕事のパートナーである秘書を抱くつもりなんてなかったから、少しも動揺していないと言えば嘘になる。

　彼女からの連絡を待つ間、何度もあの夜のことを考えた。

　真面目で有能な秘書である吉木が、自分の腕の中で恥じらい身をよじる姿はものすごくかわいらしかった。その姿を思い出すだけで、愛おしさがこみあげてくる。

　早く彼女に会いたい。ひとりの女を抱いただけでこんなに浮き足立つなんて、はじめてだった。

　けれど、翌週出社した俺に向けられたのは、まるでロボットのような無感情な視線だった。

「社長。おはようございます」

　抑揚のない冷ややかな声で挨拶をされ、「ん？」と引っかかる。

　吉木はもともと真面目で控えめで、感情豊かなタイプではないけれど、ここまで無愛想ではなかったはずなのに。

　なんだ、その反応、と思いながら声をかける。

「吉木。先週のことだが」

「大丈夫です。ちゃんと、わかっていますから」

　俺の言葉を遮るように、彼女は早口で言って目をそらす。

「わかってる？」

「勘違いなんてしませんから、社長は安心してください」

　強く言い切られ、その勢いに負けて「そうか」とうなずく。なんのことかはわからないが、俺は安心していいらしい。

　きっと吉木が必死にあのときの話題を避けているのは、仕事中だからだろう。

　仕事が終わったあとに食事に誘って、ちゃんとふたりで話をしよう。

　そう考え、自分を納得させる。

「では、お仕事の話をさせていただきます。社長就任に関連して取材やアポイントの依頼が増えています。可能な限りスケジュールに組み込ませていただきたいのですが……」

　話を聞きながら、タブレットでスケジュールを確認する。

　しばらくの間は会食が続き、吉木とふたりでゆっくり会う時間の余裕はなさそうだ。今夜にでも彼女を誘いたかったのに。タイミングが悪かったな、とため息をつく。

　まぁ、挨拶回りも大切な仕事だから仕方ない。

「あぁ。就任すれば忙しくなるのはわかっていたから、それでいい」

「かしこまりました」

　俺の答えを聞いて吉木は話を進める。

「それから、再来週からのアメリカ出張は長なが江えが同行する予定です」

　長江というのはベテランの男性秘書だ。

　俺の社長就任を機に、長江と吉木が専属秘書、そして産休から復帰した辻がアシスタントと、三人体制でサポートしてくれることになった。

　だから、長江が出張に同行するのはおかしくはないけれど……。

　俺はデスクに頬杖をついて不満を漏らす。

「なんだ。吉木が同行してくれるんじゃないのか。そうしたら出張中の二週間、一緒に過ごせるのに」

　そう言うと、吉木が急に咳き込んだ。

　不思議に思って見上げると、さっきまでは平静を保っていた顔が真っ赤になっていた。

「な、ななななな……、なにを言っているんですかっ！」

　呼吸を整えながら、涙目でこちらを睨む。

　どこかのネジが外れたのかよ、と思うくらいわかりやすく動揺する吉木に吹き出す。

「あー、もう……」

　なんだよ、その反応。かわいすぎるだろう、と心の中でつぶやく。

「と、とりあえず、しばらく忙しくなりますので、覚悟しておいてください！」

　そう言い残し逃げるように社長室を出ていく吉木に、俺はくすくす笑いながら「了解」とうなずいた。




　そしてそのまま多忙な日々を過ごし、二週間の海外出張を終えて帰ってきた。

　仕事に追われているうちに、気づけばホテルで過ごしてから一カ月が過ぎていた。その間、吉木とはあの夜のことについてまったく話せていなかった。

　俺は社長室でひとりため息をつく。

　出張から帰ってきて三日。吉木と仕事以外の言葉を交わしたのは、片手で数えられるほどだ。

　いくらなんでも吉木の態度が素っ気なさすぎる。絶対に俺と目を合わせないし、仕事の用件が済めば、こちらが声をかける間もなく逃げるように社長室を出ていく。

　これは、完全に避けられている。

「なんでだ……？」

　社長就任に関連する取材や挨拶回りもひと通り終えて、これからは少し時間に余裕が持てるはずだった。だから、彼女とふたりで過ごしたいと思っていたのに、誘う隙もなく逃げ回られていた。

　もしかして、嫌われた？　そう考えて頭を振る。

　あの日、吉木からキスをしてくれとねだってきたんだから、俺に好意を持っているのは間違いない、と思う。ベッドの中でだって、恥じらってはいたが嫌がっているようには見えなかった。

　それなのに、今の彼女は顔を見るのも嫌だというように、徹底的に俺を避けている。

「吉木がなにを考えているのか、まったくわからない……」

　乙女心が理解できなくて、俺はひとり頭を抱えた。










立場の違いはわきまえてます




　株式会社 HAMASAKI の御曹司といえば、兄弟そろってイケメンと有名で、ファッション界のプリンスと呼ばれる、世の女性たちの憧れだった。

　昨年、副社長である弟の綾人さんが結婚してからは、独身の柊人さんに熱い視線が集中した。

　長身で美形で品があって有能で。個人のスペックだけで十分魅力的なのに、その上老舗高級ブランドの社長の地位まで手に入れた、完全無欠の御曹司様。

　世界で最も美しい顔ランキングにもし経営者部門があったら、確実に上位にランクインすると思う。

　そんな完璧な彼が、女性にもてないはずがない。

　映画のスポンサーとして試写会に参加すれば主演女優からマネージャーを通して連絡先を渡されたりだとか、カタログ撮影に立ち合えば美しい外国人モデルたちから熱烈なアプローチを受けたりだとか、飛行機に乗ればいつの間にか客室乗務員の手書きの電話番号入りの名刺がポケットに紛れ込んでいたりだとか。社長が女性たちから声をかけられるのは日常茶飯事だ。

　そんな彼のそばで秘書として働いていた私が、柊人さんに憧れと恋心を抱くのに時間はかからなかった。

　でも、真面目さしか取り柄のない一介の秘書の私が、極上の男性である柊人さんに相手にされるわけがないってことはちゃんとわきまえていた。

　ひそかに想い続ければいつか彼に私の気持ちが届くかも……なんてありえない夢を見るほど世間知らずじゃない。

　それなのに、なんでこんなことになってしまったのか。

　私はひとり頭を抱えた。




　事の発端は、妊娠が判明した日から四週間ほどさかのぼる。

　その日は柊人さんの社長就任パーティーで、ステージ上で美しい微笑みを浮かべ挨拶をする彼を、私はひとり少し離れた場所から見ていた。

　大学卒業と同時に HAMASAKI に入社して五年。最初は総務課に配属され、それから秘書室に移動し、先輩秘書たちのアシスタント業務をこなした。

　そして今から二年前に先輩秘書である辻さんが産休に入るタイミングで、当時副社長だった柊人さんの専属秘書を引き継ぐことになった。

〝世の女性の憧れを集め、浮き名を流すイケメン御曹司〟なんて、御曹司であることを強調した記事を書かれたりもするけれど、実際の彼はそんな肩書がなくても十分すぎるほど有能で魅力的だった。

　甘やかされて育ってきた世間知らずのおぼっちゃまだろうと侮あなどる相手も、上辺だけの言葉で取り繕い甘い汁を吸ってやろうと近づいてくる相手も、彼の物事の真偽を見抜くような怜悧なまなざしを向けられると、みな一様に言葉に詰まり額に汗を浮かべた。

　頭の回転の速さと余裕に満ちた笑みで、どんな相手にも臆せずに対峙する。彼と一度でも言葉を交わした人は、年長者だろうが権力者だろうが彼に敬意を払うようになる。

　そんな彼は私の憧れだった。

　近くにいるけれど、決して手には入らないし、触れることもできない尊い人。

　ただそばで彼の仕事のサポートができるだけで幸せだった。

　そんな彼がステージの上で新社長として挨拶をしている。それを誇らしい気持ちで眺めていると、ポケットに入れていたスマホが震えだした。

　ちらりと画面を見ると、実家の父からだった。

　いったいなんの用だろう。スマホを手にしたまま動きを止めて考える。

　母は私が中学生のときに病気で亡くなり、その後大学入学と同時に家を出るまで、父と兄と三人で暮らしてきた。

　田舎で小さな金具加工の工場を営む無口な父はとても厳しくて、もともと円満な親子関係とは言いがたかった。離れて暮らすうちにどんどん疎遠になり、今では兄を通して必要最低限のやりとりをするだけ。

　それなのに、父が電話をかけてくるなんて。もしかしてなにかあったんじゃ……。

　今は仕事中だけど、少しだけ、と心の中で言い訳をしながら会場を出て廊下の隅に行く。そしてスマホを耳に当てると、聞こえてきたのは父の低い声だった。

《香澄。お前結婚の予定はあるのか》

　挨拶もなくいきなり問われ、戸惑いながら「ないけど……」と答える。

《じゃあ、こっちに戻ってこい。うちの工場にひとり独身の若い男がいるから、そいつと結婚しろ》

　そんな一方的な言葉に、私は絶句する。

《工場は啓けい太たが継ぐが、それだけじゃ事務をする人手が足りない。お前がこっちで結婚して事務員として働けばいい》

「え……？」

　啓太というのは三歳年上の私の兄のことだ。兄は父のもとで工場を手伝っている。

　父の言葉は相談や提案ではなく、完全に命令だった。相変わらずな父に、めまいを感じた。

　父は昔から兄ばかりかわいがり、女である私は二の次だった。仕事一筋の父は工場を継げない女の私に、なんの興味もなかったんだろう。

　母が亡くなってからはますますその傾向が強くなり、高校を卒業する頃には、ほとんど会話を交わさなくなっていた。

　それなのに、久しぶりに連絡してきたと思ったら、こんな勝手な命令をするなんて。なにかあったのかと心配して、仕事中に電話に出た自分が、バカみたいに思えてくる。

「そんなことを言われても、私には仕事があるから、地元には帰らないよ」

　私の反論を聞いて、父は《仕事？》と鼻で笑った。

《女の仕事なんてしょせん腰かけだろ。お前が辞めたところで、代わりはいくらでもいる》

　そう切り捨てられ、胸に痛みが走った。

　いくら私が自分の気持ちを伝えても、父には届かないんだ。

　父は小さな頃から私の意見を頭ごなしに否定して、自分の考えを押し通す人だった。そんな扱いを受ける私に比べ、兄は父からいつもかわいがられていた。

　仕事の合間、父はよく兄を工場に呼び、道具の使い方や仕事の仕方を教えていた。私はそれがうらやましくてふたりの様子をそっとのぞいた。

　けれど、父は私の姿を見つけるたびに『女は出ていけ！』と厳しい口調で追い払う。

『私もお父さんのお仕事見たい』とお願いしても、『黙って言うことを聞け』と一蹴され、取り付く島もなかった。

　本当は父の仕事に興味なんてない。だけど、私も兄のように父にかまってもらいたかった。それなのに、父は私のほうを見ようともしなかった。

　それはきっと、私にはなんの価値もないから。

　今回の『結婚しろ』という命令も、娘の私をただの労働力のひとつだとしか思っていないんだろう。

　幼い頃から感じていたコンプレックスがよみがえり、息が苦しくなる。

「ごめん。今仕事中だから、そんな話をしている場合じゃないの」

　なんとかそう言うと、父が電話の向こうで不機嫌そうに息を吐き出す。

《そうやって仕事を理由にごまかして、一生独身でぷらぷらしているつもりじゃないだろうな》

「結婚する気がないわけじゃないけど……」

　だけど、独身だからってぷらぷらしているわけじゃない。私はちゃんと働いて、ひとりで生活しているんだから。

　反論しようと口を開いたけれど、のどが苦しくて言葉が出なくなった。

　私がどんなに一生懸命言い返したって、父に否定されるだけだ。そう思うと、言葉を発するのが怖くなる。

　そのとき背後に人の気配を感じた。振り返ると、社長の姿があった。

　少し不機嫌なその表情を見て、私は慌てて電話を切る。

「失礼しました。仕事中に……」

　頭を下げた私に、社長は「いや、いい」と首を横に振った。どうやら挨拶も写真の撮影も、すべて滞りなく済んだらしい。

　社長の挨拶を最後まで聞きたかったな。そう思いながらも、パーティーのメインである就任挨拶が無事終わったことにほっとして肩から力が抜ける。

　すると、目の前に影が落ちた。不思議に思って見上げると、すぐそばに長身の社長が立っていた。

　こちらを見る鋭いまなざしに驚く。緊張して、こくんとのどが鳴った。

「社長……？」

「誰と電話をしていたんだ？」

　やっぱり仕事中に私用の電話をしていたことを怒っているようだ。

「ええと」

「結婚するのか？」

　予想外の問いかけに、ぎくりと背筋を固くする。

　まさか、電話の内容を聞かれているとは思わなかった。

「それは、その……」

　私が言いよどむと、社長はすぐに身を引いた。

「……悪い。答えたくないならいい」

　威圧的で自分の意見を突き通そうとする父とは違い、社長は私の気持ちを優先してくれる。それを感じて、胸に愛おしさがこみあげてきた。

　どんなに父に命令されても、私は仕事を辞めたくない。地元になんて帰りたくない。できるならずっと、この人のそばにいたい。

　だけど……。

　私は小さな頃から、父の険しい顔を見ると怖くてなにも言えなくなった。その苦手意識は克服できないまま、大人になった今でも父を前にするとのどが苦しくてうまく言葉が出なくなる。

　結婚の話は電話で断ったとはいえ、常に自分が正しいと思っている父が、あれで納得したとは思えない。父は私を強引に連れ戻すために、東京にやってくるかもしれない。

　自分にあの頑固な父を説得することができるのだろうか。そう思うと、不安と焦りで胸が苦しくなった。

　この先もずっと社長のそばで仕事をしたいという願いが叶わないのなら、せめて一度でいいから彼に触れてみたい。

　父の命令で好きでもない人と結婚させられるのなら、一生に一度でいいから、好きな人に触れてもらいたい。

「あの、社長……。ひとつお願いがあるんです」

　憧れの社長に『キスしてくれませんか』とお願いするなんて、そのときの私は相当混乱して冷静さを失っていたんだと思う。

　待ち合わせたバーでキスをしたあと、なぜか社長は私をホテルの客室に連れ込んだ。

　女性に不自由していない彼が私なんかを相手にしたのは、単なる気まぐれだろう。それか、恋愛に不慣れな私の反応が物珍しかったのかもしれない。

　ベッドの上での彼は、とても優しかった。

　私は最初、緊張と羞恥で全身をこわばらせるばかりだったけれど、社長はそんな反応まで楽しむように、瞳の奥を見つめながら体に触れてくる。

　気持ちよさに身をよじると、長い指が私の服の中にもぐり、ゆっくりと愛撫を深くしていく。

　彼の指に理性が崩され、じわじわと侵食されていく。

　甘い言葉と指と唇で篭ろう絡らくされ、自分が自分じゃなくなっていく感覚。

　そんなの、生まれてはじめてだった。

　実の父にすら必要とされず、見向きもされなかった私を、社長はまるで繊細な宝物に触れるかのように、優しく甘やかしてくれた。

　うっすらと目を開けば、端整な顔がこちらを見下ろしていた。その美しく強いまなざしが胸を貫く。

　ずっと憧れていた社長に抱かれている。そう実感して心が震えた。

　もうこれだけで十分すぎるほど幸せだと思った。




　次の日。私が目を覚ますと、すでに社長はいなかった。

　あんないやらしいことをした翌朝に、どんな会話をすればいいのかわからなかったから、彼がいないことに少しほっとしつつ、さみしさも湧いてくる。

　ゆっくりと起き上がると、体の奥がきゅんと軋んだ。はじめて感じるその痛みに、夢じゃなかったんだと実感する。

　無意識に、私に覆いかぶさる社長の色っぽい表情が思い浮かんで、頬が熱くなる。

「ど、どうしよう……っ！」

　月曜から、いったいどんな顔をして社長と仕事をすればいいんだろう……！

　ひとりベッドの上でじたばたしていると、ベッドサイドにメッセージが残されているのに気が付いた。

　綺麗な右上がりの文字で、眠る私を残し先に帰ることへの詫びが書かれている。社長らしい、簡潔で短い文章だった。

　そしてその横に数枚のお札が置かれているのを見た瞬間、冷や水を浴びせられたかのように一気に心臓が凍りついた。

　きっと、昨日のことは他言せず忘れるようにという口止め料としてこのお金を置いていったんだろう。あの時間はただの戯れだったんだと、現実を突きつけられた。

　私にとっては生まれてはじめての、夢みたいな時間だった。ずっと憧れていた社長に抱かれて、とてもとても幸せだった。

　だけど、女性と遊びなれた社長にとって、昨夜の出来事はとるにたらない日常なんだろう。

　手紙の横に置かれた現金を見て冷静になった私は、ベッドの中で小さく笑う。

　男の人が恋愛感情を持っていなくても女性を抱けることくらいちゃんとわかっているし、有能で魅力的な社長と、真面目だけが取り柄のただの秘書。立場の違いはわきまえている。

「大丈夫。私は傷ついてなんていない」

　ベッドの上で膝を抱え、自分に言い聞かせるように何度も「大丈夫」と繰り返した。




　翌週、社長と顔を合わせたときはさすがに緊張したけれど、ちょうど社長就任の取材や挨拶で忙しく、淡々と仕事をこなしていれば時間は過ぎた。

　そしてすぐに社長は長期で海外に出張する予定が入っていた。その二週間、顔を合わせずに済み、私はほっと胸をなでおろす。

　この調子で仕事に集中していれば、大丈夫。社長の顔を見るたびに胸が痛むのも、あの夜を思い出して泣きたくなるのも、今だけだ。

　平凡な毎日を淡々と繰り返していくうちに、自然と忘れられるだろう。そう思っていた。

　けれど、現実は私の思い通りにはならなかった。予定を過ぎても生理が来ないのだ。

　今までも体調不良や睡眠不足で生理周期が乱れることはあったから、きっと今回もそうだろうと様子を見ていたのに、一週間が過ぎても生理が来る気配はなかった。

　その上わずかにお腹が張るような違和感と、人の香水や柔軟剤の香りが気になるようになった。体調の変化に、じわりと不安がこみあげる。

　まさか……と疑念が浮かび、慌てて首を横に振る。

　いやいやいや、ありえない。二十七年間ずっと恋愛経験ゼロで処女だった私が、たった一回でそんなこと。

　そう自分に言い聞かせ気にしないようにしていたけれど、朝起きて生理が来ていないのを確認しては肩を落とす日々が続くと、焦りはどんどん増してきた。

　生理予定日から二週間が過ぎ不安に耐え切れなくなった私は、「ありえないとは思うけど、念のため調べるだけね」と言い訳するようにつぶやきながら、ドラッグストアに行った。

　避妊具や妊娠検査薬が並ぶ棚の前できょろきょろと辺りを見回し、人がいないのを確認してから「えいやっ」と勢いづけて箱に手を伸ばした。

　無事に会計を済ませ、検査薬の入った紙袋を胸に抱き、息を吐き出す。

　ちゃんと調べれば、すっきりするはず。

　お腹の違和感も生理の遅れも、ただの体調不良だったんだって。わざわざ妊娠検査薬を買うなんて大げさすぎるって。笑い飛ばせるはずだ。

　そう思っていたのに。

　なのに。

「まさか、本当に妊娠しているなんて……っ!!」

　どどどどどど、どうしよう……！

　私は検査薬を手に、部屋の中をうろうろと歩き回る。何度見直してみても判定窓にははっきりと線が浮かんでいて、確認するたび「ひぇ」と跳び上がる。

　まさか、たった一回の過ちで妊娠するなんて思っていなかった。しかも相手は恋愛経験豊富な社長。

「そんなの、ありえない……！」

　有能で抜かりのない彼は、もちろん女性を相手にしてもスマートだ。

　特定の恋人のいない彼は世間からイケメン御曹司と注目され、タレントやモデルをはじめ、たくさんの美女から言い寄られていた。けれど、女性との写真を撮られたことは一度もないし、女性関係で問題を起こしたこともない。

　言葉は悪いけれど〝遊びなれている〟彼は、問題が起きないようにうまく立ち回っていたんだと思う。

　そんな人が、避妊に失敗するとは思えない。

「……だとしたら、妊娠した原因は私にあるってこと？」

　そう思い至り、「ひぇぇ……っ！」と細い悲鳴をあげ青ざめる。

　社長と過ごしたあの夜。部屋に行く前にバーでカクテルを一気飲みしたからか、それとも快楽に溺れてしまったせいか、ベッドの中でのやりとりをはっきりとは覚えていなかった。

　しかも恋愛経験ゼロの私は、自分のどの行動に問題があったのかはわからない。

　だけど、私に非があるのは間違いないと思う。

　衝撃のあまり、膝から力が抜けた。へなへなとその場に崩れ落ちる。

　社長が海外出張から帰ってくるのは明日だ。こんな精神状態で彼と顔を合わせたら、冷静でいられる自信がない。

「どどどどど、どうしよう……！」

　社長に妊娠したって伝えるべき？

　でも、付き合ってもいない一夜限りの相手が妊娠したと知ったら、彼はどんな反応をするだろう。

　あれだけもてる社長に一度も結婚や婚約の話が持ち上がらないのは、きっと彼にその気がないから。二年間秘書として働いてきたけれど、彼は家庭的なイメージも子供好きなイメージもまったくない。

　そんな彼に妊娠を告げたところで、喜んでくれるわけがない。

　面倒な表情を浮かべため息をつくだろうか。それとも冷静に『おろしてくれ』と言うのだろうか。

　その様子を想像して、私はぎゅっと唇を噛んだ。

「無理……」

　お腹を押さえながらひとりつぶやく。

　ここに赤ちゃんがいる実感なんてまったくない。自分が母親になる覚悟なんて持てる気がしない。だけど、それでも。

　彼に面倒な顔をされたら、私はきっと泣いてしまう……。




　HAMASAKI の本店兼本社ビルは、国内外の高級ブランドショップが立ち並ぶ煌きらびやかな一等地にあった。

　ビルは地下二階、地上十一階建てで、地下一階から三階までが店舗になっている。

　ヨーロッパの古城を思わせる石造りの店舗の入り口には、スーツを着こなしたドアマンが立っていて、優雅な動作で開かれたドアから店内に入れば、まばゆいほど豪華な空間が広がっている。

　磨き上げられたショーケースには、洗練された革のバッグがずらりと並んでいた。女性たちの憧れを集める高級ブランド HAMASAKI にぴったりの、夢のように美しい店舗だ。

　そして、それ以外の階が本社のオフィスになっている。

　役員フロアや秘書室は最上階の十一階にあり、さすがに店舗ほどではないけれど、豪華で広々とした造りだ。

　私にとって HAMASAKI は、小さな頃からの憧れのブランドだった。

　普段はシンプルな装いばかりで着飾ることのなかった母が、唯一持っていた高級品が HAMASAKI のバッグだったからだ。

　小ぶりの革のハンドバッグを母はとても大切にしていて、入学式や卒業式などの特別なときにだけ使っていた。上品で美しいバッグを手にした母は、とても綺麗で素敵だった。

　上質なバッグは、持つ人の自信を引き出し、より魅力的に見せる。幼心にそう肌で感じ、いつかあのバッグの会社で働きたいと思うようになっていた。

　その願いが叶い、HAMASAKI から内定をもらったときは、思わず泣いてしまうほどうれしかった。

　そんなことを思い出しながら、秘書室に併設された専用の休憩スペースでサラダを食べていると、先輩の辻さんが声をかけてきた。

「香澄ちゃん、サラダしか食べないの？」

「ええと、ちょっと食欲がなくて……」

　そう言う私に、辻さんが顔をしかめた。

　八歳年上の彼女は、私の前に社長の専属秘書をしていたベテランの先輩だ。産休を経て職場復帰したけれど、育児を第一にしたいからと今は私たち秘書のサポート業務をしてくれている。

「まさか、香澄ちゃん、そんなに細いのにダイエットしてるわけじゃないよね？」

「いえ、そういうわけじゃないんですけど」

　辻さんに鋭い視線を向けられ、曖あい昧まいな笑顔でごまかす。

　妊娠が発覚してから今日で四日。においに敏感になったせいか、温かいものを食べるのが苦痛になった。十一月に入り肌寒い日が続いているというのに、つい冷たくてさっぱりしたものばかり選んでしまう。

　これもつわりの一種なんだろうか。予想外の妊娠に心が追いついていないのに、体は勝手に変化していく。そのことに驚きと焦りを感じる。

「辻さんはお弁当ですか？」

　話題をそらすように言うと、辻さんはうなずいて私の隣に腰を下ろした。そしてテーブルの上でお弁当箱を開く。中には赤、緑、黄色と彩り豊かでおいしそうなおかずと、雑穀米のおにぎりが綺麗に詰まっていた。

「そう。夫が作ってくれたの」

「いい旦那様ですね」

　彼女の旦那様は料理が趣味で、毎朝こうやってお弁当を作ってもたせてくれるそうだ。子育てもしっかり分担してくれるらしいし、理想の夫婦だ。

「香澄ちゃん、コーヒー淹いれてあげようか？」

「あ、ありがとうございます。でも大丈夫です。家からお茶を持ってきたので」

　そう言って、持参したステンレスのボトルを見せた。

　食べ物同様、温かい飲み物も苦手になってしまった。コーヒーや紅茶はカフェインが気になるので、少し季節外れだなと思いつつ家で麦茶を作って持ってきている。

「そっかぁ」

　辻さんはうなずきこちらを見た。

「ね、香澄ちゃん。気になってたんだけどさ」

「はい、なんですか？」

　私が持っていたフォークを置くと、辻さんがこちらに身を乗り出す。

「社長となにかあったの？」

　突然社長の名前を出され、驚きのあまり「ぐ……っ！」とのどが詰まった。

「なにかって、なにもないですけど……っ!?」

　ごまかそうとしたけれど、声が裏返ってしまった。

　そんな動揺丸出しの私を見て、辻さんがにやりと笑う。

「やっぱりなにかあったのね」

　なにもないって否定したのに、まったく信用されていない。

「……ど、どうしてそう思うんですか？」

　冷や汗をかきながらさぐりを入れると、辻さんが「うふふ」と楽しそうに笑みをこぼした。

「だって、社長が出張から帰ってきてから、香澄ちゃんずっと社長を避けているんだもん」

「そ、そんなことはないと思いますけど。普段通りお仕事しているじゃないですか」

「仕事はちゃんとしてるけどね。ここのところ香澄ちゃん、ものすごく気を張ってるじゃない」

「気を張ってる？」

　どういう意味だろうと首をかしげる。

「最新鋭のセキュリティ装置みたいに、全神経を使って社長の行動を予測して、彼が少しでもプライベートの話をしようとしたらすぐに察知して逃げ出して」

「そ、そんなことは」

　私はあくまでさりげなく社長と距離をとっているつもりだったのに、そんなにあからさまだっただろうか。

「社長は社長で香澄ちゃんが気になって仕方ないみたいだし……」

　そんな話をしていると、私は気配を察してはっと顔を上げる。

「ん？　香澄ちゃん？」

　首をかしげた辻さんを無視して、慌ててテーブルの下にしゃがみこんだ。

「どうしたの？」

　辻さんの問いかけに、私は人差し指を口元に当て、静かにしてくださいとジェスチャーをする。

　次の瞬間、靴音が聞こえてきた。こちらにやってきた人物に気づかれぬよう、テーブルの下で小さくなる。

　お願いだから、そのまま通り過ぎてくれますように。そんな私の願いは叶わず、その人物は休憩スペースに入ってきた。

「あ、社長。どうされたんですか？」

　辻さんはやってきた人物に気づくと椅子から立ち上がる。

「少し下の店舗を見てくる」

　辻さんと話しているのは社長だ。姿は見えなくても、低く艶のある声を聞いただけで、心臓がどきんと跳ねる。

「お伴しますか？」

「いやいい。休憩中だろ」

　辻さんと社長のやりとりを、私はテーブルの下で息をひそめながら聞いていた。

　用件だけ伝えてすぐに出ていくと思ったのに、社長はその場に立ったままなにか考えるように黙り込む。そして、しばらくしてから辻さんに話しかけた。

「辻、吉木は……」

　きっと、テーブルの上にある食べかけのサラダを見て、さっきまでそこに私がいたことを悟ったんだろう。

　辻さんが立ったまま、さりげなくこちらに視線を投げる。

　テーブルの下で両手を合わせ、必死に『私が隠れていることは黙っていてください』と目で訴えると、彼女は小さく笑った。

「さっきまでいたんですけど、お手洗いにでも行ったんですかね」

「……そうか」

　その表情は見えないけれど、社長の声が心なしか沈んだように聞こえた。

　いや、そんなの私の思い込みだ。社長が私がいないだけでがっかりするはずがない。

　私はテーブルの下でドキドキしながら、ぎゅっときつく膝を抱える。

「なにか用事がありましたか？　戻ってきたら伝えておきますが」

「いや、いい」

　社長は短く言うと、休憩室を出ていった。

　彼の靴音が聞こえなくなったのを確認して、ようやくほぅっと息を吐き出す。

　すると、頭上からあきれたような笑い声が聞こえてきた。顔を上げると、椅子に座った辻さんがからかうような表情でこちらを見下ろしていた。

「なにが普段通りよ。思いきり社長を避けてるじゃない」

　否定する言葉も見つけられなくて、無言のままテーブルの下から這い出る。私が椅子に座り直すと、辻さんは頬杖をついてこちらを見た。

「社長は黙って出ていったけど、香澄ちゃんが隠れてるの気づいてたんじゃないかな」

「えぇっ!?」

　嘘。完全にテーブルの下に身を隠していたのに。いやでもあの鋭い社長なら、辻さんの視線の動きで察していても不思議じゃないか……。

　私が冷や汗をかきながら考えていると、辻さんがくすくすと笑った。

「社長。香澄ちゃんに避けられて、きっと今頃へこんでいるわよ」

「からかわないでください。あの社長が、私に避けられたくらいでへこむわけがありません」

「あらあら。社長は必死に追いかけているのに、相手にもされていないなんてかわいそう」

　辻さんはかわいそうと言いつつ、おもしろがっているようだった。

「で、香澄ちゃん」

　辻さんの声が急に真剣になる。改まってなんだろうと不思議に思う。

　私が「はい」と返事をして隣に座る辻さんを見ると、まっすぐに見つめ返された。

「今、何週目？」

　その問いかけに、頭が真っ白になる。

「え……っ？」

　なんと返事をしていいのかわからなくて、言葉に詰まる。

　何週目って、なんのこと？　まさか、辻さんは私が妊娠していることに気づいている？　でも、どうして。まだお腹だってぺたんこなのに……。

　頭の中でぐるぐると考えるうちに、小さく手が震えだした。動揺しすぎて血の気が引いたのか、急に体温が下がった気がする。

「な、何週目って、あの……」

　なんとかごまかそうと視線を泳がせながら口を開くと、温かな手が背中に触れた。

「香澄ちゃん、驚かせてごめん。大丈夫。責めてるわけじゃないから」

　辻さんは私を安心させるようにゆっくりと話しながら、優しく背中をなでてくれた。

　その手の動きに合わせて呼吸をしているうちに、少しずつ動揺が収まってくる。

「私も妊娠したばかりの頃、香澄ちゃんと同じだったの。冷たいものばかり食べて体温が下がって顔色が悪くなって。だから、もしかしてって」

「あ、あの。このことは誰にも……！」

　私がすがるように言うと、辻さんは「当たり前じゃない。勝手に言ったりしないわよ」とうなずく。

「相手は、社長？」

　もう答えを聞く必要もないくらい、確信に満ちた声でそう問いかけられた。

　私は観念して、辻さんに事情を話す。

　ずっと社長に憧れていたこと。父から地元に帰ってきて結婚しろと命令されたこと。一度でいいからと思いきって社長にキスをねだったこと。そしてホテルで一夜を共にしたこと……。

「なんで社長に相談しないで逃げ回ってるのよ。香澄ちゃんひとりの問題じゃないでしょう」

　話を聞いた辻さんは、思いきり顔をしかめる。

「社長はしっかり避妊してくれたんです。それなのに妊娠してしまったのは、私がはじめてで慣れていなかったせいだと思うんです。だから、社長は悪くなくて……」

　必死に説明する私に、辻さんは額に手を当て大げさな仕草で天井を仰いだ。

「社長をかばうなんて、香澄ちゃんはなんてけなげなのっ！」

「いえ、かばっているわけじゃ」

「避妊していたとしても、百パーセントってわけじゃないし、大人が同意の上でやってんだから、責任は両方にあるの。ちゃんと話し合ったほうがいいわよ」

「でも……っ」

　わかってはいるけれど、妊娠したと報告したら、社長がどんな顔をするのか知るのが怖い。

「でも？」

　穏やかな口調で先を促され、覚悟を決めて息を吐き出す。

「社長と一夜を共にした翌朝。私が起きたら社長はもういなくて、ベッドサイドにお金が置いてあったんです。だから、そんな相手に妊娠したと言われても、迷惑がられるに決まってます」

　小さな声で言うと、優しかった辻さんの表情が般はん若にゃのように険しくなった。

「……はぁ？　かわいい香澄ちゃんに手を出しておいて、お金を置いて先に帰っただと……？」

　地響きのような低い声に、私は慌てて付け加える。

「最初から社長が私なんかを本気で相手にするわけないってわかっていたので、全然傷ついたりはしていないんです。だから、怒らないでください」

「もう。そうやって必死にかばうなんて、いじらしすぎるっ！」

　私は事実を言っているだけで、かばっているつもりはないんだけど……。

「とりあえず、一度社長にはがっつりお灸きゅうをすえて反省させないといけないわね」

　腕を組み、なにやら悪い顔でつぶやく辻さんの迫力に、私は思わずあとずさる。

　すると、辻さんの視線がこちらに向いた。

「一番大切なことを聞くけど」

　私はごくりと息をのみながら「はい」とうなずく。

「香澄ちゃんは、産みたいの？」

　率直な質問を投げかけられ、背筋がこわばった。

　自分が妊娠している自覚もないのに、赤ちゃんを産むなんて想像もできない。

　それに、社長が妊娠を喜んでくれるはずがないから、産むとしたらひとりで育てるしかない。

　そもそも結婚をせずひとりで子供を産んで育てるのは可能なんだろうか。母はもう亡くなっているから、実家には頼れないし……。

　黙り込んでいると、辻さんの温かい手が私の背中をさすってくれる。

「とりあえず、一度ちゃんと病院に行って診察を受けてきなさい。まず香澄ちゃんの体が健康じゃなきゃ、なにもはじまらないんだから」

「私の健康、ですか……？」

「そう。温かいものが食べられなくなるのもわかるけど、冷たいものばかり口にしてちゃだめよ。なるべく体を温めないと」

　辻さんは私の手を握り、「こんなに冷たいじゃない」と文句を言う。

「なにかあったら私が相談に乗るわ。香澄ちゃんはひとりじゃないから、大丈夫よ」

　まるで小さな子供に言い聞かせるような、優しい声だった。




　翌日、有休を取って、辻さんが紹介してくれたクリニックに足を運んだ。

　腕がいいと評判の老舗のクリニックは、数年前に改装し設備を一新したらしく、院内は明るく清潔だった。

　クリーム色を基調とした温かみのあるインテリアや、ゆったりとしたキッズスペース。そして、あちこちにいるお腹の大きな妊婦さんを見て、ここは普通の病院ではなく産婦人科なんだと実感する。

　ぼんやりと待っていると、待合室にあるディスプレイに番号が表示された。それと同時に、受付時に渡されていた小さな端末が震えた。

　そういえば、プライバシー保護のために名前は呼ばず、受付番号とこの端末で呼び出すと言われていたっけ。

　表示された診察室に入ると、四十代くらいの無表情の男性医師が座っていた。

「尿検査の結果、妊娠されていますね。今は七週目に入ったところです」

　医師は電子カルテに視線を向けたまま淡々と告げる。おめでとうございます、とは言われなかった。

　私は本当に妊娠しているんだ……。

　その言葉を聞きながら、無意識に自分のお腹に手をのせていた。

　まだふくらむ予兆もないこのお腹の中に、私と社長の赤ちゃんがいるんだ。

　想像してみても、まったく実感が湧かなかった。

「超音波で見てみましょうか」

　あくまで事務的な口調で言われ、指示されるがまま診察台に上がる。医師は内診しながらディスプレイに表示される映像を説明してくれた。

「ここが胎たい嚢のうで、これが胎たい芽がです」

　端的に説明され、映し出されている真っ黒いものが自分の体内だという実感を持てないまま「はぁ」とうなずく。

「そして、ここで小さく点滅しているものがわかりますか？」

　その言葉に私は目を凝らす。たしかに真っ暗闇の中でチカチカと瞬くものがあった。

「これが拍動です」

　拍動ってなんだろう。一瞬そう思って、言葉の意味を理解した瞬間、ぶわっと全身に鳥肌が立った。

「は、拍動って……。私のお腹の中で赤ちゃんの心臓が動いているってことですか？」

「そうです。心拍が確認できたので、正常な妊娠です。正確な出産予定日がわかるのはまだ先になりますが……、たぶん七月頃でしょうね」

　その言葉を聞きながら、私は診察室の天井を眺める。

　診察台から降りるときも、身支度を整える間も、さっき見た超音波検査の画像が頭から離れなかった。どうしようもないくらい、心臓がドキドキしていた。

　私のお腹の中に、たしかに赤ちゃんがいる。あんなに小さな心臓を懸命に動かして、生きようとしている。

　それは、夜空に瞬く星のように、とても力強くて、そして尊く美しいものに思えた。

「私、産みたいです」

　気づけばそうつぶやいていた。

　言葉にすると、さらに産みたい気持ちが強くなって一気に感情が押し寄せてきた。

　鼻の奥がつんとして、目頭が熱くなる。

「産みたいです……」

　聞かれてもいないのに、ただそう繰り返す。すると、今まで無表情だった男性医師がはじめてふわりと笑った。

「そうですか。では、あなたは今からお母さんです。頑張りましょうね」

　その温かい声に私はこらえきれなくなって、顔を覆って泣いてしまった。




　病院からの帰り道、スマホに辻さんからメッセージが来ているのに気が付いた。

　きっと仕事中も私を心配して気にかけてくれていたんだろう。

【どうだった？　なにかあったらすぐに連絡してね】という優しい言葉を見て、また涙がこみあげてきそうになる。

　私は目じりを指で拭ってから、画面に触れる。

【赤ちゃんの心臓、ちゃんと動いていました。私、産みたいです】

　感動をそのまま言葉にして送ると、すぐに電話がかかってきた。スマホを耳に当て「はい」と電話に出る。

《香澄ちゃん、妊娠おめでとう》

　その言葉に、思わずお腹に手を当てる。

　妊娠していると知って、はじめておめでとうと言われた。そして、それをうれしいと感じられる自分がいた。

「私、妊娠や出産について知らないことばかりなので、色々教えてください」

　私がお願いすると、《任せて！》と力強い声が返ってきた。

《それから、社長をこらしめるために作戦を練りましょ！》

　辻さんの言葉に、私は「作戦？」と首をかしげる。

《社長にはしばらく香澄ちゃんの妊娠は隠す方向でいい？》

「それは、もちろんです」

　最初から妊娠を彼に伝える気はなかった。万が一バレて、おろしてくれと言われたら……。そう思うだけで背筋が冷たくなる。

　ずっと隠し通すのは無理だろうけど、少しでも時間をかせぎたい。その間に出産について勉強したり、仕事をどうするか考えないといけないし……。

《妊娠しているのがバレないように、香澄ちゃんは極力社長とは顔を合わせないほうがいいわ。妊娠初期に無理は禁物だから、長江さんに仕事を調整してもらいましょう。あ、副社長の綾人さんにも協力を仰いだほうがいいかしら》

　早口で言う辻さんの声は、なぜかうきうきとはずんでいるように聞こえた。

「いえ、あの。私が妊娠していることはあまり多くの人に知られたくないんですが……」

《わかっているわ。そのへんはうまくごまかして説明するから大丈夫。それから、社長がどういうつもりで香澄ちゃんと一夜を共にしたのかもしっかりさぐってあげるから任せて！》

　楽しげに話を進める辻さんに、私はついていけずぽかんとしていた。










俺の子なんだろ？　柊人 side




「なんで吉木に会えないんだ……」

　俺は社長室のデスクに肘をつき額を押さえながらつぶやいた。

　吉木は普段通り出社しているはずなのに、ここ二週間まったく姿を見ていない。

　俺には三人の秘書がついていて、主な秘書業務と外出に帯同するのが吉木。役員全体のスケジュール管理や会合場所の手配、さまざまな業界団体から依頼される講演の下準備をするのが長江。出張の手配や書類作成などのサポートは辻、と仕事を分担していた。

　けれどなぜか出張から帰ってから、その役割が変わった。

　外出には長江か辻が帯同するようになり、吉木は社内でのサポート業務になった。

　今までいつも一緒に仕事をしていた吉木がそばにいないのは不満だったけれど、仕事ならば仕方ない。それはちゃんと理解できる。

　しかし俺が秘書室に向かうと、いつも辻か長江に声をかけられ足止めさせられる。それを聞き流しつつ吉木の姿を捜すと、必ず彼女は席を外していて顔を見ることさえできない。

　そんなことの繰り返しで、俺はホテルで吉木と過ごしてからまともに彼女と話せていなかった。

　吉木とちゃんと話をしたいのに。いや、顔を見るだけでもいいのに。どう頑張ってもタイミングが合わない。

　ものすごく大きな障害物に行く手を阻まれているような気分になる。

　はぁーと深くため息をつくと、短いノックのあとに社長室のドアが開いた。顔を上げると、弟で副社長の綾人がそこにいた。

「ずいぶんお疲れみたいだね」

　俺の暗い表情に気づいたのか、綾人が笑いながら後ろ手にドアを閉める。

　椅子から立ち上がろうとする俺に、綾人は自分のことはかまわないでいいというように首を振り、勝手に応接ソファに腰を下ろした。

「兄さんは社長に就任してからかなり多忙だもんな」

「いや、仕事が忙しくて疲れているわけじゃない」

　俺が否定すると、綾人は「それならよかった」と首を傾けて微笑む。

　そのおもしろがるような表情に少し引っかかりを覚えつつ、応接ソファに移動して綾人の向かいに腰を下ろした。

「ひと通り新社長としての挨拶を終えて、取引先の反応はどうだった？」

「おおよそ好感触だ。副社長の頃から根回しをしていたのと、二年前の TAPS との提携が大きく報道されたのが効いているんだろうな」

　以前から、HAMASAKI を継ぐのは俺か綾人のどちらかだと噂されてはいた。

　二年前、ＥＣサイトの TAPS との提携を決断し、それまで頭打ちだった業績を一気に伸ばした。それが俺の功績として大々的に報じられたことで、世間に HAMASAKI の後継者は長男の俺だと深く印象づける結果になった。

　けれど、その提携の裏には、弟の綾人の存在があった。TAPS の担当バイヤーが彼の恋人だったのだ。俺が契約を決めたときはその女性が綾人の恋人だとは知らなかったけれど、プレゼンをしたのが彼女じゃなかったら、俺は TAPS と一緒に仕事をしようとは思わなかっただろう。

　綾人がその気になれば、手柄をすべて自分のものにすることができたのに。

「綾人は、俺が社長になることに、不満はなかったのか？」

　そうたずねると、綾人は肩を上げる。

「一切ないよ。たくさんの老舗百貨店やセレクトショップが手を挙げる中、TAPS をパートナーに選び、業績を改善させたのは兄さんだろ」

「それはたまたま俺が判断するポジションにいただけで、お前でも TAPS を選んだだろ？」

　俺の言葉に、綾人は「うーん」と首をかしげた。

「たしかに TAPS のよさも、バイヤーである久く美みの有能さもわかってはいたけど、俺はとことん彼女に惚れているから、私情を切り離して冷静な判断をすることはできなかったと思うよ」

　自分の恋人にとことん惚れているとはっきりと言い切る弟に苦笑する。

　綾人も俺と同じように、仕事を優先し恋愛にのめりこまないタイプだと思っていたのに。彼女に出会ってから綾人は人が変わったように恋人を溺愛するようになった。

　ふたりは去年結婚し、とても仲睦まじい夫婦になった。ちなみに彼女は今でも TAPS のバイヤーとして働いているそうだ。

「それに、HAMASAKI の業績がここまで伸びたのは、TAPS の売上だけじゃない。兄さんが会社の代表として新しいチャレンジをする姿勢を見せたから、社員たちの意識が一変した。それが本当の目的だったんだろ？」

　綾人の言葉にうなずく。

　百年以上続く老舗企業のプライドと慢心のせいか、社内には〝伝統あるブランドを守り続ければいい〟という空気が漂っているように感じていた。

　急速に変わっていくこの時代、現状維持で満足し、成長しようとしないものに未来はない。そう思い、あえて老舗とは正反対のＥＣサイトをパートナーに選んだ。

「ベテラン社員には、かなり反発されたけどな」

　当然、上の年代の社員たちからは、『ネット販売なんてしたらブランドのイメージが落ちる』と反対意見が上がった。

　考えることを放棄して、『わざわざ新しいことをしなくても、HAMASAKI の名前が入ったバッグを作れば売れるんだから、今のままでいいじゃないか』と、当然のように意見する社員には、退職を促し違う会社を紹介した。

　そこまでできたのは、自分が会社と顧客の利益を一番に考えているという自信があったからだ。そう言うと、綾人はため息をついた。

「さすが。兄さんは俺と違っていつも冷静で、仕事に私情を挟んだりしないよな」

　当たり前だと答えようとしたとき、ドアがノックされた。

「お茶をお持ちしました」

　お盆を持って入ってきた辻の姿を見て、わずかに肩を落とす。今までなら社長室に飲み物を運んでくれるのは吉木だったのに。

　ローテーブルにコーヒーカップを置く辻に話しかける。

「最近吉木を見かけないが、なにかあったのか？」

「いえ、なにもありません。秘書室内で配置転換があっただけです」

「それでも、一切姿を見かけないのはおかしいと思うが」

「そうですか？」

　辻は涼しい顔ではぐらかす。

　彼女は俺より三歳年上で、勤務歴も長いベテラン秘書だ。澄ました顔からはなにを考えているのか読み取れなくて、なかなか手ごわい。

「何日か前に、吉木は有休を取っていたよな。病院に行っていたらしいけど、どこか悪いのか？」

「さぁ。私にはわかりかねます」

　なにをたずねてもこの調子だ。俺が顔をしかめると、見ていた綾人が「ははっ」と声をあげて笑った。

「そんなに吉木さんが気になるなら、直接本人に聞けばいいのに」

　直接聞けないからこんなにもやもやしているんだよ！と声を荒らげたくなる。

　吉木のスマホに電話をかけてもつながらないし、社内で姿を捜しても見つからない。まるで誰かにわざと邪魔をされているようだ。

　けれど、そんな嫌がらせを受ける理由は見つからなくて、困惑は深まり、鬱憤はたまるばかりだった。

　心の中で不満を漏らしながらコーヒーに口をつけると、綾人が思い出したようにたずねてきた。

「そうだ、兄さん。吉木さんを俺にくれない？」

「は？」

　自分でも聞いたことがないくらい低い声が出た。

「……吉木をくれだと？」

「そう。兄さんの秘書が長江と辻さんで足りているなら、吉木さんにこっちのサポートをしてほしいなと思って」

　綾人は整った顔にさわやかな笑みを浮かべながら、俺の反応を楽しむように首をかしげる。

「吉木が綾人の秘書に……」

　綾人からの突然の提案に、口の奥でつぶやく。

　現在、綾人の秘書はひとりだ。しかし副社長になり、これまで以上に外部とのやりとりが増えた。たしかにもうひとりくらいサポートの秘書がいてもいいのかもしれない。

　でも、よりによって吉木が俺から離れて綾人の秘書に……？

　反射的に嫌だと感じる。断るために口を開きかけると、先回りをするように綾人が言う。

「兄さんは、俺と違って仕事に私情を挟まないんだろ？」

　俺を煽るような言い回しにむっとして眉を上げると、横から辻が口を挟んだ。

「ちなみに、吉木さんに聞いてみましたが、本人はかまわないと言っていました」

「かまわない？」

　その言葉にショックを受ける。

　吉木がいいと言ったのか。俺の担当を外れ、綾人の秘書になることを。

　いや、これは仕事なんだ。必要な配置転換なら従うのが当然だ。

　けれど、吉木は悩みもせずに簡単にうなずいたのだろうか。ほんの少しのためらいもなく、平然と。

　その様子を想像して、胸の奥がじりじりと焦げる。

　くっそ。俺はなんでこんなに吉木に振り回されているんだ。

　あぁー！と叫んで髪をかきむしりたくなる。

　俺が仏頂面で考え込んでいると、視線を感じた。顔を上げた俺を、綾人と辻がにやにやした表情で見ていた。

　葛藤するさまを観察されていたと気づいて、眉をひそめる。

「……お前たち、グルになって俺から吉木を引き離そうとしてないか？」

「まさか」

　ふたりはすぐに笑みを引っ込め、澄ました顔で首を横に振った。けれど、怪しい。ものすごく怪しい。

「担当の件は少し考えさせてくれ」

　俺がそう言うと、辻は「了解しました」と答える。

「それから、本日の昼食は社外取締役のロベール氏との会食になっております」

「あぁ、わかってる」

　時計を確認する。そろそろ準備をしたほうがいいだろう。

「じゃあ俺は戻るよ」と綾人が立ち上がった。

　社長室を出ていく綾人を見送りながら考える。

　あくまでたとえばの話だけれど。もし就任パーティーのときに、吉木が綾人の専属秘書だったら、彼女は俺ではなくあいつにキスをしてくれと頼んでいたんだろうか。

　目をうるませて、今にも泣きだしそうな不安げな表情で、綾人に『一度でいいので、キスをしてくれませんか』とせがんだんだろうか。

　そう考えただけで、全身のうぶ毛が逆立つような感覚に襲われた。

　たかがキス。それだけのことなのに、なんでこんなに苛立つんだろう。

　はじめての感情に戸惑う。

「社長、険しい顔をしてどうしました？」

　辻に声をかけられ、自分が奥歯を噛みしめていたことに気が付いた。

「なんでもない」

　慌てて俺はかぶりを振った。




　約束の場所は、ロベールの希望で上質の和牛が食べられる鉄板懐石の店だった。

　昼食からしっかり肉を食べたがる彼は、五十代半ばなのに若々しく食欲も旺盛だ。

　時間通りに現れたロベールは、俺の横に控える辻を見て首をかしげる。

「あれ、今日は香澄ちゃんと一緒じゃないんだネ？」

　フランスの高級百貨店の会長を務めている彼は、国民性なのかそれとももともとの気質なのか、女性に対して距離が近い。

　吉木を名前で呼ぶ馴れ馴れしさに、少しむっとする。そんな俺の横で、辻が丁寧に頭を下げた。

「申し訳ありません。本日は私、辻が同行させていただいております」

「安あ季き子こちゃん、久しぶり。相変わらずショートヘアがとっても似合うクールビューティーさんだネ。柊人くんの秘書はみんな美人でうらやましいよ」

　ロベールはにこやかに笑いながら辻を下の名前で呼んだ。彼と辻が顔を合わせるのは二年ぶりだというのに、ロベールはしっかり辻の名前を覚えていたらしい。

　彼は誰にでもフレンドリーに接するし、そういう人物だとわかっていた。それなのに、どうして吉木を名前で呼んだことがこんなに引っかかったんだろう。

　俺が眉を寄せていると、ロベールが楽しげに話しだす。

「去年日本に来たときに香澄ちゃんが用意してくれたお土産がフランスの女の子たちに大好評だったから、そのお礼を伝えたかったんだよネ」

「土産ですか？」

「そ。フランスにガールフレンドがたくさんいるって言ったら、若い女の子が喜びそうな、宝石みたいに綺麗な抹茶味のチョコレートを用意してくれたんだよ」

　五十歳を過ぎても独身を貫き自由に恋愛を楽しむ彼に苦笑いした。

　たしかに、彼のために土産を用意したという報告を受けていたなと思い出す。吉木のことは信頼しているから、どんなものを用意したかまでは確認していなかったけれど、複数いる彼女たちにまで気を使っていたとは。

「お礼にデートに誘おうと思ったんだけどナァ。香澄ちゃんは今日何時にお仕事終わるかわかる？」

　お礼にデートだと？　遊びなれたフランス人のロベールと恋愛経験の少ない吉木をふたりきりにするなんて、危険すぎる。

　辻にたずねるロベールを見て、俺は慌てて口を挟んだ。

「わざわざ時間を割いていただかなくても、吉木には私からきちんと伝えておきます」

　私から、の部分に力を込めて言うと、横から「ぶふっ」と妙な声がした。振り向くと、辻が口元を押さえ笑いをこらえていた。

　むっとして眉をひそめた俺を見て、辻は咳ばらいをひとつしてから澄ました顔で背筋を伸ばす。

　すると、個室の扉が開き、前菜が運ばれてきた。

「じゃあ、柊人くんの社長就任のお祝いをしようか」

　にっこりと微笑んだロベールにうなずいて、俺もグラスを持ち上げた。




　ロベールとの会食を終え店を出ようとしたとき、「柊人さん？」と声をかけられた。振り返ると、見覚えのある女性がいた。

　背中まで伸びた長い髪はサラサラで、艶のある肌やくびれた腰、メイクや着ているものまで、最大級の手間とお金をかけているのがわかる。

「昨年イメージモデルを担当した、モデルの葉は月づきさんです」

　辻に小声で教えられ、そうだったと思い出す。

「柊人さん、HAMASAKI の社長になられたんですよね？　おめでとうございます」

　彼女は笑顔で言いながら駆け寄ってきた。俺の目の前でバランスを崩して転びそうになる。

　腕を伸ばして支えると、長い髪が頬に触れ、甘い香りがした。人工的なニセモノの花の香り。

「あ、ごめんなさい」

　彼女は俺の胸元を見ながら謝る。なんだろうと思い、彼女の視線の先に目をやった。すると、俺の白いシャツの胸元に彼女の口紅がついていた。

「どうしよう。キスマークをつけちゃいました」

　口では謝罪しているが、少しも動揺していない。どうやら転んだところから、彼女の計画通りだったらしい。

「社に着替えを用意してあるので、大丈夫です」

　彼女を支えていた腕をほどくと、甘えるような視線を向けられた。

「もしよかったら、今度お食事に行きませんか？　シャツを汚してしまったお詫びと、社長就任のお祝いをさせてほしいなぁ」

　小首をかしげる彼女の瞳の奥には、打算と媚びが見えた。美人だとは思うが、こうやって迫られても少しも心が動かない。

　俺の冷めた表情に気づかず、彼女はバッグから名刺を取り出す。そこには手書きでプライベート用の連絡先が書き込まれていた。

「いつでもいいので、連絡ください。でも、私待つのは苦手なんで、柊人さんの連絡先も知りたいです」

　語尾にハートマークがつきそうな甘えた口調で言われ、うんざりする。

　自分の誘いを喜ばない男がいるとは想像もしていないんだろう。勘違いされてつきまとわれるのも面倒だ。はっきりと断ろう。

　そう思い口を開きかけたとき、横から手が伸びてきてその名刺をさらっていった。

「柊人くんはお仕事が忙しいみたいだから、ボクがデートに誘ってもいい？」

　にっこりと笑うのは、ロベールだ。

「ちなみにボクは HAMASAKI の社外取締役と、フランスの百貨店の会長をしているから、柊人くんに負けないくらいリッチだよ」

　差し出された名刺の肩書を見て、彼女の目の色が変わる。反応の薄い俺から、遊びなれたロベールへとターゲットを変更したのが、あからさまなくらい表情に出ていた。

　ロベールは彼女の肩を抱き、「ボクはまだ時間があるから、もうちょっとここにいることにするよ」と俺に手を振る。

　俺と辻は会釈をして店を出た。

「相変わらず、彼はすごいな」

　半ばあきれながら言うと、辻もくすくす笑いうなずいた。

「社外取締役が仕事にもプライベートにも精力的でお元気なのは喜ばしいことです」

「まぁ、たしかにな」

　ロベールは女遊びもするけれど、仕事もできる男だ。世界中のファッション界に人脈を持つ、心強い仲間でもある。

「それにしても、社長はあんなに綺麗な女性に誘われても、まったく動揺しないんですね」

　エレベーターを待ちながら、辻がぽつりと言った。

「当たり前だろ。昔から飽きるほど女に声をかけられてる。いちいち動揺するわけがない」

　そう答え、ふと引っかかる。心の中に思い浮かんだのは、涙目でこちらを見上げる吉木の顔だった。

　今まで数えきれないほど異性から口説かれてきた。今さら泣き落としに心を動かされたりしない。それなのに、どうしてあの夜は吉木の誘いに乗ってしまったんだろう。

　考え込んでいると、ポーンと音がした。エレベーターの到着した音だと気づく。

　そういえば、吉木が同行しているときは、こうやってエレベーターを待った記憶がなかったな。

　俺が立ち止まっていると、辻に「どうしました？」とたずねられた。

「いや、なんでもない」

　かぶりを振ってエレベーターに乗り込む。

　吉木はいつも俺が気づかないうちに先回りをして、エレベーターのボタンを押してくれていたんだと気づく。

　別にエレベーターを待たされたからといって不機嫌になるわけでも、辻のアテンドに不満があるわけでもない。

　たかが数十秒の待ち時間。けれど、少しでも俺の時間の無駄をなくすために、吉木はいつも気を使ってくれていたんだ。

　それだけじゃなく、さりげない会話の中で講演を頼まれていると言えば、翌日には資料を用意してあったり、新たな企業と取引するときには、その会社の役員や経営情報をわかりやすくまとめてくれたり。

　俺がストレスなくスムーズに仕事ができるように、細やかにサポートしてくれていた。そんな彼女の気遣いにようやく気づき、たまらない気持ちになった。

　控えめで前に出ることなく、いつも陰から俺を支えてくれていた。そんな彼女に俺はどれだけ甘やかされていたんだろう。

　エレベーターの狭い箱の中、俺は前を向いたまま口を開いた。

「さっき、吉木を綾人の秘書にという話をしたが」

「はい」

　俺の言葉に、辻がちらりと横目でこちらを見た。その視線を感じながら続ける。

「悪いが、俺は吉木を手放したくない」

　吉木が俺にしていたように、献身的に綾人に尽くすのかと思うと、嫉妬で頭が狂いそうになる。たとえそれが仕事であっても。

　公私混同だと非難されてもいい。ほかの男の隣に彼女が寄り添う姿なんて見たくない。

　低い声でそう伝えると、辻が小さく笑ってうなずいた。

「かしこまりました」

「それから」

　言いながら靴先を辻のほうへ向け、まっすぐに向かい合う。辻は不思議そうに軽く眉を上げてから「はい」とこちらを見た。

「吉木とふたりで話をしたいから、協力してほしい」

　真面目な表情で言うと、辻は目を丸くしてから吹き出す。

　こっちは真剣に頼んでいるのに爆笑するなんて失礼すぎるだろ。俺がむっとしていると、試すような視線を向けられた。

「デートの誘いなら、直接本人に伝えては？」

「俺が吉木に接触しないように、お前たちが常に邪魔をしているから伝えられないんだろ」

「バレてましたか」

「当たり前だ」

　顔をしかめた俺に、辻は挑戦的な表情で質問を投げかけてくる。

「さっきはモデルの女性に言い寄られても眉ひとつ動かさなかったのに、吉木さんに執着するのはなぜですか？」

　その問いに、答えが見つからず言葉に詰まる。

　一夜を共にしてそのまま連絡を取らなくなった相手はいくらでもいた。吉木だけが特別なわけじゃない。それなのに、気づけば彼女のことばかり考えている。どうしようもなく、会いたいと思う自分がいる。

「わからない」

　考えても答えは見つからなくて、正直な気持ちを口にする。

「わからないから、吉木とふたりで話をしたい」

　俺の言葉に辻は満足そうな笑みを浮かべる。そしてスマホを取り出し、スケジュールを確認する。

「本日は会議の予定が入っていますので、明日でもよろしいですか？」

「あぁ。大丈夫だ」

「かしこまりました。吉木さんには私から伝えておきます」

　なぜ辻が、俺と吉木が会わないように手を回していたかはわからないけれど、ようやく彼女とふたりで話ができる。そう思うと、気持ちが軽くなったような気がした。




　翌日、仕事のあとで吉木と待ち合わせをした。場所は本社ビルから徒歩数分のところにある役員専用の駐車場。

　最初は社長室か会社のエントランスで待ち合わせようかと思ったが、吉木から一緒に会社を出ていくところをほかの社員に見られたくないと却下されてしまった。

　秘書である吉木と社長の俺がふたりでいたって誰も不審に思わないだろ、と心の中で文句を言いながら、約束の場所へ向かう。

　役員用の社用車や、俺や綾人が通勤に使っている車が並ぶ駐車場の片隅で、所在なさげに立つ吉木の後ろ姿を見た途端、鼓動がわずかに速くなった。

　なにを緊張しているんだ。自分にあきれつつ、「吉木」と声をかける。

「悪い、待たせたか」

　俺の声を聞いて、細い肩がぴくんと震えた。それからゆっくりと振り返り、彼女の視線がこちらに向けられる。

「い、いえ。さっき来たところです」

　吉木は少し緊張した固い声でそう言う。

　社内でどんなに捜しても、彼女の影すら見ることができなかったから、吉木の顔を見るのは久しぶりだ。

「辻さんから、社長が私と話をしたいと言っていると聞いたんですが」

　駐車場で立ったまま本題に入ろうとする彼女に、苦笑いをする。

「強引に誘って悪かった。とりあえず食事にでも行こう」

　俺が車の助手席のドアを開けると、吉木は慌てたように首を横に振った。

「いえ、食事はちょっと……」

　まさか仕事終わりに待ち合わせして、食事の誘いを断られるとは思わなかった。

「俺と一緒に食事をするのは嫌か？」

「いえ、あの。少し食欲がなくて」

　うつむきがちに言った吉木の肩を掴む。

「食欲がないって、どこか悪いのか？」

「え？」

「そういえば、少しやせたか？」

「そんなことは……」

「前に有休を取って病院に行っていたよな？　もし体調がよくないなら、ちゃんと調べたほうがいい。信頼できる医者を紹介するから……」

　真剣な俺に、吉木は目をまん丸にしたあとぷっと吹き出した。

「ちょっと食欲がないって言っただけなのに、医者を紹介すると言い出すなんて、大げさすぎます」

　そう言って、口元に手を当てくすくすと笑う。

　待ってくれ。

　肩を揺らして笑う彼女を見て、心の中でつぶやいた。

　待ってくれ。

　吉木はこんなにかわいかったか？

　吉木の顔を久しぶりに見た。動いてる話してる笑ってる。そんな当然なことにいちいち胸が高鳴る。彼女の顔を見ているだけで、心臓が音を立てて跳ねる。

　就任パーティーの夜に彼女をこの腕で抱いたことを思い出す。なめらかな肌の感触や柔らかい唇。細い腰や、熱い体。俺に翻弄され泣きそうな声をあげるかわいらしい反応まで。あの夜の記憶が生々しくよみがえり、愛おしさがこみあげてくる。

　彼女に触れて連れ去ってそのまま閉じ込めてしまいたい。そんな身勝手な欲望が湧き上がる。

　今までそれなりに恋愛をしてきたけれど、ひとりの女性にこんなにも頭の中を占領されるのははじめてだった。彼女をほかの男に取られたくないと思うのも。ただただ会いたいと思うのも。全部。

　辻から『吉木さんに執着するのはなぜですか？』と問われたことを思い出す。不意にその答えが頭に浮かんで、今までの疑問がすべて腑に落ちた。

　そうか。俺は吉木に惚れているんだ。自分で自分の気持ちが理解できなくなるほど、彼女が好きなんだ。

　そんな簡単なことに気づくのに、こんなに時間がかかるなんて。どれだけ俺は鈍いんだろう。恋愛に不慣れな自分に笑いたくなる。

　少し冷静になろうとさりげなく額に手を当て深呼吸をした。

「社長？」

　不思議そうな声に、気持ちを落ち着けてから吉木を見下ろす。吉木は小首をかしげ、きょとんとした表情でこちらを見ていた。

「なんでもない」とごまかしながら、気を取り直し話しかける。

「食事が嫌なら、ドライブでもしながら話をしよう」

　俺の視線を受け、吉木はじりじりと後ろに下がった。「いえ、ドライブも……」と首を横に振られる。

「ドライブもできないほど体調が悪いのか？」

「そ、そういうわけではないんですけど」

　口では否定しつつも、少し顔色が悪く見える。本当に体調がよくないなら、あまり無理強いをしないほうがいいか。

「じゃあ、今日は家まで送っていく」

「そ、そんな。わざわざ送っていただかなくても、ひとりで帰れるので、大丈夫です」

　かたくなに拒否され、むっとする。

「俺と一緒にいるのがそんなに嫌か？」

「い、嫌というわけでは」

　俺の問いかけに、吉木は視線を泳がせる。けれどその頬はわずかに赤く染まっていた。

　あのときと同じだ。そう思う。強いカクテルを一気にあおり、俺に『キスしてくれませんか』と聞いてきたときの表情と一緒だ。

　俺の勘違いでなければ、今でも吉木は俺に好意を持ってくれていると思う。けれど、どうして彼女は俺を避けるんだろう。

　もどかしくて、たまらなくなる。思わず手を伸ばし、吉木の腕を掴んだ。

「じゃあ、どうして俺を避ける」

「それは」

　動揺のせいか、吉木の瞳がじわじわとうるんでいく。掴んだ手首から、彼女の心臓がドキドキとうるさいくらい鼓動を刻んでいるのが伝わってきた。

　彼女がなにを考えているのかさっぱりわからなくて、ちっとも思うようにいかなくて、振り回されてばかりで。でも、どうしようもないくらいかわいい。愛おしさがこみあげてきて、思いがあふれる。

「吉木、俺はお前のことが――」

　好きだ。

　そう伝えようとしたとき、吉木の肩からバッグが滑り落ちた。そのはずみで、硬いアスファルトの上に手帳やスマホ、ハンカチや小さなポーチが散らばる。

「す、すみません」

　吉木は慌てたようにしゃがみ、バッグの中身を拾いはじめた。

「いや」

　俺もかぶりを振って、落ちた荷物に手を伸ばす。シンプルなベージュの革の手帳を持ち上げたとき、中から小さな紙のようなものが滑り落ちた。

　風に飛ばされそうになり、慌てて掴む。そしてなんとなくそれに視線を落とすと、そこには白黒の不思議なものが映っていた。

　とても鮮明とは言えない画像。まるでノイズだらけの天の川の中心に、ぽっかりと黒い月が浮かんでいるような写真だった。

「これは……」

　つぶやくと、俺の手から写真が乱暴に奪われた。驚いて視線を上げる。吉木が俺から取り返した写真を必死に守るように胸に抱いていた。

　赤い顔で肩を上下させ息をする彼女は、俺にその写真を見られたことに動揺し、あきらかに取り乱していた。

「吉木、今の写真は」

「こ、これは、なんでもありません……っ！」

　俺の問いかけを遮って、叫ぶようにそう言う。

「なんでもないなら、どうしてそんなにうろたえているんだ」

「別に、うろたえてなんていませんっ」

「見え透いた嘘をつくな。動揺で手が震えてるぞ」

「それは、さ、寒いんです！」

「寒いなら、車に乗れ。送っていくから、車の中で話そう」

「社長と話すことなんてないですっ」

　かたくなな彼女に、たまらずその体を抱き寄せる。

「いいから、少し落ち着け」

　そう言い聞かせながら、彼女の背中に手を当てる。

「しゃ、社長。離してください」

「だめだ。事情を説明するまで離さない」

「でも、こんなところを、誰かに見られたら……」

「誰に見られても俺はかまわない」

「私はかまいます！」

　そんなやりとりをしながら、やっぱり少しやせたなと思う。ホテルで彼女を抱いたときよりも、さらに華奢で頼りなく感じる。

　小さな紙に印刷された黒い写真は、妊娠の健診をするときに撮るエコー写真。そして体調が悪くて食事はできないと断ったのは、つわりのせいだろう。

　彼女は妊娠しているんだ。

　予想外の事態に、まったく理解が追いつかなかったけれど、『誰の子だ』なんて疑問は一切浮かばなかった。なんの根拠もないけれど、強い確信を持ってたずねる。

「俺の子なんだろ？」

「ちが……っ」

「嘘をつくな。あの夜に、できたんだろ？」

　吉木を抱きしめながら問うと、細い肩がびくりと震えた。彼女は俺の腕の中で顔をそらしたまま、「あ、あの……！」と切羽詰まった声をあげる。

「あのとき社長がちゃんと避妊してくれたのはわかってます！　社長はなにも悪くなくて、全部私のせいで、責任を取ってほしいなんて言いませんし、迷惑をかけずにひとりで育てるので……っ。だから、だから……っ！」

　吉木が上ずった声で早口で続ける。かなりパニックになっているんだろう。

「ちょっと落ち着け」

　まるで怯おびえているようだ。少しでも安心させたくて、両手で彼女の頬を包み、こちらを向かせると、彼女の瞳は涙で濡れていた。

「だから、おろせなんて言わないでください……っ」

　ぽろぽろと涙をこぼしながら、必死に訴える。

　その真剣な表情を見て、胸が苦しくなるほどの衝撃を受け、言葉が出なくなる。

　そんなやりとりをしていると、背後から靴音が近づいてきた。

「ええと。これって、どういう状況？」

　その声に、腕の中の吉木の体が大きく跳ねる。ふたりで声のしたほうを振り返ると、そこにいたのは綾人だった。

「うちの社長が女性社員を襲ってるって、通報したほうがいい？」

　そう冗談めかして笑う。

「なに言ってるんだ」

　あきれて腕の力を緩めた瞬間、吉木が俺から逃げ出した。

「わ、私はこれで失礼しますっ！」

　叫ぶと同時に全力で走りだす。

「おい、ちょっと待て」

　追いかけようとしたけれど、俺が追ったところで彼女はますます必死になって逃げるだろう。そう思い、唇を噛みながらその場にとどまる。

「追いかけないから、走るな！　転びでもしたら大変だろ！」

　せめて彼女の後ろ姿に向かってそう叫んだけれど、その姿はあっという間に見えなくなってしまった。

　はぁーっと大きくため息を吐き出し、綾人を睨む。

「なんてタイミングで声をかけるんだよ。お前のせいで逃げられたじゃないか」

「こんな場所で痴話喧嘩をしているのが悪いと思うよ」

　うらめしげな視線を向ける俺を見て、綾人は悪びれもせずくすくすと笑う。

「で。どうしたの？　声を荒らげて言い合いをするなんて、兄さんらしくない」

「……吉木が妊娠した」

　短く答えると、さすがの綾人も驚いたのか目を丸くした。

「それは、故意に？」

「いや」

　首を横に振りながら、あの夜を思い出す。

　最初はちゃんと避妊していたけれど、一度熱を放ったあと、我慢できずにそのまま続けて彼女を抱いた。

　普段ならそんな不用意なことは絶対にしないのに、まるで体から出ていかないでと甘えるように締めつける吉木がかわいくて、理性が崩れてしまったのだ。

「あー……。原因はあれか……」

　額に手を当ててつぶやいた。

　吉木は『社長は悪くない』と言っていたけれど、完全に俺のせいだ。

「心当たりがあるんだ？」

　綾人にため息をつかれ、俺はうなずく。

　出張から帰ってきた俺をあからさまに避けるようになったのは、妊娠が発覚したからだったのか。だとしても、どうして俺に相談してくれなかったんだ。

　妊娠を知った俺が、責任も取らずにおろせと言うとでも思ったのだろうか。俺はそんなに信用がないのか。

　泣きながら俺に訴える吉木の顔を思い出して、胸がじりじりと焼けつく。

「どういう経緯でこうなったの？」

　たずねる綾人に就任パーティーの夜のことを簡単に説明する。

　すると話を聞き終わった綾人は心底あきれたように大きなため息をついた。

「そりゃ、兄さんみたいな最低な男に、妊娠したなんて相談できないと思うよ」

「は？　俺が最低？」

　吉木をひとり残したのは予定が入っていたから仕方がなかった。そのあと会社でちゃんと話そうとしたのに彼女に避け続けられた。

　ほかにどうすればよかったんだ。そう不満を漏らす俺を、綾人は軽く肩を上げて睨む。

「上司に抱かれた翌朝、目を覚ましたら男はいなくてお金が置いてあった。どう考えても、ただ遊ばれて口止め料を渡されたと思うよね」

「いや、そういうつもりじゃ……」

　言いながら、頭が痛くなってきた。俺はタクシー代にと思って置いていったけれど、たしかにあの状況じゃ口止め料だと取られかねない。しかも相手は恋愛経験がなく、どこまでも真面目で控えめな吉木だ。ただの遊びだと思い込み、俺に迷惑をかけたくないと、必死に関わらないようにしてきたんだろう。

　脱力するようにその場にしゃがみこみ、頭を抱える。彼女が悪いんじゃない。すべて俺の自業自得だ。

「そんなことにも気づけないって。兄さんが今までろくな恋愛をしてこなかったのが透けて見えるね」

　綾人にくすくすと笑われたけれど、否定すらできなかった。後悔に苛さいなまれながら、アスファルトの地面を見つめ黙り込む。

「で、兄さんは吉木さんが妊娠したと知って、どう感じた？」

　その問いかけに、一瞬見たエコー写真を思い出す。

　白黒の写真の中に浮かんだ真っ黒な月。その中に小さな白い点が見えた。あれが、俺と吉木の子供なんだろうか。そう思うと、全身が震えるような感動を覚えた。

「参った……」

　思わず両手で顔を覆う。

　妊娠の大変さや出産の過酷さなんてまったく知らない俺がこんなことを感じるなんて、無責任だと思われるかもしれない。能天気だとなじられるかもしれない。

　だけど、ただただ純粋にうれしくて仕方なかった。










結婚しよう、いや無理です




　妊娠が発覚して二週間。

　つわりがひどくなっているのか、食べ物のにおいをかぐだけで気持ち悪くなるようになった。おかげで外食はできないし、自炊する気力もなくて、罪悪感を覚えつつも、サラダやゼリー飲料でしのぐ毎日だ。

　はじめての妊娠で、これがいつまで続くのかわからず不安になる。

　心細くなったとき、私はいつもクリニックでもらったエコー写真を眺める。

　黒く写る胎嚢の中にある小さな白い点。この時期の赤ちゃんを、胎児ではなく胎芽というらしい。

　まさに小さな小さな命の芽。それがこのお腹の中に根付き成長している。

　そう思うと、言葉にできない温かな気持ちが胸にこみあげ、うれしくて幸せで、でも少しだけ苦しくなった。

　私にとってこの写真はお守りのような存在で、こっそりと手帳に挟んで肌身離さず持ち歩いている。

　会社では、長江さんが調整してくれたおかげで、社長の専属秘書から内勤のサポートになった。つわりのある状態では、長距離の移動はつらいし、会食やお酒の場に同行するのも難しいから本当に助かった。

　ついでに辻さんが長江さんや副社長の綾人さんにも協力を仰いでくれたらしく、社長が秘書室に近づくと、誰かがさりげなく、ときにやや強引に社長を足止めして身を隠す時間をかせいでくれた。

　一介の秘書の私のために、多忙な綾人さんや長江さんに協力してもらうなんて申し訳ない。みんな今のこの状況をおもしろがっているような気がしなくもないけれど。

　そんなわけでこの二週間、私はまったく社長の姿を見ていなかった。

　顔を合わせ話をすれば、ボロを出して妊娠していることがバレてしまうかもしれない。だから、社長と接触しないのが一番安心だ。

　そうわかっているのに、二年間、誰よりも社長のそばで仕事をしてきたから、彼の整った横顔や余裕に満ちた佇まいを見られないのがさみしくて、ときどき泣きそうになる。

　私は自分で思っていた以上に、臆病でわがままで面倒くさい性格をしているみたいだ。

　そんなことを考えながら仕事をしていると、辻さんに声をかけられた。

「ね、香澄ちゃん。明日はなにか予定ある？」

「明日、ですか？」

　突然の質問に少し考えてから「なにもないですけど」と答える。

「よかった。明日仕事が終わったあと、社長がふたりで話をしたいって」

「え、ええっ!?」

　社長とふたりで？　私は驚きのあまり椅子から滑り落ちそうになった。辻さんが慌てて私の腕を掴み支えてくれる。

「大丈夫？　驚きすぎでしょ」

「だ、だって。社長と話をするなんて、もしあのことがバレたら……っ」

　今まで妊娠に気づかれないように必死に社長を避けてきたのに、ふたりで会うなんて危険すぎる。

「社長と香澄ちゃんが顔を合わせないように私たちが邪魔しているって、気づかれちゃったのよ」

　そりゃ、秘書室に来るたびにわざとらしく足止めされていたら、いやでも気づくか。

「二週間社長の様子を見てきたけど、妊娠のこと、バレたらバレたでいいんじゃないかな」

「でも」

　もし私の妊娠を知った社長がおろしてくれと言ったら？

　怖くて手足が冷たくなる。

　正直つわりは苦しい。これからお腹が大きくなったら大変なことは増えるだろうし、出産も怖い。産んだあとだって、苦労するに決まってる。

　だけど……。

　考えながら無意識に、デスクの上に置いてある手帳に触れていた。そこにはエコー写真が挟まっている。

　私のぺたんこのお腹の中では、赤ちゃんが一生懸命小さな心臓を動かして、生きようとしている。

　この子を奪われたくない。なにがあっても守りたい。そんな思いがこみあげてきて、目元がうるむ。

「香澄ちゃん、泣いてるの？」

　顔をのぞき込まれ、慌てて目元を指で拭う。

「すみません。最近情緒が不安定というか、感情的になることが多くて……」

「謝らなくていいわよ。妊娠中はそういうものだから」

「そうなんですか？」

「そうそう。些細なことで不安になったり悲観的になったり。私も夫の帰りが遅くなっただけで泣きながら電話をかけたりしたわよ」

　笑い話として妊娠中のエピソードを聞かせてもらっているうちに、すとんと肩から力が抜けた気がした。

「私だけじゃ、ないんですね」

「そうよ。お腹の中でひとりの人間を育てているんだもの。不安定になって当然よ。だから、社長と話をしてみたら？」

「え、今の流れでいきなりその結論にいきつきます？」

　楽観的すぎる辻さんに顔がひきつる。

「あの感じだと、バレても大丈夫だと思うわよ」

「あの感じってどの感じですか！」

「もし妊娠を知った社長が少しでも迷惑そうな顔をしたら、私がとことん陰湿な嫌がらせをしてこらしめてやるから」

　辻さんが不敵に微笑む。

　こらしめるって。辻さんのほうが年上だとはいえ、社長相手に強気すぎでは……！




　結局断り切れなかった私は、役員専用の駐車場で社長と待ち合わせをした。

　社長がなぜ私と話したがっているのかはわからないけれど、きっと仕事のことだろう。用件は立ち話で十分のはずだ。

　それに駐車場なら、すぐに帰れる。万が一妊娠を疑われても、ごまかしてその場から逃げてしまえばいい。

　そう考えていたのに、なぜか事態は予期せぬ方向へと転がっていった。社長に私の妊娠を知られてしまったのだ。

　なんとしても隠そうと思っていたのに……っ！　どうしてあのタイミングでバッグを落としてしまうんだ！　自分のバカ！と心の中で絶叫する。

　社長のもとから必死に逃げ出した私は、目についたタクシーを捕まえ乗り込んだ。

「つつつつつつ辻さん、どうしましょう……っ！」

　後部座席でスマホを取り出し、動揺しながら辻さんに電話をかけ事情を説明する。

《やっぱりバレちゃったのね》

「やっぱりって！」

　パニックで泣く寸前の私に対し、辻さんはどこか楽しげだった。絶体絶命の中、藁わらにもすがるような気持ちで連絡したのに、なんだろうこの温度差は。

《社長のリアクションはどうだったの？》

　そう問われ、さっきまでのやりとりを思い浮かべようとしたけれど、焦りすぎていたせいかまったく思い出せない。

「わ、わからないです……。必死にその場から逃げることしか考えていなかったので」

《あらあら》

「でも、私が黙って社長の子供を産もうとしていたことを知って、怒っているに違いありません……！」

《まぁ、そこについては怒るでしょうね》

「で、ですよね……」

　辻さんに同意され、絶望の淵に突き落とされる。目の前が真っ暗だ。

「こうなったらもう会社にはいられません……。誰も知らない土地に夜逃げするしかない……」

《なに冗談を言ってるの》

　私は真剣に悩み考えているのに、辻さんはうふふと楽しげな声をあげた。

　そのときタクシーの運転手さんが「この辺でいいですか？」と後部座席を振り返った。電話に夢中になっているうちに、自宅のマンションの前に到着していたようだ。

「はい、ありがとうございます」

　そう言いながら外を見ると、マンションの前に男の人がいるのに気が付いた。まるでなにかを待つように、腕を組み仁王立ちをしている。

　あれ。あの人、どこかで見覚えがあるような、と首をかしげてから、次の瞬間「ひぇぇ……っ！」と震え上がった。

《香澄ちゃん、どうしたの？》

　電話の向こうの辻さんが、不思議そうに私の名前を呼ぶ。

　人生は、どうしてこんなにも自分の望まない方向ばかりに進んでいくんだろう。一難去ってまた一難どころか、災難続きの大渋滞だ。自分の不運さを呪いたくなる。

　私は絶望のどん底から声を絞り出すようにして言った。

「なぜか、家の前に父がいます……」

　マンションの前で不機嫌そうな表情で立つその人は、間違いなく私の父だった。




「はい、お茶……」

　ローテーブルの前に座る父に、おそるおそるお茶を出した。父は短くうなずき、無言で湯ゆ呑のみに手を伸ばす。

　父がお茶をすする音だけが、静かな部屋に響く。

　突然やってきた父を部屋に招き入れたのはいいけれど、無口な父は仏頂面で座り続けるだけで、一向に口を開こうとしなかった。

　重苦しい沈黙に耐えきれなくなり、私のほうからたずねる。

「あの、どうして急に東京に来たの……？」

「地元で結婚しろと言ったのに帰ってくる気配がないから迎えに来た」

　父は湯呑を見下ろしながらそう言った。

　私はちゃんと断ったのに、わざわざ連れ戻しにやってくるとは……。

　相変わらず身勝手な父にめまいがする。

「私は仕事があるから帰らないって言ったよね？」

　震える声で言うと、父は「仕事だと？」と鼻で笑った。

「女が仕事にしがみついて、そこに未来があるのか？　一生ひとりで暮らすつもりか？　病気になったらどうする。働けなくなったらどうする。今はいいかもしれないが、将来後悔することになるんだぞ」

　父の言葉に、呼吸が苦しくなる。

　たしかにひとりで働き暮らしていくのは大変だ。いつ病気になるかもしれない。大きな事故にあって怪我をするかもしれない。だけど、そんなことは男だろうが女だろうが、結婚していようが独身だろうが、関係ない。誰だって、自分の選んだ人生が正解かどうかは、そのときになってみないとわからないんだから。

　今までの自分だったら、父の言葉に反論なんてできなかった。でも今はひとりじゃない。守りたいものがここにある。

　私はお腹に手を当てて、ゆっくりと息を吸い込んだ。

「自分がどうやって生きるかは、自分で決めたいの。私の人生をお父さんに勝手に決められたくない」

　勇気を振り絞ってそう言うと、父がようやくこちらを見た。その眉間には深いしわが刻まれていた。

「なに生意気なことを言っているんだ。親が子供の人生を考えるのは当たり前だろう」

　低い声が響き、体の奥がぞくっと震える。

「黙って地元に帰ってこい」

　父は怖い。だけど、その命令には従えない。だって……。

「妊娠しているから、無理です」

　私の言葉を聞いて、父が目を見開く。

「妊娠……？　父親は誰だ」

「それは、言えません」

　私は手をきつく握りしめながら首を横に振る。

「ふざけるなっ！　お前は、名前も言えないような男の子供を身ごもったのか!?」

　低い声で怒鳴られ、その迫力にびくっと体が震える。

　父が立ち上がろうとしたのと同時に、来客を告げるインターホンが鳴った。父の膝がローテーブルにぶつかり、湯呑が床に落ちて割れる。その音が、静かな部屋の中に大きく響いた。

「吉木、大丈夫か!?」

　そのとき、玄関のドアが開き、私の名前を呼ぶ声がした。私は驚いて振り返る。そこにいたのは予想外の人物だった。

「え……、社長……？」

　物の割れる音や父の怒鳴り声が外まで聞こえたのか、社長は切羽詰まった表情で部屋の中に入ってくる。そして、ぽかんとする私の肩を抱き、守るように父から遠ざけた。

「誰だ、お前は」

　突然の訪問者に、父の声に怒気が増す。もう地面さえ震わせるような超重低音だ。

「濱崎柊人と申します」

　社長は冷静な声で言うと、床に正座し背筋を伸ばした。そして綺麗な動作でスーツの胸ポケットから名刺を取り出し、父に差し出しながら付け加えた。

「彼女のお腹の子の、父親です」

　その宣言に、私はひぇぇぇっ！と跳び上がり、父の眉間のしわはさらに深くなった。

「しゃ、社長……！」

　社長はいったいなにを考えているの……！

　私は社長に迷惑がかからないよう、ひとりで産んで育てようと思っていたのに。わざわざ自分が父親だと名乗り出てしまったら、父に責任を取れと責められかねない。

　ぴりっと身を切るような緊張感に包まれた部屋で、私は青ざめる。

「香澄は父親が誰かは言えないと言っていたが？」

　父からの鋭い眼光を受け、社長は「申し訳ありません」と頭を下げる。

「彼女が言い出せなかったのは、自分がふがいないせいです。彼女に不安な思いをさせてしまいました。きちんとけじめをつけないまま娘さんを妊娠させてしまったことも、本当に申し訳なく思っています」

　そう言いながらフローリングの床に手をつき、深く腰を折る。社長が私のために頭を下げてくれるなんて、信じられない光景だった。

「責任を取る気はあるのか」

「やめて。責任なんて……」

　私が父を止めようとすると、社長は遮るように口を開いた。

「もちろんです。彼女さえうなずいてくれるなら、明日にでも籍を入れ結婚して、一生香澄さんと子供を守りたいと思っています」

「けけけけけ結婚っ!?」

　社長の言葉に動揺して叫んでしまう。

　腰が抜け、後ろに倒れそうになった私を、社長が慌てて支えてくれた。

「大丈夫か？　体に障ると大変だから、少し落ち着け」

「落ち着けと言われてもっ！」

　まさか、社長が私と結婚すると言い出すなんて……！　予想をはるかに越えた展開に理解が追いつかず目が回りそうだ。

「とりあえず、ゆっくり呼吸をして」

　パニックになる私を安心させるように、社長が背中を大きな手でさすってくれる。その手の動きに合わせて呼吸をしているうちに、頭に上った血がゆっくりと下りてきてなんとか冷静さを取り戻す。

「落ち着いたか？」

　社長が端整な顔で柔らかく微笑む。その視線に含まれた甘さに、きゅんっと心臓が大きく跳ね頬が熱くなった。

「あ、ありがとうございます……」

　お礼を言いながら、社長の腕の中から這い出るように体をずらした。

　なんとか平静を装ってはいるけど、鼓動がうるさくて仕方ない。私は胸に手を当て、深呼吸を繰り返す。

　そのとき、ダン！と大きな音が響いた。驚いて振り返ると、険しい顔をした父がテーブルを叩いていた。

「ふざけるな！」

　父は私を睨みながら怒鳴った。

「御曹司だか社長だか知らないが、結婚もせず妊娠させるような男と一緒になって、幸せになるはずがないだろう！　香澄、俺と地元に帰るぞ！」

　父の怒りはかなり激しく、その怒号を聞いているだけで肩が震える。そんな中、社長は私をかばうように前に出て、深く頭を下げた。

「お怒りはごもっともです。ですが、これから自分のすべてをかけて、香澄さんを幸せにしたいと思っています」

「お前が香澄を幸せになんて……っ！」

　うめくように言いながら父が歯を食いしばる。歯ぎしりの音が聞こえてきそうなほどの怒りが伝わってきた。

　父が立ち尽くしたままこぶしをきつく握る。もしかしたらこのまま逆上して、社長を殴るんじゃ……。そう思った私は青ざめた。

　六十歳近いとはいえ、父はまだ現役で、毎日工場で働いている。腕っぷしは弱くないはずだ。そんな父に殴られて、社長が怪我でもしたら大変だ。

「待って、お父さん。社長は悪くないの！　全部私のせいだから……っ」

　今にもこぶしを振り上げそうな父の前に出て必死に訴える。社長を守らないと。そのことで頭がいっぱいだった。

「吉木、なにやってるんだ！」

　社長が驚いた声で私の名前を呼ぶ。後ろから長い腕が伸びてきて、かばうように私の体を抱きしめた。

「危ないだろ！」

　その社長の厳しい表情にはっとする。

　彼の視線の先を見れば、私のひざに赤い血が滲にじんでいた。夢中になっているうちに、割れた湯呑の破片を踏んでしまっていたらしい。

「頼むから、無理をしないでくれ。なにかあったらどうするんだ」

　社長は整った顔をゆがませ、懇願するようにつぶやく。

「す、すみません……」

　社長をかばうつもりが、逆に迷惑をかけてしまった。自己嫌悪に襲われながら頭を下げる。

　その様子を見ていた父が、きつく握っていたこぶしをほどいた。「もういい」とつぶやく。

　そして父は黙ったまま、玄関に向かって歩きだす。

「お父、さん……？」

「勝手にしろ」

　戸惑う私を振り返りもせず、そのひと言だけ残し父は部屋を出ていった。

　ばたんとドアが閉まる音を聞いた瞬間、体から力が抜ける。私はへなへなと床にしゃがみこみ、放心したように玄関のドアを眺めた。

『勝手にしろ』と言った父の声には、なんの感情も含まれていなかった。自分の言うことを聞かない娘なんて必要ないと言われた気がした。

　あぁ、これはもう、完全に見放されたんだ。そう実感すると同時に、大きな虚無感に襲われる。

　小さな頃から父は兄ばかりかわいがり、私には厳しかった。私なりに頑張っているつもりなのに、いつも理解してもらえなかった。

　ずっと心の底にたまり続けた悲しみがこみあげてきて、嗚咽が漏れる。

　私は自分で思っていた以上に、父に愛されたかったんだと気づいた。

「吉木」

　優しい声で名前を呼ばれた。大きな手が後頭部を包み、そのまま引き寄せられる。社長は自分の肩に私の顔を押しつけ、そっと頭をなでてくれた。

「すみません、社長。失礼な父で……」

「お父様が怒るのは当然だ。謝らないといけないのは、俺のほうだ」

　社長はそう言いながら、私を大きなビーズクッションに座らせた。そして私の前にひざまずき、つらそうな顔で血の滲む膝を見る。

「消毒液や絆ばん創そう膏こうはあるか？」

「あ、はい。一応」

　うなずいて、薬や絆創膏をしまってある場所を教える。社長は過剰すぎるくらい丁寧に傷の手当てをしてくれた。

「社長は、どうしてここに来てくれたんですか？」

　手当を受けながらたずねると、説明してくれた。

「辻が連絡をくれたんだ。吉木の家にお父様が来ていて揉めるかもしれないから、様子を見に行ったほうがいいと」

「そうだったんですね。ありがとうございます」

　もしひとりだったら、父は私が地元に帰るとうなずくまでここから動かなかったかもしれない。わざわざ駆けつけてくれた社長と、気を利かせてくれた辻さんに感謝しなくちゃ。

「前に吉木のお母様は亡くなっていると言っていたよな。地元にはお父様がひとりで暮らしているのか？」

「いえ、兄がひとりいます」

　私は手当てを受けながらぽつりぽつりと父のことを話す。

「父は昔から頑固な職人気質の性格で、跡取りの兄ばかりかわいがって、私には興味がなかったんです。たまに会話をしても、私の意見を頭ごなしに否定して命令ばかりして」

「娘に興味がないなんて、そんなことないだろ。お父様はきっと吉木のことを考えて……」

「気を使わないでください」

　私を哀れに思ったんだろう。フォローの言葉を口にした社長に、笑って首を横に振る。

「今回も、地元で結婚して工場を手伝えって命令されていたんです。実の娘を労働力のひとつとしか考えていないんですよ」

「もしかして就任パーティーのときに話していた相手はお父様だったのか？」

「そうです。電話で頭ごなしに仕事を辞めろと言われて動揺して、会ったこともない人と結婚するなら、一度でいいからずっと好きだった人に触れてもらいたいって暴走して、あんなお願いをしてしまいました」

　私の言葉を聞いて、社長が納得したようにつぶやいた。

「だから突然俺にキスしてくれとねだったのか」

「本当に、ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした」

　深く頭を下げると、社長の手が私の髪を優しくなでた。

「迷惑なんかじゃない」

「え？」

　顔を上げると、驚くほど甘い視線にぶつかった。

「俺のことがずっと好きだったんだろ？」

　社長がわずかに首をかしげ、私を見上げながら問う。その言葉を聞いて、自分の気持ちを漏らしていたことに気づく。

「いえ、あの。好きは好きでしたけど、完全に片想いで満足していたというか、眺めるだけでお腹いっぱいというか。社長に好きになってもらいたいなんて不相応なことは微み塵じんも思っていませんから」

　社長を安心させるために説明すると、端整な顔が不機嫌になる。

「俺に好きになられると迷惑なのか？」

「え、いや。迷惑というか……」

　困惑していると、社長が私の手を持ち上げた。

　この角度から見下ろすと、彼のまつ毛の長さがよくわかる。サラサラの髪に涼しげな鼻筋や色っぽい唇、そして私を見つめる少し茶色がかった綺麗な瞳。

　まるで童話に出てくる王子様みたいだ。思わず見惚れそうになる。

「香澄」

　社長が私を名前で呼んだ。それだけで心臓が爆発しそうなほど大きく跳ねた。

　長い指が、私の手をなぞる。まるで宝物に触れるみたいに優しく。そして社長はゆっくりと体をかがめ、私の手の甲にキスを落とした。

「ん……っ！」

　肌に触れた唇の感触に、全身の血が沸騰するかと思った。

　私の体温が一気に上がったのに気づいたのか、社長はこちらに視線を向け、小さく微笑む。そして、信じられない言葉を口にした。

「香澄、俺と結婚しよう」

「いや無理です」

　考えるよりも前に、反射的に言葉が出た。

「……は？」

　私の返答を聞いた社長は、ぽかんとした表情を浮かべる。

「気を使わせてすみません。父にあんなことを言われたから、責任を感じて結婚しようと言ってくれたんですよね」

　私は気持ちを切り替えて、はきはきとした口調で話す。

「お父様のことは関係ない」

「でも、社長は悪くないので、気になさらないでください。なんとかひとりで頑張りますから」

「いや。香澄は俺をずっと好きでいてくれたんだよな？」

　確認するように問われ、「それはそうですけど」とうなずく。

「じゃあ……」

　私は社長の言葉を遮って続ける。

「でも結婚は無理です。だって、社長が私を好きになるなんてありえませんから」

「は？」

　相手は非の打ちどころのない美貌に抜群のスタイル、その上有名な老舗企業の御曹司で、三十二歳という若さで社長に就任するほど有能な人。そんな彼が、私なんかに本気になるはずがない。










絶対幸せにする　柊人 side




　プロポーズを断られた俺が吉木のマンションから出ると、こじれた関係がどうなったか心配した綾人から連絡が来た。

　俺も話を聞いてもらいたかったし、近くのバーで落ち合った。

　そして事情を説明すると、俺の話を聞いた綾人は、お腹を抱えて笑いだした。

「本気でプロポーズして秒で断られるって……！」

　自分でも情けない話だとは思うが、そこまで爆笑するのは失礼じゃないかとむっとする。

「吉木はずっと俺を好きだったと言ってくれたのに、どうして結婚はしたくないんだ」

　理解できないと俺が困惑していると、ようやく笑いが落ち着いた綾人が、滲んだ目元を指で拭いながらこちらを見た。

「そりゃ、信頼されてないんじゃない？　信用できない相手に突然プロポーズされたって、結婚はできないだろ」

「信頼……」

　綾人の言葉を繰り返しながら、今までの自分を省かえりみる。

　たしかに、俺は彼女に信頼してもらえることなんてなにひとつしていない。

　故意ではなかったとはいえ、彼女の立場になって考えるとひどい行動ばかりしていた。その上、今日は彼女の父親に結婚するつもりだと勝手に先走った発言をしたり、唐突にプロポーズしたり……。

　自分の行動を振り返った俺は、反論できずがっくりと肩を落とす。

「完全に自業自得だね」

　こっちはかなり深刻なのに。おもしろがる綾人を睨んだ。

「まぁ、兄さんは女性にモテすぎて自分で口説く必要がなかったから、そうやって戸惑う気持ちもわかるけど」

「綾人だって似たようなもんだろ」

「俺は違うよ。何年も久美に片想いし続けて、やっと手に入れたから」

「へぇ。意外だな」

　綾人は穏やかな性格でなんでもそつなくこなすタイプだから、恋愛もうまく楽しんでいるんだろうと思っていた。なのに、何年もひとりの女性に想いを寄せていたなんて。

「ちなみに、どうやって彼女を口説いたんだ？」

　興味をひかれて聞いてみる。

「ただひたすら優しく甘やかして溺愛しただけだよ。俺以外の男じゃ満足できなくなるくらいに」

　綾人はさわやかな顔でさらりと言っているけれど、言葉の裏に深い執着を感じた。

「お前、意外と腹黒いよな」

「そう？　本気で好きだから、必死だっただけだよ」

　本音を漏らした俺に、綾人は涼しい顔で微笑む。

「で、兄さんはどうするの？　プロポーズを断られたから、おとなしく諦める？」

「まさか」

　煽るような質問に、むっとしながら答える。

「諦めるわけないだろ」

　吉木も、そして生まれてくる子供も。俺が守り幸せにする。絶対に。




　翌日いつもより早く出社すると、廊下で吉木に出くわした。

　この時間に俺が会社にいるのは予想外だったのか、顔を見た途端「ひぇっ」と声をあげられた。まるで幽霊にでも遭遇したかのような反応だ。

　驚きのあまりバランスを崩した彼女の腰に手を伸ばし支える。

「大丈夫か」

　そうたずねると、吉木は真っ赤な顔でこくこくと首を縦に振った。動揺したせいか目がわずかにうるんでいる。

　あー、もう、朝からかわいいな、と心の中で文句を言ってから、気を取り直し表情を引き締める。

「吉木」

　俺が名前を呼ぶと、彼女は慌てて背筋を伸ばし「はい」と返事をした。

「少し話がしたい。社長室に来てくれ」

「……わかりました」

　俺の強い口調に吉木は逃げ場はないと諦めたんだろう。観念したようについてくる。

　ふたりで社長室に入り、吉木にソファに座るように促す。彼女は心細そうに周りを見回してからおずおずと腰を下ろした。

「……怪我は大丈夫か？」

　俺の質問に、吉木は首をかしげる。

「膝の傷」と付け加えると、納得したようにうなずいた。

「大丈夫です。しっかり手当てをしていただいたおかげで、もうふさがって痛みもないです」

　絆創膏が目立たないようにか、彼女はいつもより濃い色のストッキングを穿いていた。心配する俺を安心させるように、その膝の部分をぽんぽんと軽く叩いてみせる。

「吉木は妊娠しているんだから、怪我をしたり転んだりしないように、もう少し気を付けたほうがいい」

「そうですか？」

「昨日は俺から逃げるために全力疾走したし、膝だって怪我をしたし、さっきは驚いた拍子にバランスを崩してよろめいた。ヒールはやめてスニーカーにしたほうがいいんじゃないか？」

　俺の提案に、吉木は困ったような表情で首を横に振った。

「さっきはちょっと驚いただけで、低めのヒールを履いているので大丈夫です」

「でも、なにかあってからじゃ遅い。用心するにこしたことはないだろ」

「そんな、大げさすぎますよ」

「大げさすぎるくらいでちょうどいい。妊娠中は注意力散漫になって思わぬミスや事故につながることがある」

　俺がそう言うと、吉木は目を丸くする。

「なんで社長がそんなことを知っているんですか？」

「調べたからに決まってるだろ」

「え？」

「吉木が妊娠していると知って、本を買って勉強した」

　昨日綾人と別れてから、本屋に行った。

　育児書コーナーに足を踏み入れるのははじめてで、どの本がいいのかまったくわからず、関係ありそうな雑誌や本をかたっぱしから購入した。

　家に帰って読み込んで、妊娠してから出産するまでの十カ月の間に、どれだけ女性の体が変化し、どれだけ負担があるのかはじめて具体的に知った俺は、自分の無知さが恥ずかしくなった。

　吉木が俺の子を妊娠していると知って、ただ純粋にうれしいと思った自分がいかに軽率だったかを思い知る。

　精神的にも身体的にも負担が少なくなるように環境を整え、きちんと準備をした上で子供を授かるのが一番安全で健全なのに。

　それなのに、苦労するとわかっていてひとりで子供を産んで育てたいと決意した彼女の強さといじらしさに胸が詰まる。

　そして、あの夜自分の欲望を押さえきれず身勝手に彼女を抱いた自分を殴ってやりたくなった。

「社長がわざわざ妊娠について調べてくれるなんて……」

　吉木は驚いたようにつぶやく。俺はそんな彼女を見つめながら名前を呼んだ。

「香澄」

　俺の声に、吉木はぴくりと肩を揺らす。戸惑いながら視線をこちらに向ける。そんな不安そうな表情をさせているのが俺なのかと思うと、もどかしいほど庇護欲がかきたてられる。

「あの夜は身勝手なことをして悪かった。お金を置いていったせいで勘違いさせたかもしれないが、あれはただ無理をさせたからタクシー代をと思ったんだ」

「そうだったんですか……」

「俺は本気で香澄と結婚したいと思ってる」

　真剣にそう伝えたけれど、彼女は首を縦に振ってくれなかった。

「責任を取らないといけないと思っているのなら、気にしないでください」

「責任感だけで簡単に結婚しようと言うわけがないだろ」

　なかなか信じようとしない彼女に、諦めず言葉を重ねる。

「昨日、お父様の前で『自分のすべてをかけて、香澄さんを幸せにしたいと思っています』と言った言葉は、その場しのぎの嘘じゃない」

「え？」

「香澄を愛しているから、そばにいたい。君と生まれてくる子供を一生かけて幸せにしたい。心からそう思ってる」

　まっすぐに見つめながら言うと、彼女の頬がみるみる赤くなっていった。

「あ、愛しているなんて、生まれてはじめて言われました……っ」

　どうしていいのかわからないというように、両手で顔を覆ってうつむく。

　激しく動揺する姿がかわいくてたまらなくなる。ここが会社じゃなかったら、抱きしめてなでまわすのに。

「俺の気持ちは伝わったか？」

「いえでもきっと、気の迷いですよ」

「は？」

　予想外の言葉に、俺は眉根を寄せた。

「社長は責任感が強いので、私の妊娠を知って結婚しなくてはと思い込んでいるだけだと思います。結婚したあとで、やっぱり気の迷いだったと我に返られてもつらいので、もっと冷静になられたほうがいいと思います」

　吉木の言葉を聞きながら、俺はそこまで信用されていないのかとうなだれる。

　すべて俺の自業自得だとはいえ、ここまでかたくなに拒絶するなんてちょっとひどくないか。

　俺ははぁーっと長く息を吐き出し、気持ちを引き締めた。

「わかった」

　ここでひるんでたまるかと自分に言い聞かせながら顔を上げる。

「じゃあ気の迷いかどうか、香澄が判断してくれ」

「判断、ですか？」

「信じてもらえないなら、ひとつひとつ事実を積み重ねていくしかない。これから俺の愛を受け入れてもらえるまで、どんなに拒絶されても何度だって香澄を口説く」

　真しん摯しな気持ちが伝わるように、まっすぐに見つめながら言うと、黒い瞳に戸惑いが浮かんだ。

「そ、そんなことを言われても、信用できません。父にさえ見捨てられた私が、社長みたいな素敵な人に愛されるなんて……」

　昨日、威厳のある父親の前でなにも言えずに黙り込んでいた吉木の姿がよみがえる。青ざめ肩を震わせるその様子は、小さな子供のように頼りなく見えた。

　本当はただ愛されたいのに。それを実の親にすら素直に伝えられない彼女の不器用さまで、すべて愛おしいと思った。

「すぐに判断しなくていい。その代わり、今までみたいに避けずに、これからの俺を見てくれないか」

　そう懇願すると、彼女はおずおずとうなずいてくれた。ほっとして表情を緩めながら時計を見る。

「そろそろ始業時間だな」

「あ、そうですね」

　俺の言葉を聞いて、彼女ははっとしたように立ち上がった。俺も一緒にソファから立つ。

「妊娠してから業務内容が変わって内勤になったが、ほかに配慮してほしいことはあるか？」

　ドアに向かいながらたずねると、吉木は考えるように首をかしげた。

「とくには……」

「遠慮せずに言っていいんだぞ。ほかの社員たちも妊娠中は時間を短縮して働いたり、出勤日を減らしたりしているし」

　うちの会社は女性社員が多いのもあり、妊娠出産の制度がしっかり整っている。

「つわりがひどいなら、無理せず休んだほうがいい」

「つわりはあるんですが、会社にいるほうが気が紛れて楽なんです」

「そうなのか？」

　真面目な彼女は無理をしているんじゃないかと思いながら、吉木の顔を見る。

「家にひとりでいるほうがつらいので、今まで通り働かせてもらえると助かります」

「ひとりでいるとつらいのか」

「ひとりだと自分の体調の悪さばかり気になって、マイナス思考になってしまうのかもしれません」

　その言葉を聞いて考える。

「じゃあ、俺の部屋で暮らせばいい」

　俺が提案すると、吉木は目を丸くして「はぁっ!?」と叫んだ。

「社長の部屋でなんて暮らせません！」

「人がいるほうが、気が紛れて楽なんだろう？」

「それは、そうですけど」

「吉木の自宅より俺のマンションのほうが会社に近いし、俺が車で送ってやれる。毎日長い時間電車に揺られるより、ずっと安全だと思うが」

「でも、結婚する気もないのに社長の部屋に住まわせてもらうのは、なんだかずるい気がします」

「ずるくなんてない。結婚しようがしまいが、子供の父親が俺なのは事実だろう？」

「う」

「それに、結婚するかどうかを判断するためにも、一緒に暮らすのは合理的だと思うが」

「うう」

　俺の言葉に吉木の気持ちが揺らぎはじめたのを感じ、たたみかけるならここだとさらに口を開く。

「それに、お腹の子のために少しでもいい環境を選ぶのは、母親として当然だと思わないか？」

「ううう……っ」

　吉木はうめき声を漏らしたあと、小さな声で「たしかに、そうかもしれませんが……」とつぶやいた。

　その言葉を勝手に了解だと判断する。

「よし、じゃあ仕事が終わったら、荷物を俺の家に運ぼう」

「きょ、今日ですかっ!?」

「なにか断る理由はあるか？」

　あったとしても全力でつぶすけど。そう思いながら問いかけると、吉木は諦めたように白旗を上げた。




　香澄の荷物を自宅に運び、その日から半ば強引に同居生活をスタートさせた。

　それまで恋人ができてもひとりの時間を邪魔されるのが嫌で、外で食事をしてそのままホテルに行って、というデートばかりしていた。

　だから、プライベートの空間に女性を入れるのは、香澄がはじめてだった。

　こんな身勝手な男がいきなり同居なんて、うまくやっていけるのかという不安もあったけれど、二年間毎日のように一緒に過ごしてきたせいか、それともはじめて本気で愛した相手だからか、香澄とふたりでいる時間はとても心地がよかった。

　彼女が隣に座っているだけで、胸が温かくなる。彼女のためなら、なんだってしてやりたいし、とことん甘やかして守ってやりたくなる。

　本当に、香澄がかわいすぎてたまらなかった。

　俺がダイニングでノートパソコンを開き仕事をしていると、香澄は邪魔をしないように少し離れたソファに座り、さりげなくこちらを眺めている。俺がパソコンを閉じると、華奢な肩がぴょこんと跳ねる。そのまま俺がキッチンに行くと、がっかりしたように背を丸める。ウォーターサーバーで水を汲み、グラスを持ってリビングに戻ると、香澄の顔にうれしそうな表情が浮かぶ。

　彼女が俺を意識しているのが伝わってくる。そして、俺のそばにいたいと思っていることも。

　しかもそれを素直に言葉にしないとか、かわいすぎるだろ……。

　俺は心の中で文句を言ってから、ソファに座る香澄の隣に腰を下ろした。

　肩を抱き、「好きだ」と耳元でささやく。

　香澄は戸惑ったように体をこわばらせるだけでちっとも応えてくれないけれど、それでも十分満足だった。言葉にはしなくても、彼女も俺に好意を抱いてくれているのがちゃんと伝わってくるから。その証拠に、白い頬は真っ赤になっていた。

　本人は態度に出してるつもりはないんだろうけど、些細な仕草がかわいくてたまらない。

　そしてなにより、彼女のお腹の中には、俺たちふたりの子供がいる。そう思うと、言葉にできないような満ち足りた気持ちになる。

　一緒に過ごす時間が長くなるほど、俺はどんどん彼女に惹かれていった。




　取引先で打ち合わせをし本社に戻ると、ビルの前で「柊人くんじゃないか」と声をかけられた。

　馴れ馴れしい呼びかけに眉をひそめて振り返る。そこには中年の男と派手な女が立っていた。就任パーティーでも会った、富阪百貨店の社長とその娘だ。

「偶然だねぇ。ちょうど梨々花に HAMASAKI のバッグを買ってあげたところでね」

　富阪社長はそう言って隣に立つ娘に視線を向ける。派手な服装の彼女の腕には、HAMASAKI の中でも一番高価なシリーズのバッグが見せつけるようにぶら下げられていた。

「ありがとうございます。お似合いですね」

　社交辞令を口にしながら冷笑を浮かべる。

「やっぱり似合ってます？　うれしい！」

　女はお世辞を真に受け、満面の笑みでこちらに近づいてきた。

「ねぇ柊人さん。前にお食事に行くって約束をしたじゃないですか。いつにします？」

　約束した覚えは一切ない。馴れ馴れしく肩に触れられ、不快で眉を寄せた。そんな俺を尻目に、富阪父娘は楽しそうに話を進める。

「そうだ、箱はこ根ねにおいしい和食を出すいい旅館があるんだ。ふたりで泊まってきたらいい」

　富阪百貨店は業績が悪く倒産の危機だという話をよく耳にする。この男は娘をだしにして、なんとしても HAMASAKI に取り入ろうとしているらしい。

　会社のビルの前で会ったのも、偶然ではなく待ち伏せしていたんだろう。

　くだらない。俺は嫌悪感を抱きながら、口元に笑みを浮かべる。

「申し訳ありません。近々結婚する予定なので」

　そう言うと、ふたりの表情ががらっと変わった。

「結婚？　就任パーティーでは恋人はいないと言っていたじゃないか！」

「そのあとできたんですよ」

「どこの女か知らないけど、私のほうが柊人さんの妻にふさわしいわよ！　美貌も教養も兼ね備えているし、なんていったって富阪百貨店の社長令嬢なんだから！」

「そうだよ、柊人くん。早まった結婚は後悔するに決まっている。しっかり結婚相手の条件を見据えて考え直したほうがいい」

　必死なふたりが哀れに見えて、笑いがこみあげてきた。

「申し訳ないですが、恋人はすでに妊娠しているので、結婚を撤回する気はありません。諦めてください」

　冷たい口調で突き放すと、ふたりは悔しそうに唇を噛んだ。そしてこちらを睨み去っていく。

　俺が小さく息を吐き出すと、後ろに控えていた長江が声をかけてきた。

「社長。恋人が妊娠していることを言ってしまっていいんですか？」

「適当にあしらってつきまとわれるより、付け入る隙はないとはっきりさせたほうがいいだろ」

「たしかにそうですね」

　俺は富阪父娘の後ろ姿をちらりと見やってからビルに入った。










あなたと家族になりたいです




　リビングの窓を開けると、少し冷たい風が頬をなでた。

　サンダルを履き、広いバルコニーに出る。柵に手をかけ外を眺めると、大きな川が見下ろせる。朝は太陽の光を受けた水面がキラキラと輝くし、陽が落ちた今は川岸に立つビルや街灯の光を反射して静かに揺れていた。

　私はどちらの景色も好きだ。ここで暮らしはじめてから、一日二回はバルコニーに出て川を眺めるのが習慣になった。ゆったりとした川の流れを見下ろしていると、自然と気持ちが落ち着く。

　そのまましばらく柵に頬杖をついてぼんやりしていると、「香澄」と名前を呼ばれ、肩に温かな感触が触れた。

　驚いて振り向く。少し不機嫌な表情をした社長が私を見下ろしていた。

「またそんな格好で外に出て」

　文句を言いながら、パジャマ姿の私の肩にカーディガンをかけてくれる。

「あ、ありがとうございます。でも、今日はあまり寒くないので、大丈夫ですよ」

「もうすぐ十二月になるんだから、風邪も流行りだすだろうし、気を付けたほうがいい」

　私が社長のマンションで暮らしはじめて一週間と少し。彼は私を香澄と名前で呼ぶようになった。そしてことあるごとに、私の体調を心配してくれるようになった。

　彼がこんなに過保護で心配性だったなんて、今まで知らなかった。

「すみません。気を付けます」

　私が素直に謝ると、社長は表情を和らげる。

「中に入ろう」

　その言葉にうなずいて、バルコニーから部屋に戻った。社長と一緒に大きなソファに座ると、私の膝の上に肌触りのいいブランケットをかけてくれる。

　社長の自宅は、本社ビルから車で十分ほどの場所にある高級マンション。

　HAMASAKI の御曹司で社長だから、いいところに住んでいるんだろうなと思ってはいたけれど、予想以上に豪華な部屋だった。

　私のワンルームマンションと同じくらいの面積があるバルコニーに、広々としたリビングダイニング。最新の設備が整ったキッチンや水回り。十畳近くはありそうなメインベッドルーム。室内のインテリアはまるでホテルのようにモダンで、上質なものでそろえられているのがわかった。

　２ＬＤＫの一部屋を私の寝室として使わせてもらっていたけれど、部屋にこもっているよりも人の気配を感じられるほうが体調が楽なので、こうやってリビングでのんびりしていることが多い。

　憧れの社長と一緒に暮らすなんて……と最初は戸惑っていたものの、ここでの生活は思いのほか快適で心地よかった。それはきっと、社長が私のためにとことん気を使い、優しくしてくれているからだと思う。

　その気持ちはありがたいのに、同時に申し訳なくなる。

　社長は私の妊娠に責任を感じて優しくしてくれているんだろう。それに、私と父との確執を見て同情しているのかもしれない。

　でも、それは愛じゃない。責任感や同情は、いつかは薄れ、重荷になる。

　結婚して出産したとしても、社長が子供を愛してくれるかどうかはわからない。

　悩んだとき思い浮かぶのは、いつも不機嫌な顔をしていた父の姿だ。

　親に愛されない苦しさは、誰よりもわかっている。自分でも臆病だとは思うけれど、彼の言葉を信じて結婚に応じるのは怖い。

　そう思いながら隣を見ると、社長が私の視線に気づき「ん？」と首をかしげた。

「いえ」

　その甘い表情に自然と頬が熱くなる。ごまかすために首を振ってうつむくと、優しく肩を抱かれた。

「やっぱり寒かったか？」

「さ、寒かったわけじゃ……っ」

　密着した体に動揺した私がじたばたともがくと、社長は小さく笑いながら抱きしめる腕に力を込めた。

「香澄、好きだよ」

　耳元でささやかれ、ひぇぇぇっと心の中で悲鳴をあげる。

『どんなに拒絶されても何度だって香澄を口説く』という宣言通り、社長は隙があるとすぐにこうやって愛の言葉をささやく。彼にとってはなんでもないことなんだろうけど、恋愛に慣れてない私は毎回心臓が爆発しそうなほど、どきどきしてしまう。

　もう、勘弁して……！

　そう思ったとき、お腹からきゅるっという音が聞こえた。社長が目を丸くして、私のお腹を見下ろす。

「今のは赤ちゃんの声か？」

　真顔でたずねられ、真っ赤になりながら否定する。

「胃が鳴っただけですっ」

　どうしてこんなタイミングでお腹が鳴るかな！

　私が羞恥心に唇を噛んでいると、社長は笑いながら立ち上がった。

「食欲があるのはいいことだな。なにか作るよ。トマトのパスタなら食べられるだろ」

　そう言って社長はキッチンへと向かう。

　妊娠してからつわりのせいで、食べると気持ち悪くなりもどしてばかりだったけれど、最近ようやく落ち着いてきた。というか、食べても大丈夫なものが少しずつわかってきた。

　それでも一度にたくさん食べすぎると気持ちが悪くなってしまうので、ゼリー飲料やフルーツをひと口ずつ、一日に何度もとるようにしていた。なかでもトマトを無性に食べたくなることが多く、トマトの冷製パスタが大好物になった。

「私も手伝います」

　言いながら立ち上がろうとすると、「いいから座ってろ」と鋭い視線で睨まれた。

　申し訳なく思いながら、おとなしくソファに座り直す。

　妊娠して注意力散漫になっているせいか、すぐに物を落としたり指を切ったりするし、パスタを茹でるときの湯気で気持ちが悪くなったりもする。そんな私がキッチンにいたところで、邪魔にしかならないだろう。

　社長は麺を茹でながら手早くトマトを切り、さっぱりとした和風のパスタを作ってくれる。トマトと大葉のさわやかなにおいが漂ってきて、また胃がきゅるっと鳴いた。

「できたぞ」と声をかけられる。ダイニングテーブルに行くと、おいしそうなパスタが小さなお皿に控えめな量でのっていた。

　たくさん作ってもらうと、わざわざ社長が作ってくれたのに残すなんて申し訳ないと無理して食べるのを知っているから、わざと少なめに盛ってくれたんだろう。

　しかも、パスタによく使われるバジルは妊娠中はあまりとらないほうがいいからと、代わりに刻んだ大葉がたっぷりとのっていた。

　過保護な社長は本を読み込み、妊娠中に注意すべき食材を私以上に熟知している。前から記憶力がよく有能な人だとは思っていたけれど、こんなところにまで発揮されるとは。私は社長と暮らしはじめてから驚いてばかりだ。

「ありがとうございます」

　お礼を言ってテーブルにつく。社長は私の向かいの席に座り、頬杖をついてこちらを眺めていた。

　彼の視線を感じながら、フォークにパスタを巻きつけ口に運ぶ。氷水でしっかり冷やした極細のカッペリーニはのど越しがよく、トマトの酸味とかすかなアンチョビの香り、そして口の中をさっぱりさせる大葉の味に頬がほころぶ。

「おいしいです」

　そう言うと、社長が笑顔になる。

「よかった」

　甘い声と優しい視線に、頬に熱が集まる。

　ごまかすようにフォークを動かしていると、社長が思い出したように口を開いた。

「そういえば、あさっては有休を申請していたよな。なにか用事があるのか？」

「あ、妊婦健診の予約をしているので、クリニックに行こうと……」

　私が答え終わる前に、社長が「何時だ」と真顔で問う。

「え？」

「健診の予約は何時からだ」

「ええと、十時ですが」

　ぽかんとしながら答えると、社長はスマホのアプリでスケジュールを確認する。

「場所は？」

　立て続けに質問され、私はクリニックの名前と住所を教える。

「その時間なら抜けられそうだから、クリニックで直接待ち合わせしよう」

　そう言われ、目を丸くした。

「え。社長も健診についてくるんですか？」

「当然だ」

「な、なんで」

「俺がお腹の子の父親だからだ。父親が健診についていってなにが悪い」

　当たり前だろ、という表情で言い切られ、私は反論できずに黙り込んだ。




　二日後。私と社長はクリニックに来ていた。

　仕事中に抜けてきた彼は、ビシッとしたスーツ姿だ。

　ふたりで一緒に受付に行くと、カウンターの中にいた女性職員たちが社長を見てざわついた。頬を赤らめ、そわそわした様子で受付の手続きをしてくれる。

　待合室に入った彼は、私をソファに座らせてから隣に腰を下ろす。

　それにしても、小さな子供や妊婦さんがほのぼのと過ごすこの空間に、社長がいるのは違和感がすごい。

　こんな場違いなところに来て、恥ずかしかったりしないのかな……とおそるおそる社長の顔をうかがってみたけれど、彼はまったく気にしていない様子だった。

　順番が来て、指定された診察室に入る。

「調子はどうですか？」

　担当医のあまり愛想のない男性医師にたずねられる。

「大丈夫です」と私が答えようとすると、横で社長が口を開いた。

「つわりが続いていて、トマトやフルーツといった冷たいものしかとれないんですが、栄養は大丈夫でしょうか」

　ものすごく真剣な様子で質問する。本人の私より前のめりだ。

「まだ妊娠初期ですし、水分がとれているなら、無理して栄養を考えずに食べたいものを食べてもらって大丈夫でしょう」

　医師の言葉を聞いて、社長は安心したように「そうですか」と表情を緩めた。

「よかったな」

　優しく微笑みかけられ、心臓がきゅんと跳ねた。

　診察台に横になり、心音を確認するためのドップラーという機械をお腹に当てる。すると、ざらりとした雑音が響き、ドッドッドッドッドッドッと力強い音が聞こえてきた。

　私は思わず目を見開き、足元で様子を見ていた社長に視線を向ける。彼も私と同じように、驚いた表情を浮かべていた。

「これ……」

「心臓の音です。一分間に百七十回くらい鼓動を打っていますね。大人よりずっと早いですが、順調に生育している証拠です」

「こんなに力強く心臓が動いているんですね」

　社長が感激したように漏らすと、看護師さんが優しくうなずいた。

「すごいでしょう？　お母さんのお腹の中で、赤ちゃんはこれからどんどん大きくなっていくんですよ」

「どうしよう。参ったな……」

　社長はつぶやきながら口元に手を当てる。どうしたんだろうと不安になって見つめていると、私の視線に気づいた社長は大きく息を吐いた。

「香澄が妊娠しているのはわかっていたけど、心臓の音を聞いてものすごく実感が増した。香澄のお腹の中で俺たちの赤ちゃんがちゃんと育ってるんだな」

　愛情が滲む優しい視線を向けられ、ぶわっと頬が熱くなった。

　ちょっと待って、そんな甘い表情で見つめるのは反則です……っ！と心の中で叫ぶ。

　そのやりとりを見ていた看護師さんが私の耳元でこっそりとささやいた。

「旦那さん、とっても素敵な人ですね。子こ煩ぼん悩のうないいパパになりそう」

　その言葉にさらに頬が熱くなる。

　彼女は、はじめて診察を受けたときに、泣きながら『産みたいです』と繰り返す私を見ていたから、複雑な事情を察して心配してくれていたのかもしれない。

　否定するのもおかしいかと思い、「ありがとうございます」と小さな声で言う。

　ひと通りの健診を終え、診察室の椅子に座って医師と話をする。

「出産予定日は七月七日ですね」

　それを聞いて、私は「七月七日……」とつぶやいた。

「七たな夕ばたが予定日って、なんだかロマンチックだな」

　社長の言葉に「私も今、同じことを考えていました」と漏らす。視線を合わせて微笑み合うと、医師がこほんと咳ばらいをした。

「まだ胎盤が完成していなくて不安定な時期ですし、つわりもあるようなので」

　その言葉にふたりで「はい」とうなずき前を向く。

「夫婦の営みはもう少し我慢してください」

　冷静な表情で言われ、私は一瞬きょとんとした。夫婦の営みって……。その意味を理解した途端、一気に頭に血が上る。ぼんっと音を立てて脳みそが爆発しそうだ。

「どうかしました？」

　あまりに挙動不審だったのか、医師に不審そうな視線を向けられてしまった。

「いやっ、あの……っ」

　どんなリアクションをしていいのかわからずパニックになった私は、椅子から滑り落ちそうになる。すると横にいた社長が腕を伸ばし、私の体を支えてくれた。

「大丈夫か？」

「は、はい……っ」

　涙目でこくこくと首を縦に振る。そんな私を見た社長は、ぐっと唇を噛みわずかに眉をひそめる。

　こんなことで動揺するなんて、絶対にあきれられた……。

　そう思っていると、見ていた看護師さんがうふふっと声をあげる。

「真っ赤になっちゃって。かわいいお母さんですね」

「すみません」と頭を下げた私の横で、社長が「そうなんです」とうなずいた。

「本当にかわいいんです」

　その言葉を聞いて、私はまた椅子から滑り落ちそうになる。

「ま、真顔でなにを言ってるんですか！」

「だって、香澄がかわいいのは事実だろ」

「お願いですから、そうやってからかわないでくださいっ！」

　私が怒ると、社長はしぶしぶといった表情で口を閉じた。




　次の健診の予約をしてクリニックを出る。

「心臓の音にも感動したけど、エコーで見た赤ちゃんもかわいかったな」

　社長は感動が冷めやらぬ口調でつぶやいた。

「かわいかったですか？　まだだるまさんみたいでしたけど」

　照れくさくてそう言うと、「めちゃくちゃかわいかった」と食い気味に返され、思わず笑ってしまう。

「次回は４Ｄエコーで動画を撮ってくれるって言っていたな」

「はい。４Ｄってどんな感じなんでしょうね」

「今からすごく楽しみだ」

　ご機嫌につぶやく社長の背中を見て、「ん？」と引っかかる。

「もしかして、次の健診もついてくるつもりですか？」

「当たり前だろ」

「いや、でもお仕事は」

「四週間に一度、数時間抜けるくらい、大丈夫だ」

「でも……」

　秘書として社長のスケジュール管理をしているから、彼がどれだけ忙しいのか知っている。

「社長に就任してから可能な限り予定を詰め込んでいたせいで、長江から少し働きすぎだと文句を言われているんだ。私用で仕事を抜けたいと言ったら逆に喜ばれた」

「それは、たしかに」

　社長の言葉にうなずく。

　経営者である社長は労働基準法の対象外だけど、それでも働きすぎは問題だ。

「吉木が妊娠したことは綾人や長江にも報告した。これからの俺の業務は柔軟に対応できるようにしてある」

「えっ!?　言ってしまったんですか？」

　さらりと言われ、私は思わず目をむいた。

「長江は俺と香澄が一緒に出勤しているのに気づいていたし、今日もここまで送ってもらった。隠しても無駄だろう」

　その言葉にがっくりと肩を落とす。考えてみれば、社長の車で出社している時点でばればれだ。

「ほかの社員にはまだ漏らさないようにと頼んである」

　それならちょっとは安心だ。私が女性社員の憧れである社長の子供を妊娠していると知られたら、大暴動が起こりそうだから。

　そう思っていると、社長は手を上げタクシーを止めた。そして後部座席に私を乗せてくれる。

「じゃあ俺は仕事に戻るから、気を付けて帰るんだぞ」

「あ、はい」

「なるべく早く家に帰るようにする」

　社長は、私が家にひとりでいると具合が悪くなると言ったことを覚えていて、極力早く仕事を終えて一緒にいるように気を使ってくれていた。申し訳なく思いながらも、ひとりで家にいるとどうしてもさみしくなるときがあるから、やっぱりうれしい。

「ありがとうございます」

　照れながらお礼を言った私に、社長は微笑む。タクシーのドアに手をかけ長身をかがめると、私の耳元に唇を寄せる。

「好きだよ、香澄」

「だ、だから、そうやって隙あらば甘い言葉をささやくの、やめてください……っ！」

　真っ赤な顔で苦情を言うと、社長は「ははっ」と声をあげて笑う。

「香澄に結婚してもらうために、必死なんだよ」

　いたずらっぽい表情に、頬が熱くなった。

　ドアが閉まりタクシーが動きだす。歩道に立つ社長が小さく手を上げる。そんななにげない姿まで素敵で、ドキドキとはやる鼓動はなかなか落ち着いてくれなかった。

　私は後部座席でひとり、診察室での様子を思い出しながら大きく息を吐き出した。

　社長はお腹の赤ちゃんの姿を優しい表情で見つめていた。赤ちゃんが順調に育っていることを、心から喜んでいるように見えた。

『子煩悩ないいパパになりそう』とささやいた看護師さんの言葉がよみがえり、胸のあたりが温かくなる。

　……信じてみてもいいのかな。

　心の中でそうつぶやいて、でも次の瞬間思い浮かぶのは、『勝手にしろ』と言い捨て出ていく父の背中だ。

　信じたい気持ちと、愛してもらえなかった苦しみ。心の天秤の上で、気持ちが不安定に揺れた。




　クリニックから社長のマンションに戻り、昼食にフルーツを少し食べたあと、洗濯や掃除をする。

　社長は家事なんてしなくていいと言ってくれるけれど、ひとりでぼうっとしているよりは、体を動かしているほうが楽なので、無理のない程度にさせてもらっている。

　乾燥機からほかほかになった洗濯物を取り出し、のんびりとたたむ。

　妊娠してからはつわりで気持ち悪くならないように、無香料の洗剤や柔軟剤を使うようになった。それでも、洗い上がりのかすかなにおいにさえ敏感になるときもあるけれど、今日は調子がいいのかあまり気にならなかった。

　つわりが落ち着いているみたいだし、軽く夕食を作ろうかな。

　妊娠が発覚してからずっと、偏ったものしか食べられなかった。赤ちゃんに栄養があげられていないんじゃないかと心配で、罪悪感を抱いたりしていた。

　けれど、今日お医者様から大丈夫と言ってもらい、だいぶ気持ちが楽になった。

　健診についてきてくれた社長のおかげだね、とお腹の赤ちゃんに話しかけてみる。もちろん返事はないけれど、エコー検査で見た姿を思い浮かべるだけで、胸が温かくなる。

　なにを作ろうかな。そう思いながらキッチンに向かい、冷蔵庫の中の食材を確認する。

　二年間、秘書として社長のそばに仕えていたから、彼の食の好みは把握している。会食で豪華な食事をとることが多いからか、プライベートではシンプルな和食をよく選ぶ。

　さすがに煮物や揚げ物は無理だろうけど、簡単な和え物や煮びたしくらいなら作れるかな。

　そんなことを考えていると、ダイニングテーブルに置いてあったスマホが鳴りだした。メッセージの受信ではなく、電話のようだ。

「社長からかな……？」

　ダイニングに戻り、スマホを持ち上げる。そこに表示されていたのは兄の名前だった。

　どうして、兄が……？　動揺しながらも電話に出る。

「も、もしもし」

《香澄、今話しても大丈夫か》

「大丈夫だけど……」

《東京に来てるんだ。これからお前の家に行くから、少し会えないか？》

　兄が東京に来ている。それを知って言葉に詰まった。

　この前父が会いに来たばかりで、次は兄がやってくるなんて……。きっと、私を地元に連れ戻すように説得しろと父に命令されたんだ。用件を察して背筋が冷える。

《あ、もしかして仕事中だったか？》

　黙り込む私の動揺を感じ取ったんだろう。そうたずねてきた兄に、慌てて首を横に振る。

「今日はお休みなんだけど、今、ちょっと違う場所に住まわせてもらっていて」

《あぁ。父さんが言っていた、濱崎さんのところか》

　私の言葉を聞いて、兄が納得したようにつぶやく。父が社長のことも話していたんだと知って、ますます緊張感が高まる。

《じゃあ、そっちの部屋に行ってもいいか？　住所はどの辺り？》

　そう聞かれ少し考え込む。社長の部屋に居候させてもらっているだけなのに、勝手に兄を部屋にあげるのは失礼だろう。

「やっぱり私が自宅のマンションに帰るから、待ってて」

　そう言って電話を切る。そして念のため、社長に【兄が来たので帰ります】とメッセージを送ってから家を出た。




　帰ってこいという父に従わず、結婚もしないまま妊娠した私を、きっと兄も怒っているだろうな。無理やり実家に連れ戻されそうになったらどうしよう。ちゃんと説得させられるだろうか。そんな不安な気持ちのまま電車に乗り、自宅へと向かう。

　住みなれたマンションに到着すると、兄はすでにエントランスの前に立っていた。

　私の姿を見て、「久しぶりだな」と目を細める。

「うん。久しぶり」

　私も同じ言葉を返す。

　兄に会うのは大学を卒業して一度地元に帰ったとき以来だから、五年ぶりだ。兄妹とはいえ、こんなに長い間が空いての再会は緊張する。

「まだわかんないな」

　ぽつりとつぶやかれ、なんだろうと視線を上げると、兄は私のお腹を見ていた。

「まだ全然ふくらんでいないんだなと思って」

「うん。もうすぐ四カ月なんだけど、まだまだ初期だから」

「そっか」

　兄は納得したようにうなずく。その表情が予想外に柔らかくて、少し戸惑った。てっきり顔を見た途端お説教がはじまると思っていたのに。

　とりあえず兄を部屋に招き入れる。お茶を淹れようとした私に、兄は「お茶なんていいから、座って休めよ」と言ってくれた。

　慌ててここまで戻ってきてちょっと疲れていた私は、その気遣いに甘えてクッションに深く座る。

「それにしても、香澄が妊娠か。父さんから聞いてびっくりしたよ」

　本題に入られ、びくっと肩が震えた。

「ご、ごめんなさい。でも……」

　地元には帰れませんとちゃんと言わなきゃ。

　そう思い、怯えながらつぶやくと、兄は「なんで謝るんだよ」と私の言葉を遮った。

「え……？」

　予想外の反応に驚く。兄の表情は柔らかかった。

「これ、父さんから預かってきた」

　兄は言いながら、シンプルな封筒を取り出す。実家の工場名が印刷された、素っ気ない茶封筒だった。

　小さな頃から何度もこの封筒を見てきた。実家の空気や、隣に建つ工場から聞こえてくる機械音。埃と鉄の混じったにおいを思い出し、懐かしさで胸がいっぱいになる。

「これ……」

「開けてみな」

　震える手で受け取り、中を取り出す。入っていたのは短冊形の細長い便せんが一枚と、布でできた手のひらより少し小さいもの。

　それを見て、私は信じられない気持ちで息をのむ。

「お守り……」

　淡い桃色の布地に、金糸で『安産御守』と刺し繍しゅうが入ったお守りだった。

　震える手で便せんを開くと、ただ一文。

【体を大事にして、元気な子を産みなさい】

　愛想のない父らしく、走り書きのような素っ気ない文字で書かれていた。

「これを、お父さんが……？」

　なんと言っていいのかわからなくて、呆然としながらお守りと便せんを見下ろす。

　どうして？　結婚もせず妊娠した私を怒っていたんじゃないの？　自分の言うことを聞かない娘に愛想を尽かしたんじゃないの？

　混乱する私に、兄は小さく笑った。

「父さんも心配してるんだぞ。お腹の赤ちゃんは元気なのかとか、いつ頃生まれるんだとか。口を開けば香澄のことばっかりで正直困ってる。気になるなら自分で聞けばいいのに、父さんも不器用だから」

「不器用って……。お父さんは、私に興味がないんじゃないの……？」

「そんなわけあるかよ」

　私の言葉を兄は笑い飛ばした。

「父さんは口下手で愛想がないから、母さんが死んだあと、思春期の香澄とどう接すればいいのかわからなかったんだよ」

「でも、小さな頃、お兄ちゃんばっかりお父さんにかわいがられて、私は相手にしてもらえなくて……」

「あぁ、工場での話だろ？　父さんは過保護だから、小さな香澄が怪我をしたら大変だって心配してたんだよ。危ないから工場に入るなって注意したら香澄に大泣きされて動揺して、どんどん接し方がわからなくなっていったらしいよ」

　気難しくていつも険しい顔をしていた父の内面をはじめて知って愕然とする。

「お父さんにとって女の私は工場を継げないから、必要ないんだって。だから、私にかまってくれないんだって思ってた」

「必要ないどころか、いつも心配ばかりしているよ。だけど、自分が香澄から好かれていないって自覚があるから、なかなか連絡を取れなくて、ひとりで悩んで」

　兄から聞く父の姿は、驚くほど自分そっくりだ。思い込みが激しくて、臆病で、頑固で。私たちは親子なんだと強く実感する。

「今回もいきなり電話で、地元に戻ってきて結婚しろって言われてびっくりしただろ？」

　その言葉に私はうなずく。すると兄は種明かしをするように説明してくれた。

「父さんの知り合いの娘さんが、東京でひとり暮らしをしている間に病気にかかったんだって。でも、ひとりだから気づくのが遅れて悪化して救急搬送されたって聞いて、『香澄は大丈夫なのか』って心配になったみたいだよ」

「だから、私に帰ってこいって？」

「そう。結婚なんてただの口実で、心配だからそばにいてほしかっただけなんだよ」

　父の本当の気持ちを聞いて、肩から力が抜けた。あんなにも怯えていた自分は、なんだったんだろう。

「それならそうと、言ってくれればよかったのに……」

「それを素直に言えないのが父さんなんだよ。それに、かたくなに父さんを避けていた香澄にも原因があると思うけどな」

　痛いところをつかれ、唇を噛んだ。

　ずっと父に愛されたいと思っていた。その気持ちを素直に出していたら、お互いにすれ違わずに済んだのに。どこまでも似たもの親子だから、こんなにも反発してしまったんだと今ならわかる。

「近しい関係であればあるほど、ちゃんと気持ちを言葉にして伝えないとだめなんだよな」

　兄の言葉が胸に刺さる。

　思い当たるのは父のことだけじゃなく、社長のこともだ。

　本当は大好きなのに、ずっとそばにいたいと思っているのに、臆病さに負けて本当の気持ちを伝えられていない。

　私は自分の手の中にあるお守りと便せんを見下ろした。

　薄桃色のお守りには、小さな鞠まりと桜の刺繍が入っていた。このかわいらしいお守りを強面の父が買ったのかと思うだけで、涙がこみあげてくる。

　意地を張って失うよりも、傷ついたっていいから彼に気持ちを伝えたい。父と兄のおかげで、素直にそう思えた。

「ありがとう、お兄ちゃん……」

　涙をこらえながらお礼を言うと、ちょっと乱暴に頭をなでられた。

「落ち着いてからでいいから、たまには父さんに連絡してやれよ」

「うん」

「それにしても、香澄に結婚も子供も先を越されるとはなぁ」

　ちょっと悔しそうにつぶやく兄を見て、目元を拭いながら笑う。

「お兄ちゃんは、彼女いないの？」

「いるよ。来年には結婚したいなと思ってる」

「そうなの!?」

　からかうつもりで聞いたのに、まさかそんな答えが返ってくるとは思わなかった。

「実家の工場は俺が責任をもって継ぐ。だから、香澄は自分が幸せになることだけ考えろ」

　力強い兄の言葉に、鼻の奥がつんとして瞳がうるむ。

「はい……っ」

　なんとかこらえようとしたけれど、やっぱり我慢できなくてぽろりと涙がこぼれた。




　話が終わると兄は「じゃあそろそろ帰るかな」と言って立ち上がった。ふたりで一緒にマンションの外に出る。

「わざわざこんな遠いところまでありがとう」

「いや、お前のためだけに東京に来たわけじゃないし」

「そうなの？」

　首をかしげた私に、兄はうなずく。

「こっちで新しい取引先と商談するために来たんだ。お前はそのついで」

　だから気にするな、と言外に私に伝えてくれる。

「今ある取引先だけに頼っていたら、業績は落ちていく一方だってわかっているから、新しい可能性をちゃんと模索してる」

「知らなかった……」

「俺だって、嫌々工場を継いだわけじゃないし、やるからには成功したいって野心もある。これでも有能な二代目だって期待されているんだからな」

　そう言う兄は、立派な経営者の顔をしていた。頼もしさに胸が熱くなる。

「じゃあ、急に来て悪かったな」

「ううん。会えてうれしかった。気を付けて帰ってね」

　一度口を閉じてから、手の中にあるお守りをもう一度見つめた。そして勇気を出して付け加える。

「それから、お父さんにもよろしく言っておいて」

　照れくささを隠しながら言うと、兄は目元にしわを寄せて笑った。

「了解。お前も、お腹の子を大事にしろよ」

「はい」

　私がうなずくのを見届けてから、兄は背を向けて歩きだした。

　その姿を見送りながら、ほうっと息を吐き出す。

　辺りを見回すと、すっかり夕暮れの空になっていた。藍色の空の高いところに、白く光る一番星が見える。

　冷たい風が吹いて、ぶるりと体を震わせる。陽が落ちたせいで、一気に気温が下がったみたいだ。

　帰ろう。そう思った。そして自然と心に浮かんだのは、五年間住み続けたこのマンションでも、小さな頃からの思い出がある実家でもなく、いつも私を温かく守ってくれる社長の隣だった。

　一度部屋に戻ろうとエントランスの中に入りかけたとき、背後から靴音が聞こえてきた。

「香澄……っ！」

　切羽詰まった声で名前を呼ばれ、驚いて振り返る。

　そこには息を切らし、肩を上下させる社長の姿があった。

「社長？」

　彼は目を丸くする私の腕を掴み引き寄せると、まるで閉じ込めるようにきつく抱きしめた。

「頼むから、行かないでくれ」

　そう言って、抱きしめる腕に力を込める。

「ん？」

　ただ電気を消したり戸締まりをしたりするために一度部屋に戻ろうとしているだけなのに、なんで社長はこんなに必死に私を引き留めているんだろう。

「あの？」

　首をかしげた私を、社長が真剣な表情で見つめる。

「お兄さんが迎えに来たから、実家に帰るつもりなんだろう？」

「んんん？」

　実家に帰るつもりなんてないのに、なんでそんな思い込みを……。困惑する私に気づいたのか、社長が腕の力を緩めた。

「メッセージで『兄が来たので帰ります』って送ってきたよな？」

　確認するように問われ、うなずく。

「あ、はい。兄から話がしたいと連絡が来たんですが、社長の部屋に無断で兄をあげるのは失礼なので、自宅のマンションで会おうと思って」

「帰るって、実家にじゃなくて、自宅にってことかよ……」

　私の言葉を聞いた社長は、脱力しながらその場にしゃがみこんだ。

「す、すみません。紛らわしかったですか？」

　慌てて謝ると、社長は「いや」と首を横に振る。

「冷静になって考えてみれば、香澄が仕事を放り出して実家に帰るはずがないのに、余裕がなさすぎて勝手に勘違いした俺が悪い」

　そう言いながらうつむく彼の首筋には、うっすらと汗が浮かんでいた。

　それを見て、きゅっと心臓が苦しくなる。もう肌寒い季節なのに、こうやって汗が浮かぶくらい必死になって駆けつけてくれたんだ……。

　苦しいくらいの愛おしさがこみあげてきて、どうしていいのかわからなくなる。

　私は無言のまま社長の隣にしゃがむ。そしてたくましい肩に額を預けた。

「香澄？」

　社長はぴくりと肩を震わせた。普段自分からは社長に触れることのない私が、急に身を寄せてきて戸惑っているようだ。

　らしくないことをしていると、自分でも思う。恥ずかしさと緊張で社長の顔を見られない。

　私は父からもらったお守りを握りしめ、うつむいたまま口を開いた。

「……好きです」

　つぶやくと、社長の肩がさらに大きく揺れた。

　大きな手が頬に触れ、前を向かされる。社長が私の真意を確認するように、瞳の奥をのぞき込む。

「もう一回」

　小さなつぶやきに私が目をまたたかせると、「もう一回言ってくれ」と熱っぽい声でねだられた。

「社長が、好きです」

　言いながら、思いがあふれ目頭が熱くなる。

　好きと伝えただけで泣きたくなるなんて、情緒が不安定だ。けれど社長はそんな私にあきれることなく、柔らかい笑みを浮かべた。

「俺も、香澄が好きだよ」

　その言葉に、さらに涙がこみあげてくる。必死にこらえていると、社長は大きな手で私の耳を覆った。

「寒い外にいたせいで、耳が冷たくなってる。一度、中に入ろう」

　手を引かれてマンションの中に入る。

　部屋に戻ると、社長は私をクッションに座らせてくれた。そして、床に膝をついて私の顔をのぞき込む。

「お兄さんは、なにか言っていた？」

　そう問われ、手のひらの中にあるお守りを見せた。

「父から預かってきたと、このお守りと手紙をくれたんです」

「安産御守、か」

　社長がため息をこぼしながら、金糸で刺繍された文字を読む。

「父は私に興味がなかったのではなくて、ただただ心配していたんだって。不器用で、接し方がわからなかっただけで、本当はずっと私を気にかけてくれていたって……」

　言いながら涙をこらえきれなくなる。嗚咽を漏らしながら、細長い便せんを開いてみせる。

【体を大事にして、元気な子を産みなさい】

　社長はそう書かれた一文を長い指でなぞり、優しい表情で私の話を聞いていた。

「私と父はそっくりなんです。お互いに気持ちを伝えていれば、こんなふうに長い間すれ違わずに済んだのに、頑固で臆病で思い込みが激しくて……」

　ときおり声を詰まらせながら、必死に言葉を紡ぐ。

「嫌われるのが怖くて、素直に好意を伝えられなくて。でも、ようやくこれじゃだめなんだって気づけたんです」

　そう言って顔を上げる。涙でうるんだ瞳で、まっすぐに社長を見つめて口を開いた。

「社長みたいに素敵な人が、私を好きになってくれるわけないって。結婚しようと言ってくれたのも、責任を取るためなんだって。信じていつか裏切られるのが怖くて、心の中で言い訳ばかり探して逃げていました。でも、本当はずっとずっと、社長が大好きでした」

　こんな大事なことを泣きながら伝えるのは卑怯だ。そう思って必死に我慢していたのに、感情が昂たかぶってこらえきれない。

　瞳からぽろりと一粒涙がこぼれたのをきっかけに、次から次へとあふれ出す。

「……許されるならこれからもずっと、社長のそばにいたいです」

　泣きながら言うと、社長はため息をついた。「あぁ、もう……」と髪をかき上げながら、こちらを睨む。その色っぽさに、心臓が跳ねる。

　長い指が私の頭を優しくなで、そのまま引き寄せた。私の涙で濡れた顔を自分のコートに押しつけると、社長はゆっくりとため息をついた。

「香澄が愛おしすぎて、おかしくなりそうだ」

「社長……」

　吐き出すようなつぶやきに心臓が跳ねる。思わず肩が揺れると、社長は安心させるように後頭部を包む手に力を込め、私の髪に頬を寄せた。

「ようやく素直になってくれた」

　切実なほど愛情のこもった声でつぶやかれる。

「す、すみません、社長を疑ってばかりで……」

「いや、香澄は悪くない。全部俺のせいだよ。意図してなかったとはいえ、俺の身勝手な行動のせいで香澄をたくさん傷つけたし悩ませた。あの夜だって、あんなふうに勢いに任せて抱くべきじゃなかった」

　後悔の滲む言葉に、私は慌てて顔を上げ首を横に振る。

「そんなことないです。私はあの夜のこと、後悔してません！　ずっと憧れていた社長に触れてもらえて、気持ちよくて、うれしくて、幸せで……っ」

　必死に訴える私を見て、社長は小さく笑った。

「そうやって、俺を甘やかすな」

「甘やかしているつもりは、まったくないんですけど……」

　むきになってしまった自分に気づいて、頬が熱くなる。すると社長が「参ったな」とつぶやいた。

「香澄が俺を好きだってことはわかっていたけど、こうやって素直に好意を出されると、かわいくて仕方ない」

　こちらに色っぽい流し目を向ける。ホテルのベッドの上で見せた、大人の男の表情だ。

　ごくりとのどを上下させた私の顔を、社長が微笑みながらのぞき込む。

「キスしてもいい？」

　その問いかけに、一気に頭に血が上った。こうやって改まってたずねられると、どうしていいのかわからなくなる。

　私が真っ赤になりながら首を縦に振ると、社長はうれしそうに笑みをこぼした。

　整った美貌が近づいてくる。緊張でがちがちになっている私をからかうように、柔らかい唇が一瞬触れてすぐに離れた。

「大丈夫そうか？」

　瞳の奥をのぞき込まれ、私はどういう意味だろうと目をまたたかせる。

「つわりでハグやキスが嫌いになる人もいるらしいから」

　どこまでも過保護で優しい社長の気遣いに、「ふふっ」と声が漏れた。

「大丈夫です。社長のにおい、大好きなので」

　社長の部屋に引っ越してから少しずつ、つわりが軽くなってきたのは、人の気配があるのも一因だけど、実は社長のにおいを感じられることも大きかった。社長は香水も整髪料も使っていないのに、なぜかいつも私をほっとさせるにおいがする。

「もっとくっついていたいくらいです」

　素直に漏らすと、社長はぐっと言葉に詰まった。そして、降参だというようにため息をつく。

「あー、もう。香澄には振り回されてばかりだ」

「振り回してるつもりはないんですけど」

「無意識か。余計にたちが悪い」

　しかめっ面の社長に、私はどうしていいのかわからなくなる。

「す、すみません……っ」

　慌てて謝ると、鋭い視線で睨まれた。

「俺をこんなに振り回した責任を取って、一生そばにいてくれ」

　その言葉に、私は目を見開く。

「結婚しよう」

　真剣な表情で求婚され、感激で涙がこみあげてくる。

「香澄、返事は？」

　ぽろぽろと涙をこぼす私を、社長は優しい目で見つめていた。私は涙を拭いながら、「はい」とうなずく。

「社長と、家族になりたいです」

　涙声でそう言うと、きつく抱きしめてくれた。




　翌日、私は兄に電話をかけ、社長と結婚することを報告した。

　話を聞いた兄は、ほっとしたような優しい声で《よかったな》と言ってくれた。

《父さんにかわるか？》と聞かれたけれど、少し迷ってから首を横に振った。

　今まで十年もすれ違ってきたから、誤解がとけたからといってすぐに素直になるのはなんだかちょっと照れくさい。不器用な父と私らしく、少しずつ距離を縮めていけたらいいなと思う。

　そのやりとりを仕事から帰ってきた社長に伝えると、彼は黙り込み、なにかを考えていた。

　どうしたんだろうと不思議に思いつつ、普段通り食事をしてお風呂に入る。

　ゆっくりと湯船に浸かり体を温めた私がリビングに行くと、社長は誰かと電話をしていた。スマホを耳に当てた真剣な横顔を見て、思わず足を止める。

「順序が逆になってしまい、本当に申し訳ありませんでした」

　その言葉を聞いて、電話の相手が誰かわかった。私の父と話しているんだ。

　社長は電話口だというのに、深く頭を下げていた。

「香澄さんと生まれてくる子供を、必ず幸せにするとお約束します。これからなにがあっても、全力でふたりを守っていきます」

　私のいないところで、社長は父に結婚の報告をしてくれていたんだ。

　彼の誠実さが伝わってきて、胸がいっぱいになる。嗚咽がこぼれそうになって手で口を覆うと、物音で気づいたのか社長の視線がこちらに向いた。

　立ち尽くす私を見て驚いたように少し目を開いたあと、すぐに表情を和らげる。

「はい。彼女もここにいます」

　父の言葉にうなずきながら、社長は私に向かって手招きをした。

「お父様が、香澄と話したいって」

　差し出されたスマホを、震える手で受け取る。

「も、もしもし」

《香澄》

　父のこの低くぶっきらぼうな声が、小さな頃からずっと怖かった。でも今は、その裏に隠された不器用さを知っているから、ちゃんと愛情が込められているのがわかる。

《結婚するんだな》

「はい。柊人さんと、結婚します」

《……そうか》

　父はそうつぶやいてから、少し沈黙する。もしかして結婚には反対なのかなと不安に思っていると、ため息が聞こえてきた。

《お前が、吉木香澄じゃなく濱崎香澄になるのかと思うと、なんだかさみしいな》

　ひとりごとのようなつぶやきを聞いて、鼻の奥がつんとした。こみあげてくる涙を必死にこらえる。

「結婚して名字が変わっても、私はずっとお父さんの娘だよ」

　言葉を詰まらせながらそう言う。すると父は《そうだな》とつぶやいた。

《香澄、幸せになるんだぞ》

　その優しい言葉に、私はこらえきれず声をあげて泣いてしまった。










非難されるのは覚悟していた




　ベッドの中で目を覚ますと、後ろから長い腕が私の体の前に回り、緩く抱きしめられていた。

　そのぬくもりが気持ちよくて、またうとうとと眠りに落ちそうになる。

　いや、でも起きなきゃ……。

　二度寝の誘惑と戦っていると、抱きしめる腕が動きだした。私の体の上を大きな手が移動していく。腰骨をなぞったあと、長い指がパジャマの中にもぐった。

「あ……っ」

　思わず声を漏らすと、背後からくすくすと笑い声が聞こえた。慌てて振り返る。整った顔にちょっといたずらっぽい表情を浮かべるのは柊人さんだ。

「かわいい声」

　甘くささやかれ、頬が熱くなる。朝からそんな色っぽい顔で見つめるのは反則だと思う。

「もう、からかわないでください」

　怒りながら腕から抜け出そうとすると、逆に引き寄せられてしまった。柊人さんをまたぐように上に座らされ、彼を見下ろす体勢になる。

「からかってない」

　柊人さんはそう言いながら、手のひらで私の腰からお腹をゆっくりとなぞった。愛おしそうに、わずかにふくらんできたお腹に触れる。

「お腹の赤ちゃんをなでていただけだよ」

　でも、触り方が、なんというか意味深すぎる。

　声が漏れないように唇を噛んでこらえていると、柊人さんがぷはっと吹き出した。やっぱり、動揺する私を見ておもしろがっていたんだ。

「柊人さんのいじわる」

　頬を熱くしながら睨む。彼は甘い表情で私を見上げ、「うん」とうなずいた。

「香澄がかわいすぎて、いじわるしたくなる」

　ずるい。そんなことを言われたら、必死に不機嫌な顔を保っていた表情筋がとろけてしまうじゃない。

「そろそろ起きないと、今日もお仕事ですよ」

　気を取り直し冷静な口調で言うと、柊人さんは枕に頭を預けたまま私を見上げた。

「おはようのキスは？」

　彼にねだられ、私はドキドキしながら体をかがめる。そっと触れるだけのキスをしてから鼻をこすりあわせると、幸せで勝手に笑みが漏れた。

「あー。このままベッドで一日中イチャイチャしていたい」

　柊人さんの言葉に、慌てて私は口を開く。

「だ、だめですよ。今日はアメリカから来日したデザイナーとの打ち合わせが……」

「わかってるよ」

　私を見上げる彼は余裕の表情だ。どうやらまたからかわれたらしい。

「もう一度キスしてくれたら起きる」

　柊人さんは美しい目を細め、微笑みながらキスをねだる。私が身をかがめると、今度は触れるだけじゃなく溺れそうなくらい深いキスをされた。




　社長……ではなく柊人さんの部屋で暮らすようになって、二カ月が過ぎた。一緒に住みはじめたのは十一月の終わり頃だったのに、気づけば年が明け、一月の後半にさしかかっていた。

　年末年始の休暇は、『香澄はまだ安定期に入ってないから遠出は不安だし、人ごみの中に行って風邪でももらったら困る』という過保護な理由で、お出かけはせず柊人さんとふたりのんびりと過ごした。

　好きな人とはじめて過ごすクリスマスやお正月は、穏やかでとても幸せだった。

　来年には私たちだけじゃなく、お腹の赤ちゃんも一緒に三人で過ごせるんだと思うと、なんだか不思議な気持ちになる。

　柊人さんのご実家にも無事挨拶を済ませた。

　ご実家に行くときはものすごく緊張した。HAMASAKI の社長である柊人さんが秘書と結婚。しかも授かり婚なんて、認めてもらえないかもしれない。

　反対されることも覚悟していたけれど、お父様からもお母様からも、拍子抜けするほど祝福された。

　もともと秘書として面識があったのもあるけれど、どうやらご両親は昔から女性に執着しない柊人さんはこの先も結婚しないだろうと諦めていたらしい。突然の結婚と妊娠の報告に、文字通り跳び上がって喜んでくれた。

　初孫の誕生が待ちきれないご両親から、ベビーグッズを山のようにプレゼントされた柊人さんは、『赤ちゃんのものは俺が買いたいのに』とちょっとご立腹だ。

『気を使って受け取らなくてもいい。迷惑なら俺からいらないと断るからな』と彼は言うけれど、ご両親からのプレゼントはお腹の赤ちゃんが愛されているんだと実感できて、とてもうれしかった。

　ちなみに挙式や披露宴は子供が生まれて落ち着いてから考えようと話していて、入籍だけ先に済ませた。

　ふたりで区役所に婚姻届を提出したときは、感激して泣きそうになってしまった。その後、パスポートや銀行口座の氏名変更の手続きをし、濱崎香澄という氏名が入った書類を受け取った私は、柊人さんの妻になったことを実感して幸せな気持ちがこみあげてきた。

　仕事のほうも、体調を見ながら続けさせてもらっている。

　妊娠五カ月目に入り、つわりが落ち着くと食欲が湧いてきた。妊娠初期に食べられなかったせいで落ちてしまった体重は緩やかに増え、前回の健診で担当医から『順調ですね』と褒めてもらえた。

　ぺたんこだったお腹も今はふっくらと丸みを帯び、胎動はまだ感じないけれど、この中に赤ちゃんがいるんだと思うだけで、幸せな気持ちになった。




　秘書室でメールのチェックをしていると、辻さんに声をかけられた。

「香澄ちゃん、百貨店協会から社長あての郵便物を捜しているんだけど、わかる？」

「先ほど総務から回ってきたものの中にはなかったと思いますが……。急ぎですか？」

「講演依頼が届いているはずなのよ。今日中に返事がほしいって」

　それなら、すぐにでも内容を確認したほうがいいだろう。

「もしかしたら、総務で止まっているのかもしれませんね。私、捜してきます」

「いいわよ。妊婦さんを歩かせるのは悪いし」

「いえ、同じ体勢で座りっぱなしだとお腹が張るので、ときどき歩いたほうが楽なんです」

　私が椅子から立ち上がると、辻さんは「じゃあお願い」とうなずいた。

　総務部があるのはひとつ下のフロアだ。エレベーターではなく階段へと向かい、滑って落ちたりしないようにしっかりと手すりを掴みながら下りていく。

　総務の担当者に郵便物のことをたずねる。こちらにも届いていないようで、「もしかしたら店舗のほうに誤って配送されたのかも」と言われた。

　直接行ってみようと思い、エレベーターで一階に下り、店舗部分に入る。

　優雅な雰囲気が漂う店内には、美しいバッグが整然と並び、埃ひとつ落ちていない。社員の私でも、足を踏み入れるたびにうっとりしてしまうほど素敵な空間だ。

「お疲れ様です」と男性の店舗マネージャーに声をかけ、事情を話す。

「百貨店協会からの郵便物ですね。今確認してみます」

「お願いします」と頭を下げる。

　すると、背後から「あら」と驚いたような声がした。振り返ると、そこにはゴージャスな雰囲気の女性がいた。

　背中の中ほどまであるウェーブのついた茶色の髪は、無造作にかき上げたようにセットされ、体のラインがわかるミニ丈のワンピースの上に羽織った毛皮のコートは、袖を通さず肩にかけている。

　そのゴージャスさに、私は思わず目をまたたかせる。

「あなた、柊人さんの秘書よね」

　彼女はわずかに首をかしげて私に笑いかけた。

　どこかで見た記憶がある。たしか、柊人さんの社長就任パーティーのときだ。芸能関係の方か、それとも雑誌関係の方か……。

　少し考えて、思い出した。老舗デパートである富阪百貨店の社長令嬢だ。名前はたしか、富阪梨々花さん。その名前の通り、人の目をひきつける華やかな美女だった。

「お世話になっております」

　私が頭を下げると、ピンヒールをこつりと鳴らして彼女がこちらに近づいた。

「あなた、柊人さんの子供を妊娠しているんですってね」

　私の耳元に唇を寄せ、侮ぶ蔑べつを含んだ口調でささやく。

「どうして……」

　私が妊娠していることは、近しい人にしか報告していないのに。

　驚く私を見て、彼女は口元に笑みを浮かべた。

「柊人さんから結婚するって聞いて調べたのよ。まさか相手が秘書だとは思わなかったわ。ただの一社員のあなたが妊娠して社長の妻の座を勝ち取るなんて、おとなしそうな顔に似合わず、ずいぶん計算高いのね」

　その言葉に唇を噛む。

　柊人さんと私とじゃ不釣り合いだって、最初からわかっていた。それでも彼と一緒にいたいと思い、結婚を受け入れた。だから、いちいち傷ついちゃだめだ。

「玉の輿にのって満足しているかもしれないけど、どうせ幸せなのは今だけよ」

「え……？」

「あなたみたいな女で、あの柊人さんが満足すると思ってるの？　今は真面目な女が珍しくて夢中になっているだけよ。すぐに飽きるに決まってるわ」

　梨々花さんは鮮やかな色の口紅が塗られた唇で、悪意のある言葉を吐き出す。

　眉根を寄せた私を見て、彼女は愉快そうに笑った。

「妻の妊娠中に浮気をする夫は多いそうよ。でも仕方ないわよね。お腹に子供がいたって、男は性欲が我慢できないもの。妊娠した妻に興奮しない男は多いし、妻を抱けないなら外で発散させてあげなきゃかわいそうじゃない？　あなたも妻なら、ちゃんと柊人さんのことを考えてあげなきゃだめよ」

　そう言われ、私が唇を噛んだとき、マネージャーが戻ってきた。

「吉木さん、お待たせしました……」

　彼は言いかけて、私の前に梨々花さんがいるのに気づき足を止めた。「失礼しました」と上品に頭を下げる。すると彼女はまるで女王様のように優雅に微笑み、首を横に振った。

「もう話は済んだからいいのよ。お会いできてよかったわ、秘書さん」

　見下すような表情で私に言ってから、お店を出ていく。私はただ黙って立ち尽くしていた。

「吉木さん、大丈夫ですか？」

　その様子を見て心配になったのか、マネージャーが声をかけてくれた。

「すみません。大丈夫です」

　慌てて笑顔を作ったけれど、梨々花さんの言葉が頭から離れなかった。




「ただいま」と玄関から声がした。柊人さんが帰ってきたんだ。

「おかえりなさい」

　先に仕事を終え、キッチンで料理を作っていた私が廊下に行くと、まるでお預けするように手を前に出され距離をとられる。

　柊人さんは「手を洗うから、ちょっと待て」と真顔で言い、洗面所へ向かう。

　インフルエンザが流行っている時期だから、柊人さんは帰宅後まず先に手洗いうがいをする。妊婦の私のために気を付けてくれているらしい。

　もともとそういう性格なのかなと思っていたけれど、弟の綾人さんに聞いたところ、柊人さんの過保護っぷりが発揮されるのは私限定だそうだ。

　しっかりと手洗いとうがいを済ませ、洗面所から戻ってきた柊人さんが、私に向かって手を広げる。

「ただいま、香澄」

「おかえりなさい」

　ぎゅーっと私を抱きしめキスをする。毎日のことなのに、そのたびに大好きだなと実感する。

　食事を終えると、柊人さんが当然のように食器を片付けはじめた。仕事で疲れている彼に家事をやってもらうのは申し訳なくて、『私がやります』と申し出ても、柊人さんは『香澄は座って休んでろ』と言ってくれる。

　愛されているなぁと思う。こんな幸せな日々がくるなんて、三カ月前の私は想像もしていなかった。

　そう感じる反面、心が落ち着かないのは、梨々花さんの言葉が頭から離れないから。

　私がソファに座りクッションを抱きしめていると、片づけを終えた柊人さんが戻ってきて隣に腰を下ろした。

「難しい顔をしてどうした？」

　私の気持ちを見透かすように問われ、慌てて首を横に振る。

「いえ、なんでもないですよ」

　笑顔を作りごまかす。

　柊人さんは「おいで」と私を引き寄せた。照れながら彼の膝の間に座る。

　彼は私を後ろから抱きしめるのが好きらしい。最初は恥ずかしくて拒んでいたけれど、強引な彼に流されるうちに、いつの間にかリビングでのリラックスタイムはこの体勢でくっついて座るのが定番になってしまった。

　身長差があるから、私の体は彼の腕の中にすっぽりと納まる。緩く抱きしめられると、密着した背中から体温が伝わってきて気持ちいい。

　柊人さんはわずかにふくらんだ私のお腹の上に大きな手をのせ、ゆっくりとなでてくれた。

「赤ちゃん、動いたりするか？」

　柊人さんの質問に、私は「うーん」と首をかしげる。

「まだ胎動を感じたことはないんです。早い人はそろそろわかる時期らしいんですけど」

　はじめての妊娠なので、胎動がどういうものなのかまだよくわかっていない。もしかして、これが胎動かな？と思うときもあるけれど、胃の中の空気が動いただけのような気もするし……。

「楽しみだな」

「本当ですね」

　うなずくと、柊人さんの唇が私の髪に触れた。そのままゆっくり移動して耳の裏、首筋と敏感な肌の上に優しいキスを落としていく。

「ん……」

　身をよじって振り向く。すぐそばに整った男らしい顔があった。見惚れているうちに、今度は唇にキスをされた。

　柔らかな唇をこすりあわせるように触れ合わせ、舌が入り込んでくる。口の中の敏感な粘膜をなぞられ、背筋に甘いしびれが走った。

　ゆっくりとキスが深くなって、体がとろけそうになる。どうしよう、気持ちいい……。

　柊人さんにキスをされると、私はなにも考えられなくなってしまう。骨抜きにされるって、こういうことを言うんだと思う。

　柊人さんは唇と舌で私をたっぷりと翻弄し、ゆっくりとキスをほどいた。私はとろとろになって、ひとりじゃ座っていられず柊人さんの胸にくたりと寄りかかる。

　柊人さんは私の髪をなでながら、優しく微笑んでくれた。その表情に、愛おしさがこみあげる。

　けれど同時に梨々花さんの言葉を思い出した。

　はじめてのあの夜以来、私たちは一度も抱き合っていなかった。安定期に入ればお許しが出るかと思っていたけれど、産婦人科のお医者様に、『少しお腹が張りやすいので、念のためもうちょっと我慢してください』と言われてしまったのだ。

　私でさえもっと触ってほしいと思うんだから、柊人さんにはものすごい我慢をさせているのかもしれない。そう思うと申し訳なくなってくる。

　私は少し緊張しながら口を開いた。

「あの、柊人さん」

「なに？」

　改まった呼びかけに、柊人さんは不思議そうに首をかしげる。

「その、柊人さんは、……したい、ですか？」

　彼は驚いたように動きを止めた。その表情を見て、私は焦りながら早口で付け加える。

「あの、一緒に暮らしはじめてから二カ月以上経ちますが、私のお腹が張りやすいせいで、まったくそういうことをしていないじゃないですか。妻としての役目が果たせなくて申し訳ないし、男の人があんまり我慢するのも体によくないって聞いたので、もしあれなら、無理せず外で発散してきても……」

「香澄」

　私の言葉は、鋭い声で遮られた。はっとして振り返ると、柊人さんは驚くほど険しい表情で私を見つめていた。

「外で発散なんてするわけないだろ。怒るぞ」

　こんなに怒っている柊人さんを、はじめて見た。

「す、すみません……っ」

「どうしてそんなことを言い出したんだ」

「いつも優しくしてもらっているのに、私は柊人さんになにも返せていないのが申し訳なくて……」

「なにも返せていないって。香澄のお腹の中には俺の子供がいるんだぞ？　妊娠がどれだけ大変か、ちゃんとわかっているつもりだ。こうやって一緒にお腹の赤ちゃんの成長を見守っているだけで十分幸せだし、香澄を抱けないことを不満に感じるわけがない。それに……」

　柊人さんは一度言葉を区切り息を吐き出すと、真剣な表情で私を見下ろした。

「香澄は俺が、ほかの女を代わりにして満足するような、あさましい男だと思っているのか？」

　怒りの滲む声で言われ、私は慌てて首を横に振った。

「そ、そういうわけではなくて……！　会社でそんな会話を耳に挟んだので、柊人さんに我慢させているのかもしれないって思ったら、不安になって……」

　言い訳をしながら、短絡的な自分が恥ずかしくなる。顔を熱くしてうつむくと、柊人さんは大きくため息をついた。

「きつい言い方をして悪かった」

　柊人さんは気持ちを切り替えるように一度息を吐き出し、私の肩を抱き寄せる。

「驚いて少し取り乱した」

「いえ、私が悪いんです。すみません」

「香澄は思い込みが激しくて、ときどき突拍子もない言動で俺を振り回すよな」

　くすくす笑う柊人さんは、いつもの柔らかい表情に戻っていた。私はほっとしながら「そうですか？」と首をかしげる。

「香澄には最初から振り回されっぱなしだよ。いきなりキスしてとねだられたときも、会社で徹底的に避けられたときも、プロポーズを思いきり断られたときも、香澄がなにを考えているのかわからなくて、気づけば翻弄されてた」

　私はそんなつもりは一切なかったけれど、たしかに柊人さんの立場で考えてみれば、私の言動は理解不能だろう。申し訳なさがこみあげてくる。

「す、すみません。でも、わざとではないんですよ……？」

　謝りながらも言い訳をすると、柊人さんは目元にしわを寄せて笑った。

「わかってるよ。こんなに振り回されるのは、俺が香澄にとことん惚れてるからだ。毎回どれだけ振り回されて困惑しても、嫌いになるどころか愛おしくて仕方ない。こういうのを、惚れた弱みって言うんだろうな」

　流し目を向けられ、じわじわと頬が熱くなる。うつむくと、髪に優しくキスをされた。

「……だから、一生俺を振り回していいよ」

　耳元で甘くささやかれ、愛おしさで胸がいっぱいになった。

　梨々花さんから言われた言葉は忘れ、柊人さんを信じよう。そう決めると気持ちが軽くなった。




「香澄ちゃん、またちょっとお腹がふっくらしてきたわね」

　私が出社すると、辻さんがそう言って、うれしそうにお腹に触るのが日課になった。

　お腹の赤ちゃんは、もう六カ月になる。

　仕事中はシンプルなワンピースにジャケットを合わせているから、見た目だけでは妊婦だとわからないけれど、触るとお腹がぽっこりとふくらんでいる。

「このふくらみ方は、女の子かなぁ」

　辻さんはまるで判定士のような顔つきで、私のお腹をなでていた。

「どっちがいいとか、希望はあるの？」

「いえ、元気に生まれてきてくれれば、どちらでも。なのでとくに性別は聞かないでおこうと思っているんです」

「そっかぁ、楽しみね」

　笑顔で言われ、私も「はい」とうなずく。

「そうだ。来週また健診でお休みをもらおうと思っているんです」

「聞いてるわ。社長もついていきたいのに、会議が入っていて抜けられないって悔しがっていたから」

「すみません。ご迷惑をおかけして」

「いえいえ。社長のお世話は任せて、香澄ちゃんはしっかり健診受けてきてね」

　そう言って笑い合った。




　翌週。お休みをもらい、妊婦健診を受けにひとりでクリニックへと向かった。

　いつものように表情の少ない担当医に「変わりはないですか？」とたずねられる。

　なんだかこの素っ気なさが安心するなぁと思っていると、お腹の様子を見るために診察台に横になるように言われた。

　ぽっこりと丸いお腹にジェルを塗られ、エコーの機械を当てる。

　ディスプレイに白黒の映像が映し出された。手も足も、顔の形もはっきりとわかる。もうすっかり人間の赤ちゃんだ。

　はじめて見たときは、夜空に瞬く星みたいに小さかったのに、四カ月ちょっとでこんなに成長するなんて。しかも、その変化が自分のお腹の中で起こっているなんて。生命の力強さに改めて感動してしまう。

　画面に釘付けになる私をよそに、お医者様は淡々と赤ちゃんの頭部や体の大きさなどを測っていく。

「ちょっと４Ｄにしてみましょうか」

　そう言われ、画面が白黒からクリーム色に切り替わる。平面的な画像ではなく、立体的な映像だ。

　今までも何度か４Ｄのエコーは見せてもらっていたけれど、タイミングや位置が悪かったのか、赤ちゃんのはっきりした顔は見れていなかった。でも今回はしっかり顔が映っていて、「わぁ……」と声が漏れる。

「かわいい……」

　赤ちゃんは緩く握った小さな手を顔の横に添え、すやすやと眠っているようだった。ときおり目をこするように手が動く。その仕草がたまらなく愛らしい。

「気持ちよさそうに寝てますね」

　医師がエコーの機械を私のお腹に押し当てていると、急に赤ちゃんがぴくんと足を伸ばした。それと同時に、お腹の中でぱちんと小さな泡がはじけるような感触があった。

「あっ」

　思わず自分のお腹を見下ろす。

「今、動いたのわかりました？」

「はい！　もしかして、これが胎動ですか？」

　興奮しながらたずねると、医師は「たぶんそうでしょうね」とうなずく。

「はじめて感じました。うれしい……」

「まだ小さな胎動ですが、これから成長していくとどんどん激しくなりますよ」

「そうなんですか。楽しみです」

　すべての健診を終え、カレンダーを見ながら次の予定を入れていると、担当医が「そうでした」と思い出したようにこちらを見る。

　なんだろうと首をかしげた私に、無表情のまま「もう我慢しなくて大丈夫ですよ」と言った。




　クリニックを出てスマホを見る。柊人さんから連絡がきていた。健診についてこられなかったから、赤ちゃんが順調に育っているか気になったんだろう。

【無事終わりました。エコーで赤ちゃんを見ている最中、はじめて胎動を感じたんですよ】とメッセージを送ると、すぐに電話がかかってきた。

《胎動を感じたんだ？》

　電話口でたずねられ、私は興奮したまま説明する。

「ちょうど４Ｄエコーで見ていたら赤ちゃんが足を伸ばして、その瞬間お腹の中で、ぽこんって動くのがわかったんです」

《あー、俺もその場にいたかった》

　本当に悔しそうな柊人さんに、くすくす笑ってしまう。

「それからその……」

《なんだ？》

　健診の最後に医師から言われた言葉を伝えようかと思ったけれど、帰ってからでもいいかなと考え直す。

「やっぱり、なんでもないです」

《言いかけてやめられると気になるだろ》

「いえ、大したことではないので」

《大したことじゃないなら、今教えてくれ》

　そう言われ、私は周囲の人に聞かれないように口元を手で覆う。

「あの、お医者様が、もう我慢しなくていいですよって」

　小声で言うと、電話の向こうの柊人さんが不思議そうに聞き返してきた。

《我慢って？》

「あの、なんというか、その」

《ん？》

　はっきりと言葉にするのが恥ずかしいのに、なかなか柊人さんに伝わらなくて、頬がどんどん熱くなっていく。

「ですから、いわゆる夫婦の営みをしても大丈夫ですよって……」

　消えそうなくらい細い声で言うと、電話の向こうからガシャンとなにかが倒れる音が聞こえた。

「すごい音がしましたけど、大丈夫ですか？」

《大丈夫だ。足をぶつけてドラセナの鉢植えが倒れただけだ》

　柊人さんは冷静な声で言ったけれど、社長室で綺麗な緑の葉を茂らすドラセナは大きい。あの鉢植えが倒れるって、かなりの衝撃だ。

「それ、大丈夫じゃないですよ！　お怪我はないですか？」

《怪我はない。とりあえず、鉢植えを片付けたらすぐに帰る》

「なに言ってるんですか。お仕事の途中で帰るなんてだめです」

《あー、わかってる。わかってるけど、今すぐ帰って香澄を抱きしめたい》

　ストレートな言葉に、一気に頬が熱くなった。どうしよう、顔から火を噴きそうだ。

「そうやって、私を動揺させないでください……！」

　涙目で苦情を言うと、電話の向こうの柊人さんは甘い声でささやいた。

《とりあえずできる限り早く帰るから、家で俺の帰りを待っててくれるか？》

　まるで今夜は必ず抱くと宣言されているようだ。

　私は早くなった鼓動を落ち着かせるように深呼吸をしてから、小さな声で「はい」と答えた。




　ドキドキと落ち着かない気持ちで家にいると、柊人さんはいつもよりかなり早い時間に帰宅した。

　今日もそれなりに予定が詰まっていたはずなのに。社長である柊人さんのスケジュールを把握している私は、驚きながら玄関で彼を出迎える。

「柊人さん、おかえりなさい。早かったですね」

「本当は電話を切った瞬間にすべて放り出して帰ってきたかったんだけどな」

「なに言ってるんですか」

「でも、そんなことをしたら香澄に怒られるから、仕方なく最速で仕事を片付けてきた」

　そんな冗談を言いながらも、彼が仕事の手を抜いたり妥協したりしないってちゃんとわかってる。

「シャワーを浴びたのか？」

　部屋着姿の私に、柊人さんがたずねる。

「あ、はい」

　うなずいてからなんだか恥ずかしくなった。これじゃあ先にシャワーを浴びて柊人さんの帰りを待っていたみたいだ。

「ええと、健診のときにエコーで赤ちゃんを見るためにお腹にジェルを塗ったので、それを落としたくて……」

　慌てて言い訳したけれど、柊人さんはそんなことはまったく気にしていないようで、「よかった」と笑みを浮かべる。

「じゃあ、俺もシャワーを浴びてくるから、寝室で待ってて」

「寝室でって……！」

　耳元でささやかれ、真っ赤になる。

「まさか、これからすぐに、ですかっ？」

　動揺のあまり涙目になると、柊人さんは私を見下ろし色っぽい声でたずねる。

「すぐにじゃ嫌か？」

「い、嫌、ではないですけどっ。そういうことは、夜寝るときに、自然とはじまるものなのかなと思っていたので……」

　夫婦間の行為は、暗黙の了解というか、自然の流れというか。そんな感じでするのかなと思っていた。

　そう説明すると、柊人さんがいじわるな視線をこちらに向けた。

「またそうやって俺を振り回す」

「振り回してなんて……」

「はじめて香澄を抱いた夜から四カ月ずっと我慢してきた。香澄に触れたくて仕方なかった。それなのに、これ以上俺を焦らす気か？」

　ぞくっとするほど扇せん情じょう的てきな表情で見つめられ、心臓が飛び跳ねた。そんな私に彼は近づき、耳元でささやく。

「夜まで待ってもいいけど……。これ以上俺を焦らしたらどうなるか、わかってるよな？」

　その色っぽすぎる問いかけに、私は慌てて首を横に振った。




　ひとりベッドに腰かけ深呼吸を繰り返していると、寝室のドアが開き、柊人さんが入ってきた。

　シャワーを浴びた彼は上半身裸で、その均整の取れた美しい体を見て緊張が一気に高まる。

「香澄」

　柊人さんは私の名前を呼びながらベッドに左手をつき、右手で私の顎をすくい上げた。自然と唇が重なる。瞬きみたいな短いキスが、次第に深くなっていく。

「ん……」

　吐息を漏らすと、優しくベッドの上に組み敷かれた。

　柊人さんは私の耳元や首筋にキスを降らせる。触れたところからゆっくりとお互いの体温が混じり合っていく。それだけで体の中心がとろりととろけた。

　体重をかけないようにという気遣いか、柊人さんは体勢を入れ替え、私を膝の上に座らせた。そして長い指が、私の着ている部屋着のボタンをひとつひとつ外していく。

　胸元があらわになって、急に恥ずかしくなった。

「あ、あの……っ」

　私は部屋着の胸元をかき合わせ、ボタンを外す柊人さんの手を止める。

「脱がせられるより、自分で脱ぎたい？」

　こちらを見上げ問いかける柊人さんに、「そうじゃないです」と頬を熱くしながら首を横に振る。

「あの、私、妊娠しているんです」

「知ってるよ」

　動揺する私に、柊人さんは当然だとうなずいた。

「前に抱かれたときよりも体重が増えていて、ウエストなんてどこかに行っちゃったし、体のラインもゆるゆるだし、お腹もぽっこりしてて……」

　言っているうちに、ますます恥ずかしくなってきた。言葉に詰まり、下を向く。

「だから？」

「だから、……裸を見られたら、柊人さんに幻滅されるかも」

　消え入りそうな声でつぶやくと、柊人さんは吹き出すように笑った。

　驚いて顔を上げると、ちゅっとキスをされる。

「そうやって恥ずかしがる香澄も、すごくかわいい」

　柊人さんは目を丸くする私を抱きしめ、何度も何度もキスをする。

「か、かわいいって、私は本当に不安で……。んんっ」

　キスの合間に反論するも、言葉が遮られ、代わりに吐息が漏れる。

「お腹がふくらんでくるのも、体のラインが緩むのも、全部俺の子供がここにいるからだろ？　そんなことで幻滅するわけがないし、すべての変化が愛おしくて仕方ないよ」

　柊人さんはそう言いながら、私の服を脱がせていく。私を裸にしてしまうと、幸せそうな表情でため息をついた。

「すごく綺麗だよ」

「本当に……？　無理してませんか？」

　だって、お腹が大きくなった妻を女性としてみられなくなった、なんていう人もいるらしいし……。

　恥ずかしくて腕で胸を隠しながらたずねた私に、柊人さんは微笑む。

「香澄はどれだけ俺に愛されているか、もう少し自覚したほうがいい」

　笑いながら私の腰を引き寄せた。

「ほら」

　色っぽく見つめられなんだろうと目をまたたかせると、足の付け根に熱いものを押し当てられた。それがなにかわかった途端、ぶわっと頬が熱くなる。

「あ、あの……っ」

「わかる？　俺がどれだけ香澄を抱きたいと思っているか」

　耳に直接吹き込むようにささやかれ、慌てて首を縦に振る。

「無理をさせないように優しくするから、いい？」

　その問いかけに、また首を縦に振ると、柊人さんは私の額にキスを落とした。

　ゆっくりと時間をかけて触れ合い、とろとろにされていく。

　はじめて抱かれたときも気持ちよかったけれど、あのときは不安と緊張でいっぱいだった。今は幸せな気持ちで満たされて、肌と肌が触れ合うだけで泣きそうなくらいに心地いい。

　たぶん、想いが通じ合っているから。お互いを信頼しているから。すべてを委ね、さらけだせる。

　柊人さんは私のお腹を優しくなでると、おへそのあたりに唇を寄せる。

「これからちょっと揺れると思うけど、驚かせたらごめんな」

　赤ちゃんに向かって優しくささやく彼を見て、思わず笑みがこぼれた。

「入れていい？」

　確認するように問われ、「はい」とうなずく。それを聞いてから、柊人さんは私の太ももに手をかけた。

　私の体に負担がかからないように、気遣ってくれているのがわかる。それがうれしくて、涙がこみあげてくる。

　気持ちよくて、幸せで、頭の芯までとろけていった。




　三月に入ると、冷たく乾いていた風が柔らかく緩んでいくのが感じられる。そして陽が長くなっていることに気づく。季節はいつの間にか冬から春に移り変わっていた。

　赤ちゃんは順調に育ち、胎動を頻繁に感じるようになった。元気に動き回っているのか、お腹の上に手を置くと振動が伝わってくる。

　私のお腹をなでるのが大好きな柊人さんは、はじめて胎動を感じたとき、その力強さに驚いて感激していた。

　名前を考えたり、ベビー服を買ったり、育児用品を調べたり。出産を待ち遠しく思いながら柊人さんと過ごす日々は、とても幸せだった。




　日曜日。柊人さんと手をつなぎ、のんびりと街を歩いていると、ベビーカーを押す夫婦とすれ違った。生後半年くらいの赤ちゃんが、ベビーカーの中ですやすやと眠っている。

　赤ちゃんは白クマのような丸い耳がついた、もこもこのカバーオールを着ていた。まだ風が吹くと寒いから冷えないようにという気遣いだろう。手足までしっかり覆われていて、まるでぬいぐるみみたいに愛らしい。その姿を見て自然と口元がほころぶ。

「かわいいな」

　背後からそうつぶやかれ振り返ると、柊人さんもベビーカーの中の赤ちゃんを目で追っていた。

「赤ちゃん、気持ちよさそうに寝てましたね」

「ああいうカバーオールいいな。食事のあとにデパートに寄って買おうか」

「うちは夏産まれなので、暖かい服を買うのは早いですよ。まだ性別もわかってませんし」

「どうせ冬になったら使うんだから、今買ったっていいだろ」

「先走って買って、サイズが合わなかったらもったいないです」

　私の言葉に、柊人さんは黙り込み、不満そうな顔をする。

「それに、せっかくなら赤ちゃんが生まれてから、一緒にお買い物に行って似合うものを選んであげましょうよ」

　フォローするように付け加えると、柊人さんは「わかった」とうなずいて私のお腹を優しくなでた。

　柊人さんは赤ちゃんのものなら際限なく買いそろえようとするからちょっと困る。それでなくても柊人さんのご両親から色々とベビー用品をプレゼントしてもらっているのに、彼のペースで買っていたら、赤ちゃんのもので部屋がいっぱいになってしまう。

　それだけ赤ちゃんの誕生を楽しみにしてくれているんだと思うと、うれしくもあるんだけど。

「どうした？」

　そんなことを考えていると柊人さんに首をかしげられた。

　私は「なんでもないです」と微笑み返す。

「それにしても。街を歩いていると、自然と赤ちゃんや妊婦さんを目で追ってしまうな」

「私も自分が妊娠してから、こんなにたくさん妊婦さんがいるんだなって驚きました。なんだか自分にセンサーがついたみたいに、自然と妊婦さんがわかるようになっちゃったんですよね」

「俺は便利そうなベビーカーを押す人とすれ違うたびに、あれはどこのメーカーだろうってチェックするくせがついた」

　そう言う柊人さんに、私は慌てて釘をさした。

「ベビーカーはもうプレゼントされたものがありますから、必要ないですからね！　買っちゃだめですよ！」

「えぇ……」

　つぶやく柊人さんの顔はものすごく残念そうだった。

「俺が選んであげたかったのに」と肩を落とす様子を見て思わず吹き出す。

　あなたのパパは、生まれる前からかなりの子煩悩だよ、と心の中でお腹の赤ちゃんに話しかけて小さく笑った。




　翌日。社内を歩いていると、女性社員の雑談が聞こえてきた。

「副社長に続いて、社長も結婚かぁ。憧れてたのになぁ……」

「相手は秘書なんでしょ？　いいなぁ。一般社員が社長と結婚なんて、究極の玉の輿だよね」

　その言葉に、足を止める。

　柊人さんの結婚は大々的には発表していないものの、いつの間にか社内に知れ渡っていた。そして、相手が秘書であることも。

　柊人さんに想いを寄せる女性社員はたくさんいたから、噂が広がるのは仕方ないけれど。

「しかも相手は妊娠してるんだって」

「秘書とでき婚って、女側の計算を感じるよね。きっと、社長の妻の座をゲットするためにわざと妊娠したんでしょ」

　彼女たちの会話を聞いているうちに、どんどん手足が冷たくなっていった。

　話す声が遠くなり、彼女たちがいなくなったのを確認してから、ようやく息を吐き出した。

　女性社員たちが憧れる魅力的な社長が、ただの秘書と結婚。しかも授かり婚なんて。事情を知らない人から見れば、玉の輿狙いだと思われるのも無理はない。

　非難されるのは覚悟していた。だから、こんなことくらい耐えなきゃ。そう自分に言い聞かせる。

　秘書室に戻り仕事をしていると、辻さんに声をかけられた。

「香澄ちゃん。社長が依頼されてる、百貨店協会の講演の原稿ってどうなっているかわかる？」

　辻さんの問いかけに私はうなずく。

「経営戦略フォーラムの講演ですよね。必要な資料は整理して社長にお渡ししてあります」

　再来週開催される予定のフォーラムだ。HAMASAKI は百貨店協会に加盟していないけれど、伝統と歴史を重んじる老舗企業でありながらＥＣサイトの活用で大きく業績を伸ばしたことが注目され、各業界団体から社長に講演の依頼が来ることも多い。

「香澄ちゃんが資料をまとめてくれたなら、大丈夫ね」

　辻さんに信頼されていることがうれしくて、「ありがとうございます」と頭を下げる。

「今回のフォーラム。ホテルの大広間を貸し切って、大々的に開催されるみたいよ。海外からもたくさんの企業が参加するって」

「そんな大規模なフォーラムから講演を依頼されるなんて、すごいですね」

「そうそう、ロベール氏もいらっしゃるらしいわよ」

　そう言われ、社外取締役のフランス人、ロベールさんの顔を思い浮かべる。

　五十代の彼はとても話し上手でチャーミングで、周りにいる人たちを自然と笑顔にしてくれる素敵な人だ。女性を見つけると即座に近づき耳元で甘い言葉をささやくのも忘れない。魅力的な女性がいれば口説くのが紳士のマナーだというのが彼の持論らしい。

　きっと、今でも世界中で女の子たちを口説いているんだろうな。

　そう思いながら口元をほころばせると、辻さんが思いついたようにこちらを見る。

「そうだ、今回のフォーラムは香澄ちゃんが社長についていったら？」

「え、私がですか？」

「だって前の会食のときに香澄ちゃんに会えなくて残念がっていたもの。きっと社長との結婚の話も耳に入っているだろうから、直接お祝いを伝えたがっているんじゃないかしら」

　辻さんの提案に、慌てて首を横に振る。

「いえ、私はもうこんなお腹ですし、社外での仕事に同行するのは……」

　お腹のふくらみは服の上からでもわかるほどになっていた。この状況で私が秘書としてたくさんの人が集まる場所に行くのは、社長をサポートするどころか、反対に周囲に気を使わせてしまいそうで申し訳ない。

　それに……。

　さっき聞いた女子社員たちの言葉がよみがえる。秘書の私が大きなお腹で社長に帯同したら、来場者たちからどんなふうに思われるだろう。

　私なんかと結婚したせいで社長の評価が落ちてしまったら。そう考えると怖い。

「そっかぁ。ついでに、世の女性たちに〝社長の妻は私よ〟って、アピールしてきたらいいと思ったのになぁ」

「なにを言ってるんですか」

　辻さんの言葉に苦笑いした。




　三月も中旬になり、妊娠七カ月目に入った。

　お腹はどんどん大きくなり、仰向けで寝ると赤ちゃんの重みで内臓が圧迫され苦しく感じるようになった。寝返りもうちづらいし、立ったり座ったりも大変だ。

　これからまだまだ赤ちゃんはお腹の中で育っていく。体への負担はさらに大きくなるだろう。

　妊娠前のように自由に動けないことを不便に感じる一方、赤ちゃんとずっと一緒にいるこの感覚を味わえるのもあと三カ月だと思うと、なんだかさみしくもあった。

　寝る準備を終えた私は、ベッドサイドに置いてあるカレンダーを眺める。寝る前に予定日までの日数を数えるのが日課になっていた。

「あと四週間で妊娠後期になるんだな」

　ベッドの端に腰かけた柊人さんが、私の肩越しにカレンダーをのぞき込み、そうつぶやく。

「お腹もどんどん大きくなっているし、いよいよ出産が近づいているんだなって実感が湧いてきますよね」

「楽しみ？　それとも怖い？」

「半々です。早く赤ちゃんに会いたいけど、無事に産んであげられるかなって不安もあって……」

　正直に答えると、後ろから腕が伸びてきて私の体を抱きしめた。

「不安だよな」

　柊人さんは私の肩に顎をのせ、耳元で静かな声でつぶやく。

「香澄ばかり負担が大きくて、俺はなにもできないのが歯がゆい。妊娠や出産に関して男は本当に無力だな」

　真剣な声に、彼が心からそう思ってくれているのが伝わってきた。

「無力だなんて、そんなことないです。柊人さんがそばにいてくれるだけで、私は幸せなんですよ」

　言いながら振り返ると整った顔がすぐそこにあった。

「俺はなにもできないけど、出産も立ち会うから」

「ありがとうございます。柊人さんがそばにいてくれたら、心強いです」

　はじめての出産は少し怖いけど、彼がそばにいてくれるならきっと大丈夫。そんな穏やかな気持ちになれた。

　視線がからみ合い自然と唇が重なる。柊人さんはキスをほどくと、私の体を優しくベッドに寝かせ髪をなでた。

「おやすみ、香澄」

　こちらを見下ろしながら、私に羽毛布団をかけてくれる。

「柊人さんはまだ起きているんですか？」

「あぁ。少ししたいことがあるから」

　妊娠してから、倦怠感と眠気を強く感じるようになった私は、就寝時間が早くなった。対して柊人さんは、早く家に帰るために仕事を持ち帰るから、こうやって私が寝たあとに仕事を片付ける日も多い。

　ひとりだけ先に寝るのはなんだか申し訳ないけれど、謝ると怒られてしまうので、私は違う言葉を口にする。

「おやすみなさい、柊人さん。大好きです」

　私が布団の中から言うと、柊人さんは「俺も、愛してるよ」と柔らかく笑い、額にキスをしてくれた。




　翌週、柊人さんは秘書の長江さんと一緒に百貨店協会主催の経営戦略フォーラムに出席していた。

　私は秘書室でそのフォーラムの概要とプログラムが書かれた資料に目を通し、規模の大きさにため息をつく。

　五百名以上の出席者のうち、百名近くが海外からの参加だ。百貨店だけではなく、メーカーやサプライヤー、選ばれた有識者など、業界のトップが一堂に集う。

　その中で柊人さんの講演は、午後のメインセッションとして予定されていた。

　たくさんの人に注目され、堂々と講演する柊人さんは、きっととても素敵だろうな。できるならそばでその姿を見たかった。秘書として同行できないことが少しだけ残念だ。

　そう思っていると、辻さんが「私はそろそろ帰らせてもらうわね」と立ち上がった。

「今日は娘さんの参観日でしたっけ」

「そう。みんなでお遊戯するんだって」

「楽しみですね」

　小さな子供たちが一生懸命お遊戯する姿を想像して、自然に笑顔になる。

「今日は長江さんも社長に同行していないけど、香澄ちゃんひとりで大丈夫？」

　そうたずねられ、「もちろんです」とうなずく。

　柊人さんは一日外出だから、社内での仕事はほとんどない。

「なにかあったらちゃんとほかの秘書を頼るのよ」

「わかってます」

　まるで娘の心配をする母のような辻さんを見送って席につくと、仕事用のスマホが鳴りだした。

　電話は長江さんからだった。いつも冷静沈着な彼が、珍しく焦った様子だ。

　どうやら講演に必要なデータが入ったタブレットを会社に忘れてきてしまったらしい。

　スマホを持ったまま、長江さんの席に移動し確認する。幸いすぐに見つけられた。

「あ、ありました。黒いケースに入っているタブレットですよね？」

《そうです。すみませんが誰かに頼んで会場まで届けてもらえませんか》

　私は顔を上げて秘書室を見渡す。秘書室に在籍している社員は全員で八名。半数近くは外出し、残っている人たちも忙しそうに働いている。

　この中で、一番時間の自由が利くのは私だろう。

「では私が届けます」

　長江さんに驚いた声で《大丈夫ですか？》と聞き返された。

「大丈夫ですよ。今日は仕事に余裕がありますし、邪魔にならないように届けたらすぐに帰るので」

《ではお願いしますが……。急がなくていいですから、タクシーを使って来てくださいね。なにかあったら私が社長に怒られますから》

　電話口で念を押された。どうやら柊人さんの過保護っぷりが長江さんにも伝染しているようだ。私は苦笑いしながら通話を終えた。




　目的のホテルに着き、タクシーを降りる。

　大規模なフォーラムということで、会場はラグジュアリーな老舗ホテルだ。

　広々としたロビーに輝くゴージャスなシャンデリアに見惚れながら足を進めると、一番大きな広間の前に、『百貨店協会主催 経営戦略フォーラム』と案内が出ていた。

　私は入り口からそっと中をのぞく。

　ステージではパネルディスカッションが行われていた。業界の有識者や百貨店の社長など数人が小売業のこれからについて討論を交わしている。

　一番熱弁をふるっているのは、富阪百貨店の社長のようだ。「最近の百貨店の売上低迷は、消費者のレベルが下がったからだ」と大きな声で訴えていた。

　柊人さんの講演はこのあとの予定だ。間に合った、と息を吐き出す。

　長江さんはどこにいるのだろう。たくさんの参加者がいる会場内をやみくもに捜すよりも、電話で連絡したほうが早そうだ。

　スマホを取り出そうとバッグを開けたとき、どん、と背中に衝撃を受けた。

「きゃ……っ」

　スマホを捜すのに気をとられていたせいで、バランスを崩して前のめりになる。

　転んだら、赤ちゃんが……。目の前に床が迫り、血の気が引く。

　なんとか転ぶ寸前で両手でお腹をかばい、床にぶつけずにすんだけれど、代わりに膝と手のひらがずきずきと痛んだ。

　恐怖で鳥肌が立ち、心臓がものすごい勢いでドキドキと鳴っていた。床に膝をついたまま震える息を吐くと、聞き覚えのある声が響いた。

「やだ。ちょっとぶつかっただけなのに倒れるなんて大げさね」

　見上げると、そこに立っていたのは富阪百貨店の社長令嬢だった。

「梨々花さん……」

「こんなところでぼんやりしてるあなたが悪いわよ。私は、パネルディスカッションに参加してる父が、すばらしい意見で称賛を集めているところを見たくて急いでいるのに」

　床に手をついたまま深呼吸を繰り返し、ようやく気持ちが落ち着いてくる。そんな私を見て、梨々花さんは片方の眉を上げた。

「いつまで床に這いつくばっているのよ。さっさと立ち上がってくれないと、私が悪者みたいじゃない」

　そんな言葉を投げつけてくる彼女に、呆然とする。

　後ろからぶつかっておいて、どうしてこんなに攻撃的なことを言えるんだろう。

　なにか言い返したかったけれど、周りにいる人たちから不思議そうな視線を向けられているのに気づく。ステージではパネルディスカッションの最中なのに、なぜか参加者たちが次々と会場から出てきていた。

　ここで騒ぎを起こしたら、柊人さんに迷惑がかかる。そう思い唇を噛んでこらえる。

「もしかして、妊婦さんはひとりで立ち上がることもできないって、か弱いアピールをしているの？　それなら手を貸しましょうか」

「いえ、大丈夫です」

　私は首を横に振り、なんとかひとりで立ち上がった。

「秘書さん。ずいぶんお腹が大きくなったわね」

　梨々花さんはくびれたウエストに手を添え、私のふくらんだお腹に見下すような視線を向ける。

「妊婦のくせに人が集まる場にやってくるなんて、恥ずかしくないのかしら」

「な……っ」

「私なら無理だわ。だって、女は美しく着飾ってこそ価値があるものでしょう？　そんなみっともない姿を人目にさらすなんて、恥知らずだわ」

　悪意のある言葉に怒りがこみあげてきた。私の感情が伝わってしまったのか、赤ちゃんが足を動かし強くお腹を蹴る。

　大丈夫だよ、と安心させるように、ゆっくりとお腹をなでてから梨々花さんを見た。

「お腹が大きなことで周りの人に気を使わせてしまうのは心苦しく感じますが、妊娠したこの姿がみっともないとは思いません。妊婦のくせに、なんて言わないでください」

　私が言い返すと、梨々花さんの表情がきつくなる。

「ただの秘書の分際で私に口答えしようっていうの？　HAMASAKI の社長夫人の座を手に入れるために、柊人さんを騙してわざと妊娠したあさましい女のくせに」

　梨々花さんは私を貶める言葉を大声で並べ続ける。周りにいる人たちの視線が私に集まった。

　……どうしよう。こんな会話を業界関係者に聞かれたら、柊人さんに迷惑がかかってしまう。

　私がぐっと唇を噛みしめたとき、理性のある落ち着いた声が響いた。

「くだらない女だな」

　振り向くと、そこには柊人さんが立っていた。

「く、くだらないって……、まさか、私に言ったんじゃないでしょうね？」

　ヒステリックな声をあげた梨々花さんを無視して、柊人さんはまっすぐにこちらにやってくると、私の前に膝をつく。

「転ばされたみたいだけど、大丈夫か」

　心配そうに顔をのぞき込まれ、私は慌ててうなずいた。

「大丈夫です。お腹はかばったので」

「そのせいで手と膝をぶつけたんだな。念のため、あとできちんと手当てをしよう」

　いつくしむような優しい手つきで、私の膝をそっとなでる。

「ちょっと、柊人さん！」

　梨々花さんは自分が無視されているのが気に食わなかったようで、柊人さんの肩をつかもうとした。けれど、柊人さんは触れられる前に伸びてきた手を叩き落とす。

「お前は、わざと香澄を転ばせたのか？」

　低い声で言いながら立ち上がり、梨々花さんを見下ろした。その迫力に、彼女は青ざめ、ごくりと息をのむ。

「ちょっとぶつかっただけよ。私は悪くないわ」

「ちょっとって、妊娠中の彼女が床にお腹をぶつけたらどうなるか、わかっているのか？」

「知らないわよ。転ぶのが嫌なら、おとなしく家にこもっていればいいじゃない」

　梨々花さんは、ふん、とそっぽを向いて長い髪をかき上げる。

「そもそも転んだのだって、私を悪者にするための演技だったんじゃない？　柊人さんはこの女に騙されているのよ。たかが秘書と結婚するなんて、妊娠したから責任を取ってくれって迫られて仕方なく決めたんでしょう？　でも、こんな大きなお腹で人前に出てくる恥知らずな女より、知性も品格も美貌も兼ね備えている私のほうが、ずっとあなたの妻にふさわしいわ」

　自信満々に言い放った梨々花さんに、柊人さんは片方の眉を上げた。

「恥知らず？」

　整った顔に冷たい笑みを浮かべて、梨々花さんを見下ろす。

「恥知らずはどっちだ。親の金を使って外見を飾り立てることしか知らない君は、知性や品格どころか、哀れなほど心がまずしい」

「心がまずしいですって……っ？」

「そうだろう。人を蹴落とそうとして、自分をどんどん卑いやしい存在にしているのに気づいていないのか」

　柊人さんの言葉を聞いた梨々花さんの顔は、怒りで真っ赤になった。

「それから、勘違いしているようだから言っておく。俺は彼女に言い寄られて結婚を決めたわけじゃない。秘書としていつも献身的に働いてくれる彼女の姿を見ているうちに、自然と惹かれたんだ。結婚を渋る彼女を必死に口説いてようやく振り向いてもらえた。香澄は俺にとって最高の女性だ」

　そう言って柊人さんは私の肩を抱く。どんなときでも私を愛してくれる柊人さんに胸が熱くなったとき、大きな拍手が聞こえてきた。

「そうだね、ボクも香澄ちゃんは最高の女性だと思うよ」

　陽気で明るい声が響き振り向くと、そこにはロベールさんがいた。

「こんなにかわいい香澄ちゃんをみっともないと思うなんて、キミの美的感覚はくるってるネ。お腹に命を宿している彼女は、とても神々しくて美しいのに」

　ロベールさんはこちらに歩いてくると、私に向かって微笑みかける。

「香澄ちゃんは綺麗だよ。子供を身ごもっている今はもちろん、きっと出産して子育てをして忙しい日常に追われても、おばあちゃんになったってずっと魅力的だ。立ち振る舞いや表情や、心が美しいから」

　優しい口調で言ってから、彼の表情がすっと冷たくなった。その視線を立ち尽くす梨々花さんに向ける。

「それに引き換え、キミはお金をかけて美しく装っているだけで中身がなにもない。視線や言葉から卑しさがにじみ出てるよ。今は偽りの美しさに騙される男がいるかもしれないけど、五年後十年後のキミは誰にも見向きされないだろうネ」

「なんですって……っ！」

　ロベールさんの容赦のない言葉に、梨々花さんはヒステリックな声をあげた。

「わ、私は富阪百貨店の社長令嬢よ？　父は百貨店協会の理事も務めているのよ？　そんな私に向かって……」

「富阪百貨店。どうりで。あの親に育てられたんなら、娘がこんな身勝手な性格になるのも納得できる」

「どういう意味よ！」

　梨々花さんに睨まれたロベールさんは、視線を会場の中に向ける。ステージの上ではパネルディスカッションが続いているようだ。

「キミの父親は、百貨店の売上の低迷は安売り店が増え、顧客のレベルが下がったからだと、すべて他人のせいにして自らが変化することを拒否してる。世界各国の関係者が参加しているこの場であんな低レベルな発言をするなんて恥知らずもいいところだ。思考を停止して他者を責めることしかできない人間を、老害って言うんだっけ？」

「ろ、老害ですって……？」

「実際、ここにいる人たちは、キミの父親の身勝手な主張を聞くに堪えなくて会場から出てきたんだよ」

　そう言われ周りを見れば、プログラムの最中なのにロビーは参加者であふれていた。ドアからのぞいた会場内の人はまばらだ。

「あんな男がトップなら、富阪百貨店がつぶれるのも時間の問題だろうネ。それに比べて、本質を見抜きこんな素敵な女性を伴侶に選んだ柊人くんはすばらしいと思うよ。残念だけど、キミに出る幕はない。これ以上常識外れの発言をして恥をかきたくないなら、さっさと家に帰りなさい」

　ロベールさんが言い切ると、周りから同意するように拍手があがった。

　完全アウェーの状況に、梨々花さんは怒りに震えながら唇を噛む。そして踵を返すと無言で外に歩いていった。

　その後ろ姿を見て、緊張がほどけた。へなへなとその場にしゃがみこみそうになる。それを察した柊人さんが、「大丈夫か？」と体を支えてくれた。

　近くにあったソファに座らせてもらい、私はゆっくりと息を吸い込んだ。

「もう大丈夫です。すみません、騒ぎを起こしてしまって」

「香澄が謝ることじゃない」

　首を横に振った柊人さんの隣で、ロベールさんが微笑む。

「そうだよ。香澄ちゃんはなにも悪くない。それにしてもお腹をかばって転んだせいで足が痛そうだね。ストッキングが破れているじゃないか。ボクが優しく手当てして……」

　ロベールさんの手がこちらに伸びてきたけれど、容赦なくぱしんと叩き落とされた。

「手当ては私がするので大丈夫です」

　柊人さんが警戒心むき出しの鋭い目で睨み、ロベールさんは楽しげに肩を揺らした。

　そんなふたりを見ながら、私は口を開く。

「いつも優しいロベールさんが、女性にあんなきついことを言うとは思いませんでした」

「香澄ちゃんはもしかして、ボクが女性なら誰でも見境なく口説くと思ってる？」

　いたずらっぽい笑みを浮かべた彼にうなずくと、「心外だなぁ」と唇をとがらせる。

「ボクが好きなのは、かわいくて魅力的な女性だけだよ。たとえば香澄ちゃんみたいな子なら、いつだって口説くけどネ」

　そう言って私の肩を抱こうとした手は、また柊人さんに叩き落とされた。

「私の妻に気安く触らないでください」

「もう、柊人くんは本当にやきもちやきだね。香澄ちゃん、こんな嫉妬深い男と結婚したら、一生ほかの男とデートできなくなっちゃうよ？」

　そんな言葉に、私は首を横に振る。

「大丈夫です。私が一緒にいたいと思う男の人は、柊人さんだけですから」

　そう言うと、柊人さんは「ああ、もう」とつぶやき片手で額を押さえた。

「柊人さん？」

　頭でも痛いのかなと不安になっていると、ロベールさんが「放っておいていいよ。どうせ俺の妻がかわいすぎる、とか浮かれたことを考えているだけだろうから」と笑う。

「それにしても香澄ちゃん、結婚と妊娠おめでとう。いっぺんにふたつもうれしい知らせを聞いて驚いたよ」

　改めて祝福されて、胸の奥がくすぐったくなる。

「ありがとうございます」

「赤ちゃんの性別はわかっているの？」

「いえ。生まれてからの楽しみにしようと思って聞いていないんです」

「そっかぁ。香澄ちゃんと柊人くんの赤ちゃんなら絶対にかわいいだろうネ」

　ロベールさんはそう言いながら目じりを下げる。

「女の子だったら、ボク絶対に口説いちゃうだろうなぁ。『わたしロベールおじ様と結婚するの』って言われたらどうしよう。あ、でもそうなったら香澄ちゃんがボクのママになるのか。それはそれで禁断感があっていいよねぇ」

　そんな妄想が止まらないロベールさんを、柊人さんがものすごい形相で睨みつける。

「ロベール。冗談はそのくらいにしておきましょうか」

「ボクは冗談のつもりはないけど？」

「これから生まれてくるんですから、年齢差は五十歳以上ですよ。そんな老人に、かわいい娘をやれるわけないでしょう」

「老人って、ひどいなぁ。ボクは今でもダンディなおじ様だって若い子たちにもてもてなんだよ？」

　言い合いをはじめたふたりに苦笑しながら、「まぁまぁ」とたしなめる。

「女の子が生まれると決まったわけでもないのに、気が早すぎます」

「そうですよ。それに今は楽しくおしゃべりしている場合じゃありません」

　私の言葉に、冷静な声が重なった。秘書の長江さんが冷めた目で私たちを見ていた。

「社長、そろそろ講演の準備に入ってください」

　そうだった。これから柊人さんは HAMASAKI の社長としてこの大きなフォーラムで講演をするんだった。

「すみません。私のせいで時間をとらせてしまって」

　謝りながら頼まれていたタブレットを取り出す。柊人さんは「ありがとう」と微笑み、受け取ってから長江さんを見た。

「もう時間か？」

「富阪社長の暴走でかなり場が荒れたので、いったん休憩を挟むそうです」

「そうか」と立ち上がった柊人さんに、ロベールさんが声をかける。

「柊人くん。このフォーラムには世界中から業界のトップが参加してる。さっきのパネルディスカッションの失態に加え、キミまでふがいない講演をしたら、海外からの参加者たちにどう思われるかわかっているよね？　日本の企業のトップが無能な人間ばかりだと思われないように、しっかり頼むよ」

「わかっています」

　柊人さんはロベールさんからのプレッシャーにまったく動じずうなずく。

　そんな彼が頼もしくて、胸がドキドキと高鳴った。




「この前の経済番組で社長が紹介されているの見た？」

　数日後。私が仕事を終え帰ろうとしていると、そんな会話が聞こえてきた。

「見た！　講演している映像でしょ？　かっこよかった～」

「司会者もコメンテーターも、社長の発言を絶賛してたよね」

　女性社員たちの言葉を聞きながら、私はうんうんと心の中で同意する。

　たくさんの参加者の前で、HAMASAKI の社長として堂々と意見を述べる柊人さんはとても素敵だった。

　社会がめまぐるしく変化していくなか、ブランドのイメージと価値を守りながら顧客のニーズに寄り添うために柔軟に成長していく。そのために、古い価値観に縛られず、新しいことにチャレンジし続けなければならないと主張する姿は、参加者たちに彼が日本の若きトップリーダーであることを強く印象づけた。

　そのことが話題を呼び、フォーラムでの講演の映像がテレビ番組で紹介されたり、経済誌から取材を受けたり、海外メディアからインタビューのオファーが来たりしている。

　そして、もうひとつ話題になったのは、会場前のロビーでの出来事だ。

　梨々花さんから私をかばい、『必死に口説いてようやく振り向いてもらえた。香澄は俺にとって最高の女性だ』と言い放つ柊人さんの姿を参加者のひとりが撮影していたようで、『日本の老舗ブランド HAMASAKI のＣＥＯは、とても聡明で愛妻家ですばらしい人物だ』と英語のコメント付きでＳＮＳにアップされていた。

　それが海外でどんどん拡散され、ついには日本でも注目されてしまったのだ。

　そのおかげで HAMASAKI の社長は妊娠中の妻を溺愛しているという情報が広がり、私を玉の輿狙いの計算高い女、なんて言う人はいなくなった。

　それはとてもうれしいんだけど、堂々と私への好意を口にする柊人さんの姿が、世界中に拡散されているのかと思うと、ものすごく恥ずかしい。

「それにしても、社長は奥さんにメロメロだよね～」

　案の定、彼女たちの話題は私のことになり、いたたまれなくなる。

「この前、社長が総務部長と話しているところを見たんだけど、赤ちゃんが生まれてくるのが楽しみで仕方ないみたいで、ものすごく幸せそうだったんだよね。今まではクールなイメージだったけど、こんな優しい顔をするんだなってドキドキしちゃった」

「しかも、奥さんを好きになったきっかけが、いつも一番そばにいて献身的に働いてくれる姿に惹かれたって。真面目に頑張っていたら報われるなんて、シンデレラみたいで素敵だよね」

「たしかに。私もお仕事頑張ろうかなって気持ちになる」

「真面目にお仕事していたら、神様が私たちにもそんな出会いをプレゼントしてくれるかもしれないよね」

　そう笑い合って楽しそうに歩いていく女性社員たちの姿を見て、うれしいような恥ずかしいような、くすぐったい気持ちになった。










私たちの赤ちゃんです




　春が過ぎ、梅雨の季節が訪れた。

　朝、リビングの窓の外を見ると、今日も雨が降っていた。雨粒が窓ガラスにぶつかって流れ落ちる。

「川辺を散歩したかったのに、なかなか晴れてくれないね」

　大きなお腹をなでながらひとりごとをつぶやくと、後ろから腕が伸びてきて抱きしめられた。

「出産して落ち着いた頃には梅雨も明けているだろうから、そうしたら三人で散歩しような」

　振り返ると、朝の支度を終えた柊人さんが私を抱きしめていた。

「そうですね」

　うなずいた私に、柊人さんが微笑み、短いキスをしてくれる。こうやってキスをするのは毎日のことなのに、整った顔に見つめられると、どうしても頬が熱くなる。

　さりげなく目をそらした私に気づいて、柊人さんは肩を揺らして笑った。

「結婚して半年経つのに、いまだにキスで照れるのか」

　だって。柊人さんがかっこよすぎるから……と反論しようとしたけれど、両手で頬を包まれ、ついばむように何度もキスをされて言葉にはできなかった。

「ん、柊人、さん……っ」

　次第に深くなるキスに、理性がとろけていく。

　気持ちがいい……そう思ったとき、お腹がぽこんと動いた。私を抱きしめていた柊人さんをキックするように、赤ちゃんが動く。

　その激しさに、思わずふたりで顔を見合わせた。

「今、思いきり俺を蹴ったよな」

「きっと、朝からイチャイチャするなって怒っているんですよ」

　私がくすくす笑うと、柊人さんは少し不満そうな顔をする。

「もう少しキスしていたかったのに」

「こんなことをしていてお仕事に遅れたら、長江さんに怒られちゃいますよ」

　私の言葉を聞いて、柊人さんはため息をついた。

「じゃあ、仕方ないから仕事に行くか」

「はい、いってらっしゃい」

「今日は地方に行くけど、夜には帰るから。陣痛がきたり、なにかあれば、すぐに連絡するんだぞ」

　相変わらず心配性の柊人さんに苦笑しながら背中を押す。

　朝からときおりお腹がぎゅっとなるような感覚はあったけれど、まだ陣痛ではないだろう。

「初産は出産が遅れるっていいますし、予定日まで二週間もあるんですから大丈夫ですよ。柊人さんは、お仕事頑張ってきてください」

　そう言って玄関で柊人さんを見送った。




　私は妊娠八カ月に入ってから仕事を辞めた。産休を取って職場復帰する選択肢もあったけれど、はじめての出産と子育てに専念したい気持ちと、これからは秘書としてではなく妻として柊人さんを支えていきたいという気持ちが強くて、退職させてもらうことにした。

　そして無事臨月を迎え、予定日は二週間後に迫っている。

　ベビーベッドやバウンサーにお洋服。おむつにミルクに哺乳瓶と、必要なものはすべてそろえ、赤ちゃんを迎える準備は万端だった。

　赤ちゃんの体重も二千五百グラムを超え、いつ生まれても大丈夫ですと言われていた。お腹はもう破裂寸前の風船のようにふくらんでいて、下を見ても自分の足元が見えないくらいだ。

　股関節や腰が痛いし、子宮に圧迫されて胃も苦しい。寝返りがうてないせいか何度も目が覚めたり、やっと寝られたと思ったら足がつって真夜中に悲鳴をあげたりと、大変なことも多い。

　だけど、あと数日でお腹の赤ちゃんと会えるのかと思うと、幸せな気持ちでいっぱいになる。

　朝ごはんの片づけを終え、のんびり家事をする。子宮で内臓が圧迫され消化不良なのか、朝から鈍い痛みが続いてるけれど、動けないほどではなかった。

「元気に生まれてくるんだよ」と赤ちゃんに話しかけたとき、お腹の中でぷつんとなにかがはじけるような感覚があった。

　胎動とは違う感覚に戸惑っていると、生温かい液体が流れてくるのがわかった。

「もしかして、破水……？」

　こういうときはどうすればいいんだっけ……とパニックになりかけてはっとする。

　陣痛がきたときや破水したとき、どう行動してどこに連絡をすべきか、柊人さんが前もってまとめてくれたメモがある。

「大丈夫。落ち着いて」

　自分に言い聞かせるようにお腹をなでながらつぶやいた。

　母子手帳や保険証、スマホの充電器やパジャマや着替え。出産のための荷物は完璧にそろえてあるし、破水に対応してくれるタクシー会社も調べてある。

　まず病院に連絡、それからタクシーの手配。部屋の戸締まりと火のもとを確認して、メモを見ながら冷静に行動していく。

　そして柊人さんに連絡を……と電話をかけたけれど、つながらなかった。

　今日は地方にある皮革メーカーの工場の視察に行っているはずだ。工場は山のほうにあるから、電波の状態が悪いのかもしれない。

　柊人さんと連絡がつかないだけで心細くなりかけたけれど、「大丈夫」と自分に言い聞かせた。破水したことと病院に向かうことをメッセージで送っておく。

　私は初産だから、すぐに出産にはならないだろう。柊人さんは今夜には帰ると言っていたし、病院に行けばお医者様や助産師さんたちがいる。それに……。

　私は一度動きを止め、大きなお腹をそっとなでた。

　お腹の中には赤ちゃんがいる。出産は不安だけど、あなたに会うためだと思えば怖くない。

「ママ、頑張るからね」

　そう話しかけて大きく息を吸い込んだ。




　タクシーに乗り込む頃には陣痛がはじまった。感じたことのない痛みに、額に脂汗を浮かべながら病院に到着する。

　診察を受け、朝から感じていた鈍い痛みは陣痛だったんだと教えられた。

「臨月に入ってからも頑張って体を動かしていたおかげか、順調にお産が進んでいますね。これからどんどん陣痛が強くなりますよ」

　医師から言われ、絶句した。

　今でも十分つらいのに、これ以上痛くなるなんて。いったい何時間この状況が続くのか見当もつかなくて気が遠くなりかける。

「初産だと二晩以上苦しむ人もいるんですけど、濱崎さんはそこまではかからないと思いますよ。頑張りましょう！」

　看護師さんに励まされたけれど、二晩以上かかることもあると聞いてめまいがした。乗り越えられるんだろうかと不安が大きくなる。

　できるなら、柊人さんに立ち会ってもらいながら出産したかった。まさか、彼が東京を離れているときにお産がはじまるなんて想定外だ。

「もう少し子宮口が開くまで、リラックスして休んでいてくださいね」

　そう言われ、ＬＤＲという、陣痛室と分娩室が一体になった、ゆったりとした部屋に案内された。

　看護師さんに『リラックスして』と言われたけれど、定期的に訪れる陣痛の痛みに休むどころかどんどん体力を消耗していく。

　ベッドに横になると、赤ちゃんの心拍やお腹の張り具合を計測する機械をつけられた。

　体の外側からではなく、内側から広がる痛みをどうやって逃していいのかわからず、病室でひとり心細さにお守りを握りしめる。いつもポーチに入れて肌身離さず持ち歩いていた、父がくれたかわいらしい桃色の安産御守だ。

　ときおり助産師さんが様子を見に来てくれる。

「陣痛は順調に進んでますね。痛かったら腰をさすりますから遠慮せずに言ってください」

　そう気を使ってくれるけれど、忙しそうな助産師さんに時間を取らせるのは申し訳なくて「大丈夫です」と必死に強がる。

　そんなことをしている間に、また陣痛がやってくる。私はベッドの横につけられている柵を掴み、唇をきつく噛んだ。

　この痛みにあと何時間耐えればいいんだろう。痛みの山をひとつ乗り越えても、すぐにまた陣痛がやってくる。体力が削られていくのに反し、痛みは強くなる一方だ。

　こんな状況で、無事に赤ちゃんを産んであげられるんだろうか。そう思うと怖くなった。ひとりでいるせいか、心細くて泣きたくなる。

　今頃柊人さんはお仕事を頑張っているんだろうな。せめて、声を聞きたい。でも、仕事の邪魔になるかもしれないし……。

　そう思っていると、まるで気持ちが通じたようにベッドサイドに置いていたスマホが震えた。

「もしもし」

《香澄？》

　優しい声で名前を呼ばれ、思わず泣きそうになった。

「柊人さん……」

《メッセージを見た。今は病院なんだな？　大丈夫か？》

「大丈夫です、助産師さんがお産はとても順調に進んでるって」

　心配をかけまいとなんとか強がると、《無理するな》と怒られた。

《泣きそうな声をしてる。心細いんだろ？》

　そう言われ、涙がこみあげてくる。

「柊人さんに会いたい……」

　ひとこと本音を漏らすと、涙があふれてきた。

「陣痛がつらくて、我慢しても我慢しても痛いのがきて、ひとりであと何時間耐えればいいんだろうって思ったら怖くて。こんな状態で赤ちゃんをちゃんと産んであげられるのか不安で。ひとりでいるのがさみしくて……」

　私は涙を流し、子供のようにしゃくりあげながら弱音を漏らす。柊人さんはあきれることなく優しく相あい槌づちをうち、話を聞いてくれた。

《怖いし不安だよな。そばにいてやれなくてごめん》

　そう謝られ、涙を拭いながら首を横に振る。我慢していた感情を爆発させたせいか、張り詰めていた不安や恐怖が少しずつ和らいでいく。落ち着くと、さっきまで泣き言を言っていた自分が恥ずかしくなる。

「私こそ、わがままを言ってごめんなさい」

《いや、いつもは無理をして強がる香澄にわがままを言ってもらえると、俺を信頼してくれているんだなって思えてうれしいよ》

　そんな甘い言葉をささやいてから、柊人さんは気が付いたように聞いてきた。

《後ろで響いてるのはなんの音？》

「あ、赤ちゃんの心臓の音です。ＮＳＴっていう機械をつけていて……」

《赤ちゃんの心臓、すごく力強く動いているな》

　その言葉に、私はＮＳＴのモニターを振り返る。そこから流れる音や、表示される数字は、お腹の中で赤ちゃんが生きている証拠だ。

　陣痛で子宮が収縮すると、血流量が減って赤ちゃんも苦しいと聞いたことがある。

　この痛みに耐えているのは私だけじゃないんだ。この子も産まれてくるために、必死に頑張ってる。

　そう思うと、勇気が出てきた。

《香澄。お産に立ち会うって言ったのに、そばにいてやれなくてごめん》

「いえ、私はひとりじゃないから大丈夫です。柊人さんも、赤ちゃんもいてくれるから」

《またそうやって強がる》

　優しく叱られて、自然と笑みが漏れた。正直な気持ちを言葉にする。

「陣痛は痛いし出産は不安だけど、頑張ります」

《うん。俺もできるだけ早くそっちに行くから》

　そう言って柊人さんが一度息を吐き出す。そして電話越しにささやいてくれた。

《愛してるよ、香澄》

　その言葉だけで、幸せな気持ちがこみあげ、それまで感じていた孤独は薄れた。




　数時間陣痛に耐え、ようやく子宮口が完全に開いた。助産師さんや看護師さんがてきぱきと動き、個室が分娩仕様に変わる。

「濱崎さん。あとちょっとで赤ちゃんに会えますからね」

　看護師さんが私の額に浮いた汗を拭きながら励ましてくれる。その頃には時間の感覚を失い、今が何時かもわからなくなっていた。

　助産師さんの合図に合わせお腹に力を入れていきむけれど、赤ちゃんはなかなか出てきてくれなかった。

　陣痛のつらさといきみつづけた疲労で、意識がもうろうとしていく。

「濱崎さん、大きく呼吸をして。赤ちゃんに酸素を届けてあげる気持ちで」

　そう活を入れられ、必死に息を吸い込む。

　陣痛に合わせていきむと、ＮＳＴから流れる赤ちゃんの心音が弱くなる。それだけ赤ちゃんも大変な思いをしてるんだ。しっかりしなきゃと何度も自分に言い聞かせる。

　額に浮かんだ汗が流れていくのがわかった。手のひらも背中も、全身汗でびっしょりだった。

「頭が見えてきてますから、もう少し頑張りましょうね」

　看護師さんの言葉に、もう少しってどれくらいだろうとぼんやりと思う。

　何時間も分娩台の上でいきんでいる気がする。こんなに痛くてつらいのに、赤ちゃんがなかなか出てきてくれないのは、私のせいなんだろうか。

　私に体力がないから、いきむのが下手だから、赤ちゃんに苦しい思いをさせているんだろうか。そう思うと申し訳なくて泣きたくなる。

「うううううぅ……っ」

　いきむと同時に声を出すと、涙があふれてきた。

「濱崎さん、大丈夫？　あとちょっとで産まれるから、泣かないの」

「ごめ、なさい……っ」

　泣いたらうまく呼吸ができなくて、赤ちゃんが苦しくなる。そうわかっているのに、涙が止められない。

　ひっくひっくとしゃくりあげ歯を食いしばっていると、大きな手が頬に触れた。

「香澄」

　誰よりも愛おしい人の声に、視線を上げる。そこには柊人さんの優しい微笑みがあった。それまで苦しかった呼吸が急に楽になった気がした。

「柊人、さん……っ」

「遅くなってごめん」

　柊人さんは私の涙を拭い、額にキスをしてくれた。

「濱崎さん、次の陣痛で思いきりいきみますよ」

　看護師さんにそう言われうなずくと、柊人さんが私の手を握ってくれた。力強いその感触に、安心感と勇気が湧いてくる。

「下に押し出す気持ちで思いきり力を入れて」

「うー……っ！」

　柊人さんの手にすがりつくように握りしめながら、全身の力を振り絞る。

「香澄、頑張れ」

　まるで柊人さんの声が赤ちゃんにも届いたみたいだった。それまでどんなに頑張っても動かなかった赤ちゃんが、するりと下りてくるのがわかった。

「上手よ。もう出るからね。そのまま長くいきんで」

「んんん……っ」

　唇を噛みしめて、必死に力を込める。

　赤ちゃん、元気に生まれてきて。そう願いながら。

「香澄……っ！」

　手を握りしめる柊人さんが、感激した声で私の名前を呼ぶ。ぼんやりと目を開けると、助産師さんが小さな赤ちゃんをとりあげるのが見えた。

「おめでとうございます！」

　周りにいた看護師さんたちからいっせいにそう言われた。

　呆然としながら助産師さんの腕の中にいる赤ちゃんを見つめる。

　目を閉じたまま動かない。大丈夫だろうか。私は元気に産んであげられたんだろうか。

　不安になった瞬間、ぴくんと小さな腕が動いた。そして大きな産うぶ声ごえがあがる。

　こんな小さな体から発せられているのが信じられないくらい、力強い泣き声だった。

　安あん堵どと感動が同時に押し寄せてきて、また涙がこみあげる。視界が涙でキラキラと滲み、世界が一気に鮮やかになったような気がした。

「よかった……」

　そうつぶやくと、柊人さんが私の頭をなでてくれた。

「よく頑張ったな、香澄。ありがとう」

　お礼を言いたいのは私のほうだ。そう思いながら首を横に振る。

　この子を妊娠しているとわかったとき、柊人さんに知らせずひとりで産もうと考えていた自分は、どんなに浅はかで世間知らずだったんだろう。

　柊人さんがいなかったら、私はきっと耐えられなかった。彼がいつも支えてくれたから頑張れた。

　感謝の気持ちを伝えたかったけれど、言葉にならず涙だけがあふれる。

「かわいい女の子ですよ」

　看護師さんがそう言って、赤ちゃんを抱かせてくれた。

「っ、……温かい」

　ひっくひっくと肩を上下させながら、おそるおそる赤ちゃんに触れる。

「ものすごくかわいいな」

　柊人さんも感激したようにつぶやき、赤ちゃんの頭をそっとなでた。

「私たちの赤ちゃんですね」

「あぁ。産んでくれて本当にありがとう」

　小さな赤ちゃんの誕生に感激しながら、私たちは微笑み合い、こつんと額を合わせた。










エピローグ




　出産してから五日後、私は赤ちゃんと共に無事退院した。

　入院中は柊人さんのご両親や私の父や兄、綾人さんや辻さんなど、たくさんの人がお見舞いに来て、赤ちゃんの誕生を喜んでくれた。

　相変わらず過保護な柊人さんは、あまりたくさんの人がお見舞いに来ると私の負担になるんじゃないかとハラハラしていたようだけど、幸い赤ちゃんはよく飲みよく寝てくれる子で、入院期間で私は出産の疲れをだいぶ癒すことができた。

　赤ちゃんの名前はふたりで相談して、『あかり』と名付けた。

　この子の産声を聞いた瞬間、世界が明るくなったように感じた、という私の言葉を聞いた柊人さんが考えてくれた名前だ。

　未来を照らす灯のように明るく元気に育ってほしい。そんな思いが込められている。




　出産して三カ月が過ぎた頃。明け方、なぜか自然に目を覚ました。

　ベッドから体を起こすと、一緒に寝ているはずの柊人さんがいないことに気づく。そして、隣に置いてあるベビーベッドの中にあかりの姿がないことにも。

　どうしたんだろうと思いリビングに行く。薄暗い部屋の中、窓辺で柊人さんがあかりを抱いてあやしていた。

「柊人さん」

　声をかけると、彼の視線がこちらに向く。

「あぁ。起こしちゃったか」

「自然と目が覚めて。あかり、泣いてましたか？」

「いや、起きてじたばたしていたんだけどご機嫌だったから、抱っこして一緒に外を見てた」

　その言葉に、柊人さんの腕の中を見る。彼の言葉通り、あかりはご機嫌に「あー」と声をあげ腕を動かしていた。

　生後三カ月になり、あかりは声をあげたり笑ったりと表情も豊かになってきた。起きている時間も長くなり、かわいさは増すばかりだ。

　とはいえ、忙しい柊人さんの睡眠時間を削ってしまうのは申し訳ない。

「すみません。今日も仕事なのに」

　謝ると、怒った顔の柊人さんにこつんとおでこを小突かれた。

「あかりは俺たちの子供なんだから、ふたりで面倒をみるのは当然だろ」

「ありがとうございます」

　私がお礼を言うと、柊人さんが柔らかく微笑む。そして腕の中のあかりを見下ろしながらつぶやいた。

「一年前はこんな幸せな生活が待ってるなんて、想像もしていなかったな」

「本当ですね」

　あの夜、半ば勢いで一夜を共にした私たちがあかりを授からなければ、きっとこんな未来は訪れなかった。この子の存在が奇跡のように感じる。

　すると、柊人さんの腕が伸びてきて抱き寄せられた。

「愛してるよ、香澄」

「私も……」

　愛しています、と言いかけたとき、ふたりの間にいたあかりが自分もだと主張するように、タイミングよく「あうっ」と声をあげた。甘い空気が一気にほどけ、柊人さんと顔を見合わせ吹き出す。

　柊人さんは体をかがめ、私に素早くキスをすると、あかりを高い高いしてパパの顔になる。

「もちろんあかりのことも愛してるよ」

　そう言ってあかりの柔らかい頬にキスをする柊人さんを見て、なんだか不思議な気持ちになった。

　一年前の自分は、恋愛や結婚には縁がなく、これからもひとりで生きていくんだと思っていた。ずっと想いを寄せてきた柊人さんと夫婦になり、かわいい娘に恵まれるなんて、想像もしていなかった。

　あの頃の自分に教えてあげたい。傷つくことを恐れずに素直に気持ちを伝えれば、こんなに素敵な未来が待っているんだよって。

「柊人さん。私、幸せです」

　思わずそうつぶやく。

　柊人さんは視線をこちらに向け、涙目の私を見て小さく笑った。

「なに泣いてるんだ」

「だって……。これからもずっと三人でいられるんだなと思ったらうれしくて」

　私は照れくさくてうつむき、鼻をすすりながらつぶやく。すると柊人さんは私の頭をなでてくれた。

「香澄のこともあかりのことも、俺がこれからもっともっと幸せにする。だから一生そばにいてくれ」

　その言葉に、胸を熱くしながらうなずいた。

　これから柊人さんとあかりと共に過ごす幸せな日々を想像するだけで、胸がいっぱいになった。
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特別書き下ろし番外編










はじめての日々




　柊人さんとあかりと三人で迎えるはじめての年末のお休みは、私の地元に遊びに行くことにした。

　一日目は私の実家に泊まり、翌日は柊人さんのご両親に紹介してもらった旅館でのんびり過ごす、二泊三日の家族旅行。

　車で三時間ほどの距離だけど、あかりにとってははじめてのお泊まりでのお出かけだった。

　車内で遊べるように絵本やおもちゃ、そしておむつに着替えにミルクに離乳食。色々準備をしているうちに、荷物はものすごい量になってしまった。

　柊人さんが荷物に埋もれそうな私を見て、「それだけあれば、海外にだって行けそうだな」と苦笑する。

「なにがあっても困らないようにと思ったら、どんどん荷物が増えちゃって」

「香澄は心配性だな。足りないものがあったら向こうで買えばいい」

　柊人さんの言葉に「そうですね」とうなずく。

　そんな会話をしつつ、あかりがやけに静かだなと不思議に思う。

　嫌な予感がして振り向くと、リビングの隅に置いてあるプレイマットで遊んでいたはずのあかりが、いつの間にかローテーブルの横に移動しあおむけに寝ころんでいた。そして、鍵がついたキーケースを両手に持ちあーんと口を開けている。

「あぁ！　それ、食べちゃだめ……っ！」

　私は思わず悲鳴をあげる。鍵はテーブルの上に置いておいたはずなのに、いったいどうやって手に入れたんだろう。

　あかりはおもちゃや絵本でも遊ぶけれど、それよりも鍵やスマホ、家電のコードなんかの触っちゃいけないものをかじるのが大好きだ。ちょっと目を離すと、寝返りやほふく前進のようなずりばいで移動し、無邪気な笑みを浮かべながらいたずらをする。

　危なくないように大人が必死に工夫をしても、あかりの行動範囲はあっという間に広がり、思いもしないいたずらをして私たちを驚かせる。毎日知恵比べをしているみたいだ。

　どんどん活発になっていくあかりは、まるで小さな怪獣だった。

「あかり。これはかじるものじゃないよ」

　柊人さんがあかりを抱き上げ言い聞かせる。キーケースを取り上げられたあかりは、ぷくっと頬をふくらませて、不満げな顔をしていた。

　六カ月になったあかりは、驚くほど表情豊かだ。話しかけると声をあげて笑うし、機嫌が悪いと全身をじたばたさせながら泣く。一日一日成長していくのを感じる。

　ふくれっ面のあかりと見つめ合っていた柊人さんは、しばらくすると根負けして小さく吹き出した。腕の中のやんちゃな娘を見下ろし、愛おしくて仕方ないというように表情を緩める。

「やっぱりこのワンピースかわいいな」

　あかりが今日着ている服は、柊人さんが選んだものだ。胸の下あたりからふわっと広がるワンピースに白いタイツ。そしてワンピースとおそろいの生地でできたスタイをつけている。

「柔らかい生地だから、あかりも着心地がよさそうですよね」

　上質なオーガニックコットンでできたワンピースは、見た目のかわいらしさはもちろん肌触りもいい。

　髪の毛がふさふさで目がクリッとしているからか、あかりはこういう女の子らしい格好がとても似合う。こんなことを言うと親バカだって笑われてしまいそうだけど、柊人さんの腕の中で笑う姿は、天使のように愛らしい。

　たくさんの荷物は柊人さんが車に運んでくれた。

「じゃあ行こうか」と声をかけられ、あかりを抱いてマンションを出る。

　長時間の車移動の間、おりこうにしていられるか心配だったけれど、チャイルドシートに座るといつも眠ってしまうあかりは、ほとんど寝ている間に私の実家に着くことができた。

「ここで香澄が育ったんだな」

　運転席から降りた柊人さんが、二階建ての母屋の隣にある『吉木製作所』という看板が取り付けられた工場を見上げた。

「そうです。この工場の機械の音を聞いて育ったんですよ」

　私は後部座席のチャイルドシートに座るあかりを抱き上げながら、懐かしさに目を細めた。

「私が小さい頃、仕事をしている父の姿を見たくてこっそり工場をのぞいては、『なにしてるんだ、出ていけ！』ってよく怒鳴られたんです」

　あの頃は本当に怖かったけれど、今となってはいい思い出だ。

「金具加工の工場だから、危険な道具や機械がたくさんあるんだろう？　香澄に怪我をさせたくなくて怒鳴ってしまうお義父さんの気持ちもわかる」

　柊人さんはそう言いながら、私の腕からあかりを受け取る。

「私も、大人になってようやく父の気持ちを理解できるようになりました」

　かわいい子供には、痛い思いをさせたくない。そんな思いから、ついつい厳しい口調になってしまうこともあるんだろう。

　そんな会話をする私たちを、柊人さんに抱かれたあかりは不思議そうに見ていた。




　母屋の玄関に入ると、父と兄が出迎えてくれた。

「お父さん、お兄ちゃん。ただいま」

「ご無沙汰してます。今日はお世話になります」

　私たちの挨拶にうなずきながらも、その視線は柊人さんに抱かれたあかりに釘付けになっていた。あかりが「あうー」と声をあげると、ふたりはそろって目を丸くする。

　写真や動画は送っていたものの、実際に会うのは半年ぶりだ。

　生まれたばかりの頃は小さなお猿さんのようだったあかりは、この半年間で髪の毛も伸び、顔つきも変わった。女の子らしくなった姿を見て驚いているんだろう。

「少し会わなかった間に、こんなに大きくなったのか」

　父が感心したようにつぶやく。

「すごいでしょう？　もう寝返りもおすわりもできちゃうんだよ」

　私が微笑みながら言うと、興味津々の表情の兄があかりに近づき、ぷにぷにのほっぺたを指でつつく。

「目がくりくりで美人さんだなぁ。抱っこしたいけど泣いちゃうかな」

　あかりは黒目がちの丸い瞳でじっと兄を見上げていた。

「どうぞ。人見知りはしないんで大丈夫ですよ」

　兄は柊人さんからあかりを受け取り、「うわぁ」と感激の声をあげる。

「見て、こんな小さい手で俺の服をぎゅっと掴んでる！　すごいかわいい！」

　手が自由に動かせるようになったあかりは、いろんなものを掴むのが好きだ。そしてそのままなんでも口に入れようとする。

　案の定、あかりは握った兄のシャツを引っ張り、口を近づける。

「わ、俺のシャツを食べようとしてるよ」

「お腹がすいてるのかも。ミルクの準備をするからキッチンを借りるね」

　私が慌ただしく靴を脱ぎ家に入ると、父が黙ったままついてくる。

　お父さんはあかりを抱っこしてくれないのかな。私が小さな頃も、父に抱っこしてもらった記憶はあまりないから、きっと子供が好きじゃないんだろう。

　兄から『年末は久しぶりにうちに帰ってきたら？』と誘われて帰省したけれど、父にとっては迷惑だったのかもしれない。

　さみしい気持ちでそんなことを考えながら、私はバッグから哺乳瓶やミルクを取り出す。

「なにか手伝うことはあるか？」

「じゃあ、お湯を沸かしてもらってもいい？」

「わかった」

　父は無表情で電気ケトルに水を入れスイッチを押す。

　お湯が沸くまでの少しの時間、ふたりきりのキッチンに気まずい沈黙が流れた。

　すると「香澄」と名前を呼ばれた。

　振り返った私を、眉間にしわを寄せ深刻な表情をした父が見つめていた。

「あかりのことだが」

「はい」

　その低い声に、私はごくりと唾をのみ込み、いったいなにを言われるんだろうと身構える。

「……俺が抱っこしたら、やっぱり泣くだろうか」

　真顔でそう言われ、一瞬ぽかんとしてしまった。

「え？」

「俺はこの顔のせいか、昔から子供に怖がられるんだ。香澄も赤ん坊の頃、母さんの腕の中ではご機嫌だったのに、俺が抱くといつも泣いた」

「ええと、お父さんはあかりを抱っこしたいってこと？」

「当たり前だろ。でも、怖がられて嫌われるのは嫌だ」

　今まで無言で険しい顔をしていたのは、抱っこしたいけど泣かれたくないと、ひとりで葛藤していたからなんだ。

　どこまでも不器用な父に、思わず「ふふっ」と笑みが漏れる。

「あかりはおおらかな子だから大丈夫だと思うよ。それに、赤ちゃんが泣くのは当たり前のことだから、気にせずたくさん抱っこしてあげて」

　私がそう言うと、父はほっとしたように口元を緩め、「そうか」とつぶやいた。

　その優しい表情に、なぜか目頭が熱くなる。

　私はミルクの準備をしながら、こっそり目じりに浮かんだ涙を拭った。

　できあがったミルクを持ってリビングに移動する。あかりを抱いた兄と柊人さんは、センターテーブルを挟んで置かれたソファにそれぞれ腰を下ろしていた。

　あかりはミルクを持った私を見た途端目を輝かせる。やっぱりお腹がすいていたんだ。

「お父さんがあかりにミルクを飲ませてみる？」

　私が哺乳瓶を渡そうとすると、父は「いや、いい！」と即答で拒否する。抱っこもしたことがないのに、いきなりミルクをあげるのは怖いようだ。

「俺がミルクをあげていい？」

　興味津々の兄に言われ、「じゃあお願い」と哺乳瓶を手渡す。空腹のあかりは待ちきれない様子で、兄の持つ哺乳瓶に手を伸ばした。

「わ。すごい勢いで飲んでる」

　小さな両手で哺乳瓶を掴み、ごくごくとミルクを飲みはじめたあかりを見て、兄が驚きの声をあげる。哺乳瓶の中身はみるみるうちに減っていく。

「車の中でぐっすり眠っていたから、のどがかわいていたんだね」

「すごいな」

　兄の隣に座った父が、感心したようにつぶやく。その視線は、上手に哺乳瓶を持つあかりに釘付けになっていた。

「かわいいな。母さんにも、抱かせてやりたかった」

　父のひとりごとのような言葉を聞いて胸が詰まった。

「きっと、母さんはちゃんと見守ってくれてるよ」

　兄が明るい声で言うと、父がはっとしたように表情を変える。そして、突然ソファから立ち上がった。

「どうしたんですか？」

　問いかけた柊人さんに、「悪い、ちょっと」とだけ言い残し、父はリビングから出ていった。

　急に出ていくなんて、なにかあったんだろうか。相変わらず父は言葉が少なくて、なにを考えているのかよくわからない。

　困惑する私たちをよそに、ミルクを飲み終えたあかりは、兄の腕の中で両手を動かし、「あううう」とご機嫌におしゃべりをはじめた。

「げっぷさせたほうがいいですか？」

「あ、じゃあ一度替わります」

　兄の言葉にうなずいた柊人さんがあかりを受け取る。

「ミルクを飲んでお腹いっぱいになったか？」

　柊人さんは優しく話しかけながら、大きな手であかりの背中をなでる。するとあかりは満足げに「けふっ」と肩を上下させ小さなげっぷをした。

「柊人さん、もうすっかり父親の顔ですね」

　兄に言われ、柊人さんは複雑そうな表情を浮かべた。「いや……」とあかりを見つめながら口ごもる。

「どうしたんですか？」

「こうやって娘が生まれて親になると、過去の自分を思いきり殴ってやりたくなって」

「んん？」

「もしあかりが成長して、結婚もしないまま妊娠したと報告されたら、俺はお義父さんのようには許してやれないと思う」

　大真面目な顔で言う柊人さんに、私と兄は顔を見合わせた。

「いや。許すどころか、相手の男が二度とあかりに近づけないよう、あらゆる手を使って社会的にも物理的にも抹殺するかもしれない」

「柊人さん。顔が怖いです」

　ただの想像だというのに、声のトーンが真剣すぎる。焦る私とは対照的に、兄は「柊人さん、おもしろいなぁ」と肩を揺らして笑った。

「もう一回あかりを抱っこさせてもらってもいいですか？」と言われ、柊人さんはうなずいて兄にあかりを手渡す。

　兄はうれしそうにあかりを抱っこしながら、ちょっといじわるな顔でソファに並んで座る私たちを見た。

「父さんも、最初は柊人さんをぶん殴ってやりたいと思ってたんじゃないかな」

「そうですよね」

「なんなら父さんの代わりに俺が一発殴っておきます？」

「それで少しでもお義父さんの気が晴れるなら、ぜひ」

　そんな話をするふたりに、私は慌てて割って入る。

「もう、お兄ちゃん変なことを言わないでよ。柊人さんも、『ぜひ』じゃないです。ちゃんと断ってください！」

「冗談に決まってるだろ。相変わらず香澄は真面目だなぁ」

　兄に笑われ私が頬をふくらませていると、紙袋を持った父がリビングに戻ってきた。そして私たちの向かいのソファに腰を下ろす。

「これを、香澄に渡そうと思っていたんだ」

　父は紙袋の中からベージュの箱を取り出し、センターテーブルの上に置いた。その箱の蓋ふたの中央には、光沢のある黒い文字で『HAMASAKI』と刻印されている。

「これは……」

　私の隣に座る柊人さんが、驚いた表情で箱を見つめながらつぶやいた。

「母さんのだ」

　父が箱の蓋を開く。中には小ぶりの革のハンドバッグが入っていた。それを見た途端、小さな頃の記憶がよみがえる。

　これは、母が大事にしていたバッグだ。母は特別なときにしかこのバッグを使わず、宝物のように大切にしていた。このバッグを持つ母はどこかうれしそうで、とても綺麗だった。バッグひとつで女性はこんなに素敵になれるんだ。そう感じたのが、私が HAMASAKI で働きたいと思うようになったきっかけだった。

「母さんと結婚するとき、指輪はいらないと言われたんだ」

　父は私と柊人さんの前で、ぽつりぽつりと話しだす。

「仕事柄俺は指輪をつけないから、母さんも指輪はいらないって。でも、なにか結婚の記念になるものを贈りたいと思って、母さんに内緒で有名なバッグのブランド店にひとりで行ったんだ」

　私と柊人さんは真剣な表情で父の話に耳を傾ける。

「高級なブランド店なのに、ファッションにまったく興味のない俺がひとりで行っても、店員は嫌な顔ひとつせずに、どんなものを買ったら母さんが喜ぶか親身になって考えてくれた。そうして選んだバッグを母さんにプレゼントしたら、箱を開けた途端、母さんの目に光がさして頬がふわっと赤くなったんだ。表情を見ているだけで、喜んでくれたのが伝わってきた。それから母さんはずっとずっと、このバッグを大切に使ってくれた」

　このバッグは、父からプレゼントされたものだったんだ。そのときの母の気持ちを想像して、胸がいっぱいになる。

「母さんが死んでからはしまい込んでいたんだが、香澄が結婚すると聞いてバッグのことを思い出した。少しくたびれていたバッグを修理するために HAMASAKI の店舗に持っていったら、そこにいた客たちは、このバッグをプレゼントされたときの母さんと同じ、幸せそうな顔をしていた」

　私の隣で、柊人さんがぐっと息をのんだのがわかった。膝の上に置いた手をきつく握りしめる。

「結婚のけじめもつけずに香澄が妊娠したことに正直許せない気持ちもあったが、その客の顔を見ていたら、わだかまりがすっと溶けた。香澄が選んだ男はたくさんの人を幸せにするすばらしい仕事をしているんだから、きっと香澄のことも幸せにしてくれるだろうと信じられたからだ」

　そう言いながら、父は優しい表情でバッグを見下ろしていた。

　父の言う通りだ。柊人さんは、お客様に喜んでもらうことを一番大切に考えられる人だ。創業時からの伝統と技術を受け継ぎつつ、老舗ブランドの古い価値観やプライドを捨て、お客様を幸せにするために力を尽くしている。

　そんな姿を秘書としてそばで見ているうちに、私は自然に柊人さんを好きになっていた。

　父はゆっくりと視線を上げ、柊人さんを見つめた。

「柊人くん、そうだろう？」

　その言葉に、柊人さんは静かに息を吐き出してから背筋を伸ばす。

「はい。香澄さんとあかりを、必ず幸せにします」

「任せたよ、柊人くん」

「……ありがとうございます」

　そのやりとりを隣で見ているうちに、涙がこみあげてきた。

「香澄。これからはお前がこのバッグを大切にしてくれるか？」

　泣きそうな私に父はたずねる。私は涙をこらえながら、何度も首を縦に振った。

　母が父からプレゼントされた宝物で、そして私が HAMASAKI で働くきっかけになったバッグだ。このバッグがなかったら、私は柊人さんと出会えなかった。

　父から母への想いが、柊人さんとの縁につながり、あかりが生まれた。まるで奇跡みたいだ。

「大切に使って、将来はあかりにプレゼントするね」

　目をうるませて言った私に、父は照れくさいのか険しい表情でうなずく。

「そうしてもらえたら、きっと母さんも喜ぶな」

　こんなときでも眉間にしわが寄っているなんて、本当に不器用な父らしい。私は目じりに浮かんだ涙を拭いながら微笑んだ。

　そのとき、それまで兄の膝の上でおとなしくしていたあかりが「あうううううっ」と声をあげた。隣に座る父のシャツを掴み、手繰り寄せる。

「なんだ？　あかりはまだお腹が減ってるのか？」

「あうあうっ」

「あうあう、じゃなにが言いたいのかわからないぞ」

　服を引っ張られ困惑する父と無邪気なあかりのかみ合わないやりとりが微笑ましくて、私たち三人はこらえきれずくすくすと肩を揺らして笑う。

「父さんに抱っこしてもらいたいって言ってるんじゃないかな」

「そうなのか？」

　父は兄の言葉を疑うように眉をひそめてから、おそるおそるあかりのほうに腕を広げる。

「じいちゃんの膝の上に来たいのか？」

「あう」

　あかりは差し出された腕をぎゅっと掴む。父はあかりを膝の上に抱いた。ぎこちないけれど、その表情は優しかった。

「どう？　初孫を抱いた感想は」

　にやにやした兄にたずねられ、父は「かわいいな……」と感動したように漏らす。

　父があかりを抱いてくれている。その光景に胸がいっぱいになって、私は泣きそうになった。




　夕食やお風呂を終えると、慣れない場所にはしゃいで疲れたあかりはすとんと寝入ってしまった。客間に敷いた布団で眠るあかりを挟み、柊人さんとふたり小声で話す。

「香澄の実家に遊びに来られて、よかったな」

「はい。父や兄にあかりを抱っこしてもらえて、うれしかったです」

　柊人さんの言葉にうなずきながら、あかりの寝顔を見下ろす。

「それに、母のバッグの話も聞けてよかった」

「俺も、HAMASAKI のバッグをあんなふうに大切にしてもらえていたなんて本当に光栄だし、身の引き締まる思いがした。これからも、母から娘へ引き継いで長く愛してもらえるようなブランドであり続けないとな」

「本当ですね」

　私が微笑んでうなずくと、柊人さんが「それから」と言ってこちらに身を乗り出した。

　天井の照明が遮られ、私は顔を上げてまばたきをする。ちゅっと小さな音をたて、触れるだけのキスをされた。

「それから、香澄とあかりのことも一生大切にする」

　甘い視線で見つめられ、頬が熱くなる。照れくさくて、でもうれしくて、くすぐったい気持ちになった。

「なんだか、結婚式の誓いみたいですね」

　はにかみながらそう言うと、「本当だな」と柊人さんも笑う。

　幸せを噛みしめながら、ふとあることを思いつく。

「柊人さん、ひとつだけわがままを言ってもいいですか？」

　私の言葉に柊人さんは「もちろん。香澄のわがままならなんだって聞くよ」とうなずいてくれた。




　翌日。お昼頃にゆっくりと支度を終えた私たちは、家の前で父と兄に挨拶をする。

　近所に住んでいる兄の恋人の麻あさ美みさんも見送りに来てくれた。子供好きだという彼女は、あかりを見ると大喜びで抱っこしてかわいがってくれた。

　明るくてさばさばした性格の、とても素敵な女性だった。ふたりは結婚を考えているそうだから、近い将来、この人が私の義姉になるんだ。また家族が増えることをうれしく感じる。

「じゃあ、気を付けて行くんだぞ」

　父がそう言うと、あかりを抱いた柊人さんがぽんと私の背中を押した。私はうなずいて、父に向かい合う。

「あの、お父さん」

　ためらいがちに口を開いた私を、父がいつもの険しい表情で見つめた。

「ひとつお願いがあるの」

「なんだ」

「夏頃に、小さなウエディングパーティーをしたいと思っているんだけど……」

　それがどうした、というように父は無言でうなずく。

　柊人さんと私は妊娠が発覚してからの結婚で、挙式や披露宴はできなかった。

　その代わり、あかりが一歳になる頃にアットホームなウエディングパーティーを開き、親族や親しい友人たちを招待したいと考えていた。

　柊人さんは、私が望むならどんな豪華な披露宴でもするよと言ってくれたけれど、私はあくまでお世話になっている人たちに感謝を伝えるためだから、最低限のパーティーだけで、挙式も必要ないと思っていた。だけど……。

　昨日、父から母との結婚のエピソードを聞いた私は、それまで知らなかったふたりの愛の深さを感じた。

　私も、父や兄やみんなから祝福されながら神様の前で愛を誓った記録を残し、いつかあかりに結婚したときのことを話してあげたい。そう思った。

　だから昨夜、柊人さんに『やっぱり挙式をしてもいいですか？』とお願いしたのだ。柊人さんは、『もちろんいいよ』とうなずいてくれた。

「もし私が挙式をしたら、お父さん、私と一緒にバージンロードを歩いてくれる……？」

　おそるおそるたずねると、父の眉間のしわが深くなった。

「なにをバカなことを」

　低い声で言い捨てられ、ぐっと言葉に詰まる。

　そうだよね。職人気質で不愛想な父が、バージンロードで花嫁のエスコートなんて恥ずかしいと思うのは当然だ。

　父に断られたならやっぱり挙式はやめて、パーティーだけにしよう。

　私がそう思いうつむくと、父は「歩くに決まってるだろう」とぶっきらぼうに付け加える。

「え？」

　驚いて顔を上げた私に、父はぎこちなく手を伸ばした。

「そんなことをいちいち不安そうな顔で確認するな。大切な娘の結婚式なんだから、バージンロードだろうがどこだろうが、喜んで歩く」

　そう言いながら、ぽんと私の頭をなでた。ごつごつした手のひらの感触から、父らしい不器用な愛情を感じる。

「ありがとう、お父さん……」

　泣きそうになりながらお礼を言う私を、柊人さんが優しい表情で見下ろしていた。そして腕の中のあかりが、外の冷たい空気に頬を赤くして「あうあうっ」とご機嫌におしゃべりをしていた。

「ほら、寒いから早く車に乗りなさい」

　父は少し照れくさいようで、ぶっきらぼうな口調で私たちを急かす。

「お世話になりました」

「柊人さん、またあかりを連れて遊びに来てくださいね」

　頭を下げた柊人さんに、兄と麻美さんが明るく手を振る。三人に見送られ、私たちは幸せな気持ちで実家をあとにした。




　そしてやってきたのは、隣県に古くからある温泉街。その奥まった静かな場所に『日ひ野の屋や』という老舗旅館があった。柊人さんのご両親が、ゆっくり温泉に入って疲れを癒せるようにと、贔屓ひいきにしている宿を手配してくれたのだ。

　旅館の前に車をつけると、きりっとした和風美人の女将おかみと丸顔の人のよさそうなご主人が出迎えてくれる。

「わぁ……。素敵なところですね」

　車から降り、ため息を漏らす。

　歴史と伝統を感じさせる唐から破は風ふの屋根に堂々とした枝ぶりの黒松。ロビーに入ると色鮮やかな天井絵に目を奪われる。

　柊人さんのご両親の紹介だから、高級な旅館なんだろうなとは思っていたけれど、予想以上の格式の高さに、私は思わず息をのんだ。

「どうぞ、ごゆっくりお過ごしくださいね」

　女将はそう言ってくれたけれど、この落ち着いた雰囲気の旅館に小さな赤ちゃん連れで宿泊して、迷惑にならないだろうかと不安になる。

　すると、あかりを抱っこした柊人さんがそんな心配を見透かしたかのように私の髪を優しくなでた。

「部屋は本館じゃなく、離れだから安心していいよ」

「離れがあるんですか？」

　私がたずねると、ご主人が荷物を運びながら笑顔でうなずいた。

「去年新設したばかりなんです。庭園に流れる小川に沿って建てた離れは一棟一棟貸し切りで、敷地内にほかの宿泊者は立ち入れないようになっていますから、私邸だと思ってゆっくり羽を伸ばしてください」

　その言葉に胸をふくらませながら客室へと向かう。

　有形文化財にも指定されているという純和風の豪華な本館とは違い、離れはモダンな雰囲気の中にも情緒のある落ち着いた造りになっていた。

　ゆったりとした和室のリビングには大きな格子戸がついていて、縁側から続く美しい日本庭園が眺められる。襖を開ければ寝室があり、室内はすべてバリアフリーになっていた。段差がないので、あかりも自由に遊べる造りだ。

　赤ちゃんを連れての宿泊だと事前に伝えてくれていたようで、普段客室に飾られている壺や花瓶は片付けられ、代わりに積み木や絵本が置いてある。

　施設の豪華さはもちろん、細かな心遣いがうれしくて、さすが柊人さんのご両親お気に入りのお宿だなと感心してしまった。

　小川を眺めながら美しい日本庭園を散歩したり、客室に備え付けられた源泉かけ流しの露天風呂に家族三人で入ったり、豪華な夕食をお部屋でのんびり食べたり。行き届いた旅館のおもてなしと柊人さんの気遣いのおかげで、家事と育児に追われる慌ただしい日常を忘れ、存分に羽を伸ばすことができた。

　あかりを寝かしつけたあと、柊人さんにせがまれてふたりでもう一度露天風呂に入った。

　豪華な総檜の浴槽に体を沈めると、灯とう篭ろうの明かりに浮かび上がる手入れの行き届いた庭が見渡せた。離れの前を流れる小川が光を反射してとても美しい。

　柊人さんはお湯の中で後ろから私を抱きしめていた。一緒にお風呂に入るのは少し恥ずかしいけれど、やっぱり温泉は気持ちいいしこの素敵な景色をふたりで見ることができて幸せだと思う。

「旅行っていいですね。あかりもはじめての露天風呂に喜んでいたし、私もゆっくりできました」

　後ろを振り返りながら言うと、柊人さんは目元を緩めて微笑んだ。

「香澄がゆっくりできたならよかった。ゴールデンウィークは長めの休暇を取って海外にでも行くか？」

「いえ、ゼロ歳児のあかりを連れて海外はちょっと」

　柊人さんは海外に行き慣れているだろうけど、赤ちゃん連れで旅行となるとやっぱり心配も多い。

　慌てて首を横に振った私を見て、柊人さんは少しがっかりした表情を浮かべた。

「南の島の透き通った海や、地中海沿岸の国々の美しい街並み、北欧の凍てつく空を覆うオーロラ。香澄と見たい景色はたくさんあるのに」

　私はそんな彼の肩に頬を預け、ちょっと照れながら耳元でささやく。

「あかりがもう少し大きくなったら、連れていってくださいね。私も、柊人さんとあかりと三人で、いろんな景色を見たいです」

　ぎこちなく甘えると、柊人さんは苦笑した。私を抱きしめていた腕に力が込められ、体が密着する。

「香澄はどんどん俺を操るのがうまくなるな」

「操ってなんて……」

　いないです、と否定しようとしたけれど、優しく微笑み顔を傾ける柊人さんを見て言葉が出なくなる。近づいてくる端整な顔に見惚れているうちに、頬に口づけをされた。

　こつんと額を合わせると、まぶたに柊人さんの柔らかいまつ毛が触れた。くすぐったくて、自然と笑みがこぼれる。じゃれるようなキスが次第に深くなっていき、「ん……」と湿った吐息が漏れた。

「いつか、家族でいろんなところを旅しような。その頃には、三人じゃなくなっているかもしれないけど」

　キスをほどいた柊人さんに色っぽく笑われ、意味を理解して頬が熱くなる。

「そ、それはそれで、うれしいことですよね」

　今はまだはじめての育児に手いっぱいでふたり目は考えていないけど、いつか家族が増えたらきっともっと楽しいだろうな。

　私が照れながら言うと、柊人さんも微笑みうなずいてくれた。

　そのとき、空から白いものが落ちてきた。なんだろう。私は目を丸くする。

　柊人さんがお湯から腕を出し、手のひらで受け止める。ひらりと降ってきた白いかけらは、温かい体温にあっという間に溶けてなくなった。

「雪が降ってきたんだな」

　つぶやいた柊人さんにつられて空を見上げる。真っ暗な夜空から星のような雪のかけらがひらひらと舞い落ちてくる。

「綺麗……」

　感激してため息を漏らすと、柊人さんが私を抱きしめながらうなずいた。

「朝までに少し積もるといいな。あかりがどんな反応をするか楽しみだ」

「そっか。あかりはまだ雪を見たことがないですもんね」

　朝になって窓から見えるお庭が雪化粧をしていたら、ふわふわの雪にはじめて触れその冷たさを知ったら、あかりはきっと大きな目をまん丸にして驚くだろう。

「あかりにとっては、この世界ははじめての体験だらけなんですよね」

　そう思うと、すべての日々が尊いものに思える。

「俺にとってもすべてがはじめてだよ」

　柊人さんの言葉に首をかしげて振り向くと、額にちゅっとキスをされた。

「香澄を好きになって、必死に口説いて、結婚して、父になって。香澄のおかげで世界が変わった。香澄が隣にいてくれるだけで、すべてのことが新鮮で愛おしく感じるようになった」

　柊人さんは優しく微笑みながら私の頬をなでた。大切な宝物に触れるように、そっと。

「柊人さん……」

　私もです、と伝えようとしたけれど、感激で言葉が出なくなる。

　私も柊人さんに出会って、すべてが変わった。こんな穏やかで幸せな日々が訪れるなんて、思ってもみなかった。

　涙で瞳をうるませた私を見て、柊人さんは小さく笑う。

「これからもずっと、俺の隣にいてくれるか？」

　その問いかけに、私は「はい」とうなずいてから涙を拭い微笑んだ。答えを聞いた柊人さんが私を引き寄せ抱きしめる。

　これからもずっと一緒にいられますように。そう祈りながら、私たちは微笑み合い何度も甘いキスをした。




ＥＮＤ










あとがき




　屋根からなにかが落ちる音で目を覚ました。俺が布団から体を起こすと、隣には浴衣姿の香澄が眠っていた。そっと頬をなでたけれど起きる気配はない。昨夜は露天風呂に入ったあと甘い時間を過ごしたから、少し疲れさせてしまったのかもしれない。

「香澄、起きて」優しく声をかけると、香澄がゆっくりとこちらを見上げる。とろんと眠そうだった表情が、俺と目が合うと幸せそうな笑顔になった。

　あぁ、もうかわいいな。香澄の浴衣の中に手を差し込みたくなる。けれど、昨夜散々彼女を抱いたし、香澄の腕の中ではあかりが寝ている。朝からいたずらしたら、確実に怒らせてしまうだろう。俺は理性を奮い立たせ気持ちを切り替える。

「外はきっと雪が積もってるよ。屋根から雪が落ちる音が聞こえた」俺の言葉を聞いて香澄の顔がぱぁっと輝いた。「本当ですか？」とうれしそうに視線を窓へ向ける。

「雪が溶けてしまう前にあかりを起こして、三人で朝の庭園を散歩しよう」俺の提案に、香澄は「素敵ですね」とうなずいてから、すやすや眠るあかりを見て微笑む。

「あかり、朝だよ」香澄とふたりで愛しいわが子に声をかける。はじめての雪を見たあかりは、どんな反応をするだろう。想像するだけで口元がほころんだ。

　また今日も、平凡でかけがえのない、幸せな一日がはじまる。




　予想外の妊娠をきっかけに、逃げる香澄と追いかける柊人、不器用なふたりが夫婦になるまでのすれ違いラブコメディ。楽しんでいただけたでしょうか。

　作品の舞台である株式会社 HAMASAKI は、マカロン文庫から発売されている、『独占欲強めの御曹司に愛されすぎてます』にも登場しています。こちらは柊人の弟である綾人のお話です。

　今作では涼しい顔で兄をからかっていた綾人ですが、実は長年片想いをしていた女性を全力で口説く、独占欲の強い男でもあります。マカロン文庫は電子書籍のレーベルですので、興味のある方はぜひ電子書店さんで探してみてください！

　最後になりましたが、美しい表紙を描いてくださった夜咲こん先生、担当の森さんをはじめ、このお話に携わってくださった全ての方に、心から感謝しています。

　またいつか違うお話でお会いできるように、これからも頑張ります。




きたみ まゆ
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